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紙
は
、
配
っ
た
ま
ま
と
同
じ
よ
う
に
き
れ
い
な

ま
ま
の
児
童
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
得
点
が
高

い
子
ほ
ど
、
問
題
用
紙
が
い
い
意
味
で
汚
さ
れ

て
い
た
。
線
を
引
い
た
り
、
丸
で
囲
ん
だ
り

と
、
自
分
で
分
析
し
て
い
る
痕
跡
が
残
っ
て
い

た
そ
う
だ
。

テ
ス
ト
直
し
の
時
に
、
〇
で
囲
ん
だ
り
、
線

を
引
っ
張
っ
た
り
す
る
作
業
化
を
教
え
る
。

　

例
え
ば
、
問
題
文
の
「
二
つ
え
ら
び
ま
し
ょ

う
。」
な
ど
の
「
二
つ
」
を
〇
で
囲
ま
せ
る
。

一
つ
し
か
選
ば
な
い
子
が
激
減
す
る
。

　

ま
た
、「
四
角
の
中
か
ら
言
葉
を
選
び
ま
し

ょ
う
。」
の
問
題
の
と
き
は
、
選
ん
だ
言
葉
を

消
す
作
業
を
さ
せ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
分
で
印
を
付
け
、
キ
ー
ワ

ー
ド
を
見
え
る
化
さ
せ
る
こ
と
を
教
え
る
。

　

そ
し
て
、
実
際
に
テ
ス
ト
を
解
か
せ
、
作
業

化
さ
せ
る
。
や
っ
て
い
る
子
を
褒
め
続
け
る
。

実
践
前
と
後

4
　

上
の
写
真
の
よ
う
に
、
実
際
に
テ
ス
ト
を
解

き
な
が
ら
〇
で
囲
ん
だ
り
線
を
引
い
た
り
し
て

解
く
子
が
増
え
る
。
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
が
減
り
、

得
点
も
ア
ッ
プ
す
る
。
子
供
た
ち
は
、「
テ
ス

ト
は
、
簡
単
だ
」
と
自
覚
す
る
よ
う
に
な
る
。

対
象
学
年
・
準
備
物

1
　

全
学
年
・
①
テ
ス
ト　

②
筆
記
用
具

ア
イ
デ
ィ
ア
の
ね
ら
い

2テ
ス
ト
の
問
題
文
や
図
に
書
き
込
み
を
さ
せ

る
こ
と
で
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
自
分
で
〝
見
え
る

化
〞
で
き
る
。

　

書
き
間
違
い
や
選
び
間
違
い
な
ど
の
ミ
ス
が

確
実
に
減
っ
て
い
く
。

ポ
イ
ン
ト

3
　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
問
題
を
作
成
し
た
こ
と

が
あ
る
。
文
科
省
の
教
科
調
査
官
は
、
テ
ス
ト

の
解
答
だ
け
で
な
く
、
問
題
用
紙
も
分
析
さ
れ

て
い
た
。
何
校
か
無
作
為
に
抽
出
し
た
問
題
用

微差力
教師の

テ
ス
ト
を
い
い
意
味
で
汚
さ
せ
よ
う

テ
ス
ト
が
き
れ
い
な
ま
ま
で
は
、
力
が
付
か
な
い
。
図
や
問
題
文
に
丸
や
線
を
か
か
せ
、

キ
ー
ワ
ー
ド
を
自
分
で〝
見
え
る
化
〞さ
せ
よ
う
。

東
京
都
小
平
市
立
小
平
第
一
小
学
校

千ち

葉ば

雄ゆ
う

二じ

▲キーワードを丸で囲みながらテストを解く児童



2

　

シ
ン
キ
ン
グ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
探
究
的
な
学

び
を
支
え
る
型
の
一
つ
で
あ
る
（
左
図
）。

①
「
課
題
の
設
定
」

②
「
情
報
の
収
集
」

③
「
整
理
・
分
析
」

④
「
ま
と
め
」

　

こ
れ
ら
の
学

習
活
動
が
一
つ

の
サ
イ
ク
ル
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
サ
イ
ク
ル

を
回
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
探
究

的
な
学
習
過
程

を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

五
年
生
の
社
会
「
自
然
条
件
と
人
々
の
く
ら

し
」
で
、
初
め
て
シ
ン
キ
ン
グ
サ
イ
ク
ル
を
活

用
し
た
授
業
を
行
っ
た
。

　

板
書
は
次
の
よ
う
に
な
っ
た
（
上
図
参
照
）。

１　

シ
ン
キ
ン
グ
サ
イ
ク
ル
の
図
を
示
す

２　
「
課
題
の
設
定
」
を
行
う

３　
「
情
報
の
収
集
」
を
行
う

４　
「
整
理
・
分
析
」
を
行
う

５　
「
ま
と
め
」
を
行
う

　

以
下
、
各
過
程
の
詳
細
で
あ
る
。

シ
ン
キ
ン
グ
サ
イ
ク
ル
の
図
を
示
す

1↓
図
を
説
明
し
、
紙
に
印
刷
し
た
も
の
を
黒
板

に
貼
っ
て
お
い
た
。
次
の
時
間
で
も
使
え
る
。

「
課
題
の
設
定
」
を
行
う

2↓
教
科
書
に
書
か
れ
て
い
る
「
問
い
」
を
見
付

け
て
、
ノ
ー
ト
に
書
き
写
す
。

　

こ
の
授
業
の
場
合
は
、「
北
海
道
で
く
ら
す

人
々
は
、
寒
さ
や
雪
に
備
え
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
だ
っ
た
。

板書術・
ノート術

超凄腕

神
奈
川
県
横
浜
市
立
子
安
小
学
校

水み
ず

本も
と

和か
ず

希き

子供が

変わる
！

授業が
変わる！

シ
ン
キ
ン
グ
サ
イ
ク
ル
の

初
期
板
書
と
ノ
ー
ト

高
橋
純
氏
が
提
唱
す
る「
シ
ン
キ
ン
グ
サ
イ
ク
ル
」を
五
年
生
社
会
の
授
業
で
初
め
て

活
用
し
た
。
そ
の
時
の
板
書
と
ノ
ー
ト
を
紹
介
す
る
。



一目で分かる指導のコツ
で解説！
写 真

2024. 93

「
情
報
の
収
集
」
を
行
う

3↓
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
資
料
〈
写
真
・
図
・

絵
・
本
文
な
ど
〉
を
読
み
取
っ
て
、
ノ
ー
ト

に
情
報
を
箇
条
書
き
に
す
る
。

　

こ
の
授
業
の
場
合
は
、「
①
早
朝
か
ら
除
雪

作
業
を
す
る
」「
②
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

設
置
す
る
」
な
ど
と
な
っ
た
。

「
整
理
・
分
析
」
を
行
う

4↓
３
で
集
め
た
情
報
を
仲
間
分
け
す
る
。

「
①
②
雪
か
ら
町
を
守
る
」

「
④
⑤
⑥
雪
か
ら
家
を
守
る
」

「
③
⑦
雪
を
利
用
す
る
」

　

こ
の
整
理
・
分
析
は
、
様
々
な
分
け
方
が
考

え
ら
れ
る
。
教
師
が
一
つ
は
解
を
も
っ
て
お
く

と
よ
い
。
課
題
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
集
め
た

情
報
を
仲
間
分
け
し
て
い
く
。

「
ま
と
め
」
を
行
う

5↓
課
題
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
ま
と
め
を
書
く
。

　

課
題
「
北
海
道
で
く
ら
す
人
々
は
、
寒
さ
や

雪
に
備
え
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
」　

↓　

ま
と
め
「
北
海
道
で
く
ら

す
人
々
は
、
雪
か
ら
家
や
町
を
守
っ
た
り
、
雪

を
利
用
し
た
り
し
て
く
ら
し
て
い
る
」
と
し

た
。

　

こ
の
時
間
と
次
の
時
間
ノ
ー
ト
で
あ
る
。

　

板
書
と
ノ
ー
ト
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
に

な
る
。

　

だ
が
、「
情
報
の
収
集
」
で
は
、
子
供
た
ち

に
よ
っ
て
収
集
で
き
る
情
報
の
量
や
質
が
異
な

る
。
個
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
だ
。
そ
こ

で
、
コ
ー
ス
別
学
習
（
複
線
化
）
を
し
て
い

る
。

　

自
分
一
人
で
取
り
組
み
た
い
子
は
、「
自
分

コ
ー
ス
」、
友
達
と
取
り
組
み
た
い
子
は
「
友

達
コ
ー
ス
」、
先
生
と
一
緒
に
取
り
組
み
た
い

子
は
「
先
生
コ
ー
ス
」
の
三
つ
。
黒
板
に
マ
グ

ネ
ッ
ト
を
貼
っ
た
と
き
は
、
コ
ー
ス
別
に
学
ぶ

と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

　

右
の
写
真
は
、「
先
生
コ
ー
ス
」
の
様
子
。

　

一
つ
の
資
料
を
選
ん
で
、
集
ま
っ
た
子
供
た

ち
と
や
り
取
り
を
し
な
が
ら
進
め
る
。

　

子
供
た
ち
が
自
分
で
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、

徐
々
に
手
放
す
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。
黒
板
も
は

じ
め
は
写
さ
せ
る
が
、
途
中
か
ら
自
分
で
考
え

る
よ
う
に
促
す
。
一
部
だ
け
書
い
て
、
続
き
を

考
え
さ
せ
る
。「
板
書
は
思
考
の
基
地
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
が
、
様
々
な
学
力
の
子
に
も
対

応
で
き
る
板
書
を
目
指
し
た
い
。



大成功の
絵画工作
授業

4

ス
ク
ラ
ッ
チ
の
技
術
を
生
か
し
て

亀
の
親
子
の
暮
ら
し
を
描
こ
う

親
と
子
の
亀
を
ど
う
配
置
す
る
か
が
こ
の
シ
ナ
リ
オ
の
ポ
イ
ン
ト
。
た
っ
ぷ
り
と
動
か

し
て
み
て
か
ら
貼
り
付
け
る
よ
う
に
指
導
し
よ
う
。

酒
井
式
描
画
指
導
法　

酒さ
か

井い 

臣し
ん

吾ご

Ａ　

四
つ
切
り
大
の
画
用
紙
を
左
の
よ
う
に
分

割
し
て
ク
レ
パ
ス
で
亀
の
甲
羅
を
塗
り
付
け

る
。
色
は
黄
色
、
橙
色
、
黄
緑
の
三
色
、
強

く
厚
く
し
っ
か
り
と
塗
り
付
け
る
こ
と
。

Ｂ　

そ
の
上
か
ら
ド
ロ
ド
ロ
の
黒
い
ア
ク
リ
ル
絵

の
具
を
塗
り
重
ね
る
（
ゴ
シ
ゴ
シ
と
擦
ら
な

い
で
、
ゆ
っ
く
り
と
筆
を
置
く
よ
う
に
塗
る
）。

Ｃ　

切
り
取
っ
た
ら
、
左
図
の
割
り
箸
な
ど
の

角
を
使
っ
て
引
っ
か
い
て
（
ス
ク
ラ
ッ
チ
し

て
）
亀
の
甲
羅
を
描
き
、
四

つ
切
り
画

用
紙
に
貼

り
付
け
て

か
ら
頭
、
手
足
を
描
き
加
え
る
。
手
足
の
形

は
自
由
で
あ
る
。

Ｄ　

甲
羅
の
描
き
方
は
六
角
形
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
形
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
。
円

形
で
も
楕
円
形
、
ひ
し
形
な
ど
面
白
い
形
を

考
え
出
す
の
が
い
い
。

　

�　

手
足
や
頭
部
は
、
亀
の
肌
の
ザ
ラ
ザ
ラ
し

た
質
感
を
出
す
よ
う
に
点
描
中
心
に
す
る
と

感
じ
が
出
て
く
る
。

Ｅ　

背
景
の
水
は
、
や
は
り
水
の
動
き
が
あ
る

と
画
面
が
充
実
す
る
。
亀
た
ち
を
取
り
巻
く

水
を
動
的
に
す
る
よ
う
に
心
掛
け
よ
う
（
色

に
つ
い
て
は
後
述
）。

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｅ
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Ｆ　

画
用
紙
を
縦
に
使
っ
て
み
た
が
、
何
と
か

周
り
の
魚
た
ち
に
助
け
て
も
ら
っ
て
セ
ー
フ
。

子
供
た
ち
の
絵
の
中
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー

を
見
付
け
て
共
感
し
、
そ
れ
を
褒
め
る
こ

と
。例

え
ば
左
の
絵
な
ら
、
左
下
の
鼻
の
突

き
出
て
い
る
魚
を
指
さ
し
て
﹁
こ
の
お
魚

と
亀
さ
ん
き
っ
と
仲
良
し
に
な
り
そ
う
だ

ネ
﹂
と
言
っ
て
あ
げ
よ
う
。
子
供
た
ち
の

絵
に
は
必
ず
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
に
、

見
逃
し
て
い
る
人
が
多
い
。

そ
の
原
因
は
、
単
に
上
手
、
下
手
に
し

か
目
が
向
い
て
な
い
か
ら
で
あ
る
。

子
供
か
ら
の
か
わ

い
ら
し
く
美
し
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
一
つ
一

つ
を
発
見
し
て
い
く

こ
と
が
、
絵
の
指
導

の
基
本
で
あ
る
と
考

え
よ
う
。

初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

Ｇ 　甲羅の模様を落書きにしたのは、低学年に実践するために考
えたものである。スクラッチで引っかいて十分に遊ばせ、それ
を甲羅に変身させるサプライズを体験させるのも面白いと思う。

Ｇ

Ｈ 　これは意識的に主調色を緑にしようと思って描いてみた。
こうすると頭や手足の黄色が冴え渡って見えて気持ちがい
い。高学年にはお勧めである。

Ｈ

Ｉ 　この甲羅の用紙は、Amazonから取り寄せたものである。
小型のものしかなかったので、父亀と母亀の２匹にしてみた。
低学年ならこの用紙を使うのも面白いかもしれない。

Ｉ

Ｆ

Ｊ



28 国語 教師がわざと間違った例示をする
� 金井貴大

29 算数
「３つのかずのけいさん」
� 宮森裕太

30 国語  「どうぶつ園のじゅうい」
� 村上　諒

31 算数
繰り上がりのあるたし算のひっ算を
全員にマスターさせる � 勇　和代

32 国語 「書くことを考えるときは」
� 大川雅也

33 算数
「長さ」
� 大井隆夫

34 国語 「ぼくは川」
� 吉川たえ

35 算数
垂直、平行と四角形
� 太田政男

36 国語 説得力をもたせる文章の組立て
� 田中修一

37 算数
「約数ペア」で、
スキルを身に付けさせる� 利田勇樹

38 国語 「やまなし」
� 富樫僚一

39 算数
学力定着の鍵を握る「教科書チェック」
� 菅野祐貴

①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。②向山著作をはじめとするTOSS関連論文を追試、その他の名目
でインターネット上で公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS最高顧問向山洋一までご連絡下さい。④著作権法を無視し
続けた場合には、法的措置を取らせていただきます。

注
意

78 ◆ 若手道場　谷編集長が斬る！　川村　護
79 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／編集後記／次号予告

向山型に挑戦！　 
国語・算数の難問良問

48　木村重夫

クラス全員が熱中するこの教材！ 
授業が激変！　TOSS指導法最前線

54　湯泉恵美子
54　ふじたみお
55　日戸勇希
55　兼則雄太
56　山本こず恵

特別支援教育　 
専門家の視点&全国で大人気　 
“特別支援教育の指導システム”

50　松尾大輝
51　小嶋悠紀
52　笹野達哉
53　下妻玄典

働き方改革！　 
教師が「やりがい」と向き合うために

57　岩永将大
58　永井貴憲
59　小島庸平
60　大月　一
61　A 中井　光

授業技量向上の法則

62　富樫僚一
63　長谷川博之
64　谷　和樹
65　千葉雄二
66　板倉弘幸
67　谷　和樹

道標：教師としての高みを目指して

68　向山行雄
70　西阪　昇
72　塩谷直大

特
別
連
載

人気女性ライター　 
トークラインだけの裏話

74　師尾喜代子
75　美崎眞弓
76　溝端久輝子

社会貢献活動への 
取り組み

77　並木友寛

国算　現在進行形の教科書単元
すぐに追試できる開始15分間の発問

40 理科 ６年「月の形と太陽」の基礎基本
� 尾川智子

41 理科 ６年「月の形と太陽」の
主体的・対話的で深い学び � 尾川智子

「基礎・基本の授業例」と 
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

42 道徳 ロールプレイをより効果的にする
多面的思考の発問 � 山本真充

43 英語 「Do you like?」で型を身に付けよう！
� 加藤　心

44
オンライ

ン
Google Classroomに
学習用語や方法を保管しよう � 塩谷直大

45 情報活用 情報活用能力も「見ているうちに覚える」。
学習情報参照ツールの開発 � 塩谷直大

新学習指導要領対応　道徳・英語・ 
オンラインの授業実践

46 社会 「国家」として認められる基準を
授業する � 日戸勇希

47 理科 先に体験があるから考える
� 上田浩人

高校でのTOSS実践

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年



デジタル連動

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「ちょっとしたことに過敏反応する子への対応」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。
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写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

子供の「自己調整」を促す働きかけ
向山学級「先生は何も教えてくれない」に迫る

1　教師の微差力 　千葉雄二

2　子供が変わる！　授業が変わる！　超凄腕　板書術・ノート術 　水本和希

4　大成功の絵画工作授業 　酒井臣吾

9　向山洋一に聞く　教育Q&A
　 第61回　A　向山洋一
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C O N T E N T S
表紙：信吉

特集

巻頭
論文

〈「自己調整学習」の基本〉 	
14　向山洋一実践「大造じいさんとがん」問いづくりの追試 	 林　健広
〈基本編〉 	
16　漢字スキル指導での自己調整学習：書けるようになるには理由がある
　	 長谷川博之
18　�計算スキル指導での自己調整学習：「あかねこ計算スキル」に込められた先見の明
　	 松𥔎　力
20　�算数教科書指導での自己調整学習：教師主導で、見通し・実行・振り返りの成功
体験をたくさん積ませる	 木村重夫

〈応用編〉 	
22　�社会科「調べ学習」の自己調整学習：仮説から探究させる「見通す・実行する・

振り返る」システム 	 川原雅樹
24　理科「実験」での自己調整学習：電気の世界の法則を探ろう！ 	 小森栄治
〈自己調整を支える教師の技術〉 	
26　「桃花片の実践」における「見取の技術」	 塩谷直大
   　【見取の技術】価値付け（褒めて褒めて褒めまくる）	 原田朋哉
27　【介入の技術】教材研究力	 水本和希
   　子供の学びの質を保証する介入発問	 小嶋悠紀

10　オピニオン　今、教育界で起こっていること
　　 教科書の写真をAIに分析させ、子供たちの思考の幅を広げる� 谷　和樹
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トークライン購読者限定で、TOSS教材を割引価格でお申込みいただけるお得なサービスです！
トークラインをご購読いただいております、皆様が対象ですのでぜひご利用ください。

今、ここでしか見られない動画

サービス内容

ダウンロード
コンテンツ

ご紹介に使える
「お試し版」

WEBサービス

TOSS教材をお得に購入

デジタル・トークライン

トークライン会員クーポン

動画でも視聴できる！ 
高段者が答えるQ&A

トークライン読者限定！

お得な2大サービス d 3 s w 9 h
（ディー・さん・エス・ダブリュ・きゅう・エイチ）

共通パスワード
※有効期間： 2024年8月15日～

2024年11月14日

ちょっとしたことに過敏反応する子への対応

※ そのほかにもコンテンツが
いっぱい！（詳しくはP80）

サービス開始  2023年4月号より

特典  TOSSオリジナル教材HPにて、『教育トークライン』誌上に記載された
「共通パスワード」を入力すると、　割引価格で教材をご購入できます！

ご利用条件  ・Web注文限定（TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp）
・TOSSオリジナル教材の会員登録が必要となります。
・１回のご注文金額が3,000円以上の場合利用可能です。

上記の共通パスワードが
会員クーポンになります！

https://www.tiotoss.jp/user_data/talk-line_coupon.php

※一部、対象外商品がございます。
　詳細については、こちらをご確認ください。➡

アクセス方法
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインをクリッ
クし、IDと共通パスワードを入
力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、 
　SNSからアクセスできます。

今月のトークラインID：TL9

めあての必要性を考える

すべての子供の学力を保障する

教育

特集 子供の「自己調整」を
促す働きかけ
～向山学級「先生は何も教えてくれない」に迫る～

令和6年8月15日発行（毎月1回15日発行）第573号

https://jp.surveymonkey.com/r/talkline2025

  読者アンケートを実施します。ご協力お願いします。
【期間】8月1日～8月31日

トークラインからのお知らせ

特別支援教育にも対応
翔和学園でのドラマ・・・松尾大輝
プロが教える“教室でできる言語療法”・・・下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目でわかる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語　「みんなにしらせよう」 算数　「3のかずのけいさん」
小学2年　国語　「どうぶつ園のじゅうい」 算数　「繰り上がりのあるたし算の筆算」
小学3年　国語　「書くことを考えるときは」 算数　「長さ」
小学4年　国語　「ぼくは川」 算数　「垂直、平行と四角形」
小学5年　国語　「文章の組立て」 算数　「約数を見付ける」
小学6年　国語　「やまなし」 算数　「教科書チェック」

高校の授業実践
社会　「『国家』として認められる基準を授業する」
理科　「先に体験があるから考える」

9
2024

No.573
September

教育技術研究所

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

高校の授業実践
社会　「『国家』として認められる基準を授業する」
理科　「先に体験があるから考える」

内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！　　ウェブサイトです！

本誌PDF
を

ダウンロー
ド

できます！

谷編集長の濃厚すぎる５分間
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回答：向
むこう

山
やま

洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS最高顧問）

（TOSS中央事務局）

小学校の思い出
第61回

の
交
流
は
続
き
ま
し
た
。
渡
邊
先
生
が
茨
城
県

で
校
長
先
生
を
し
て
い
た
と
き
、「
洋
ち
ゃ
ん
、

講
演
し
て
く
れ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
て
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
渡
邊
先
生
と
出
会
っ
た
こ

と
は
、
私
の
人
生
に
お
い
て
大
変
ラ
ッ
キ
ー
な

出
来
事
で
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
私
に
は
小
学
校
六
年
間
で
四
人

の
担
任
の
先
生
が
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
全
員
が

男
の
先
生
で
し
た
。
女
の
先
生
が
優
し
く
て
い

い
な
と
思
っ
て
憧
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
つ
い

に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
（
笑
）。

　
と
こ
ろ
で
、
私
は
小
学
一
年
生
の
時
、
教
科

書
を
暗
唱
し
て
い
き
、
先
生
に
び
っ
く
り
さ
れ

た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
母
親
が
「
洋
一
、
教
科

書
を
読
ん
で
ご
ら
ん
」
と
言
っ
て
、
私
に
何
回

も
読
ま
せ
て
い
た
の
で
、
そ
の
う
ち
に
覚
え
て

し
ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
母
の
教
え
は
勉
強
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
当
時
か
ら
す
ご
く
礼
儀
正
し
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
特
に
、
返
事
の
仕
方
を
教
わ
り

ま
し
た
。「
名
前
を
呼
ば
れ
た
ら
、『
は
ー
い
』

と
伸
ば
さ
ず
に
『
は
い
』
と
返
事
を
す
る
」
と

教
え
ら
れ
、
母
親
に
練
習
さ
せ
ら
れ
た
の
を
、

今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

　
向
山
先
生
ご
自
身
の
小
学
校
時
代
の
思
い
出

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
お
孫
さ
ん
の
か
ん
ち
ゃ
ん
が
小
学
校
に
入
学

し
て
半
年
で
す
ね
。
向
山
先
生
の
小
学
生
の
頃

は
ど
ん
な
お
子
さ
ん
で
し
た
か
？
　
ま
た
、
ど

ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か
。

　
教
師
に
な
っ
て
か
ら
も
交
流
が
続
く
よ
う
な

先
生
に
出
会
い
ま
し
た
。

　
小
学
校
に
は
昭
和
二
五
年
に
入
学
し
ま
し
た
。

旗
の
台
小
学
校
で
す
。
担
任
の
先
生
は
渡
邊
静

穂
先
生
。
新
卒
で
教
師
に
な
っ
た
人
で
す
。
茨

城
県
出
身
の
男
の
人
で
し
た
。
私
は
こ
の
渡
邊

先
生
が
大
好
き
で
し
た
。

　
劇
の
ご
指
導
が
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。
当

時
、
小
学
校
の
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル
が
あ
り
ま
し

た
。
渡
邊
先
生
は
、
そ
の
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
子
供
た
ち
を
何
度
も
東
京
都
大
会
に
優
勝

さ
せ
る
よ
う
な
お
力
を
も
っ
て
い
る
方
で
し
た
。

　
私
が
教
師
に
な
っ
て
か
ら
も
、
渡
邊
先
生
と

向 山 洋 一 に 聞 く QQ&AA教育
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本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

教
科
書
の
写
真
を
Ａ
Ｉ
に
分
析
さ
せ
、
子
供
た
ち
の

思
考
の
幅
を
広
げ
る

生
成
Ａ
Ｉ
の
進
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
し
続
け
て
い
る
。
学
校
で
も
、
教
室
で
も
、
ま
ず
は
教
師
が
使
っ
て
み
る
こ

と
だ
。「
分
か
っ
た
こ
と
、
気
付
い
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
」
な
ど
を
た
く
さ
ん
出
さ
せ
る
場
面
で
、
子
供
た
ち
の
意

見
と
生
成
Ａ
Ｉ
の
意
見
と
を
戦
わ
せ
て
み
れ
ば
よ
い
。そ
れ
だ
け
で
子
供
た
ち
の
思
考
の
幅
は
広
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

C
h
a
t
G
P
T
な
ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
は
こ
う

し
た
写
真
や
絵
を
「
読
み
取
る
」
こ
と
が
で

き
る
。

　

そ
の
上
で
、
も
の
の
数
秒
で
こ
の
回
答
を

出
力
す
る
。

　

長
い
の
で
引
用
し
な
い
が
、
興
味
の
あ
る

人
は
や
っ
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

私
が
や
っ
た
と
き
に
は
、
一
四
の
視
点
か

ら
分
析
を
書
き
出
し
て
き
た
。

　

さ
ら
に
続
い
て
、
次
の
質
問
も
し
た
。

　

右
側
の
写
真
の
雲
の
特
徴
に
つ
い
て

も
う
少
し
詳
し
く
分
析
し
て
く
だ
さ
い
。

　

右
側
の
写
真
に
は
雲
が
多
く
映
っ
て
い
た

か
ら
だ
。
こ
れ
も
C
h
a
t
G
P
T
は
す
ぐ

に
答
え
る
。

　

そ
の
上
で
、
私
は
「
生
成
Ａ
Ｉ
」
に
次
の

質
問
を
し
た
。

　

こ
の
二
枚
の
写
真
は
、
◯
◯
県
◯
◯

市
の
小
学
校
の
あ
る
日
の
空
の
様
子
で

す
。

　

左
側
が
午
前
の
空
の
様
子
。
右
側
が

午
後
の
空
の
様
子
で
す
。

　

こ
の
二
枚
の
写
真
の
空
の
様
子
を
比

較
し
て
、
分
か
る
こ
と
、
気
付
く
こ
と
、

分
析
で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
だ
け
た

く
さ
ん
書
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。
一
〇

個
以
上
、
箇
条
書
き
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
二
枚
の
写
真
を
並
べ
て
、
C
h
a
t

G
P
T
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
の
で
あ
る
。

　

以
前
に
も
紹
介
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

一　

生
成
Ａ
Ｉ
に
理
科
教
科
書
の
写
真
を

分
析
さ
せ
る

　

理
科
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
教
科
書
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
二
枚
の
写
真
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

空
の
よ
う
す
を
、
よ
く
見
て
み
よ
う

と
い
う
写
真
で
あ
る
。

　

左
側
の
一
枚
は
午
前
の
空
の
様
子
。

　

右
側
の
一
枚
は
午
後
の
空
の
様
子
で
あ
る
。

　

こ
の
二
枚
を
子
供
た
ち
に
示
し
て
、
話
し

合
わ
せ
る
わ
け
だ
。

　

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
る
だ
ろ
う
。

　

ひ
と
し
き
り
、
子
供
た
ち
の
意
見
を
集
約

す
る
。
ク
ラ
ウ
ド
等
で
共
有
す
る
と
い
い
だ

ろ
う
。

オピニオン

今教育界で起こっていること
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巻頭論文

の
分
析
能
力
を
高
め
る
授
業
プ
ラ
ン
を
、
先

生
方
も
積
極
的
に
開
発
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

二　

生
成
Ａ
Ｉ
に
理
科
教
科
書
の
写
真
を

分
析
さ
せ
る

　

さ
て
、理
科
の
教
科
書
に
は
、例
え
ば
「
ふ

り
こ
」
の
実
験
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ふ
り
こ
の
長
さ
に
よ
っ
て
、
一
往
復
の
時

間
が
変
化
す
る
こ
と
を
実
験
で
確
か
め
る
よ

う
な
活
動
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
理
科
の
実
験
等
で
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
等
が
、
専
門
の
研
究
者
た
ち
や
企
業

に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
近
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
た

「Claude 3.5 Sonnet

」
と
い
う
生
成
Ａ
Ｉ

は
、
こ
う
し
た
専
門
家
た
ち
の
仕
事
を
一
般

の
先
生
方
に
も
簡
単
に
解
放
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

　

次
回
、
こ
のClaude

を
活
用
し
た
「
素
人

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
を
紹
介
し
た
い
。

　

子
供
た
ち
に
意
見
を
書
か
せ
た
上
で
、
生

成
Ａ
Ｉ
に
も
投
げ
て
み
る
。

　

写
真
は
南
側
か
ら
北
の
方
角
を
写
し

て
い
ま
す
。
空
に
写
っ
て
い
る
雲
は
、

ど
ち
ら
の
方
角
か
ら
ど
ち
ら
の
方
角
に

動
い
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

最
初
の
指
示
で
「
◯
◯
県
◯
◯
市
」
と
入

力
し
て
お
い
た
の
も
意
味
が
あ
る
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
は
一
連
の
や
り
取
り
を
覚
え
て

い
る
。「
方
角
」
と
「
場
所
」
の
地
理
情
報

か
ら
、
次
の
よ
う
に
予
想
し
て
き
た
。

（
前
略
）
地
域
特
性
：
◯
◯
市
の
場
合
、

太
平
洋
側
の
気
候
の
影
響
を
受
け
や
す

い
た
め
、
一
般
的
に
南
か
ら
北
へ
の
風

が
多
い
で
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
総
合

す
る
と
、
写
真
の
雲
は
南
か
ら
北
に
向

か
っ
て
移
動
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
後
略
）

　

再
び
、
子
供
た
ち
の
予
想
と
比
べ
て
検
討

さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
能
力
を
活
用
し
て
子
供
た
ち

　

雲
の
種
類
、
密
度
、
色
、
高
さ
、
形
状
、

天
気
の
兆
候
、
動
き
、
天
気
の
変
化
の
兆
し
、

心
理
的
影
響
と
い
っ
た
観
点
で
の
分
析
を
書

き
出
し
て
き
た
。

　

こ
こ
ま
で
で
、
当
然
、
ク
ラ
ス
の
子
供
た

ち
に
検
討
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
子
供
た
ち
へ
の
指
示
】

　

自
分
た
ち
が
考
え
た
こ
と
と
、

C
h
a
t
G
P
T
が
書
き
出
し
た
こ
と

と
を
比
べ
て
、
気
付
い
た
こ
と
を
話
し

合
い
な
さ
い
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
出
力
に
は
、
子
供
た
ち
の
考

え
付
か
な
か
っ
た
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。

子
供
た
ち
の
思
考
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
だ
ろ
う
。

　

逆
に
、
子
供
た
ち
が
気
付
い
て
い
て
、
生

成
Ａ
Ｉ
が
出
力
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
「
思

考
の
壁
打
ち
」
は
、
今
後
、
授
業
で
の
重
要

な
検
討
テ
ー
マ
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
後
、
教
科
書
が
示
唆
し
て
い
る
「
天

気
の
変
化
」
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
た
い
。
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〜
向
山
学
級
「
先
生
は
何
も
教
え
て
く
れ
な
い
」に
迫
る
〜

促
す
働
き
か
け

子
供
の「

自
己
調
整
学
習
」の
基
本

基
本
編
・
計
算
ス
キ
ル
指
導
で
の
自
己
調
整
学
習

応
用
編
・
社
会
科「
調
べ
学
習
」の
自
己
調
整
学
習

自
己
調
整
を
支
え
る
教
師
の
技
術

基
本
編
・
漢
字
ス
キ
ル
指
導
で
の
自
己
調
整
学
習

基
本
編
・
算
数
教
科
書
指
導
で
の
自
己
調
整
学
習

応
用
編
・
理
科「
実
験
」で
の
自
己
調
整
学
習

を

自
己
調
整

1234567
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１　

自
己
調
整
で
き
る
子
供

自
己
調
整
学
習

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

簡
単
に
言
う
と
、

「
何
を
学
ぶ
か
」
だ
け
で
な
く

　
　
　
　
　

↓

「
何
が
で
き
る
の
か
」
を
目
指
す

と
い
う
こ
と
で
す
。

「
資
質
・
能
力
ベ
ー
ス
」

（
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・
ベ
ー
ス
）

と
言
い
ま
す
。

今
の
学
習
指
導
要
領
の
考
え
方
で
す
。
次
の

学
習
指
導
要
領
で
も
、
こ
の
考
え
方
は
更
に
重

視
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
向
山
学
級
は
、
ま
さ
に
「
自
己
調

整
学
習
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
誌
二
〇

二
二
年
十
一
月
号
で
紹
介
し
た

向
山
先
生
は
何
も
教
え
て
く
れ
な
い
よ

と
い
う
子
供
の
言
葉
は
、
そ
れ
を
象
徴
的
に
物

語
っ
て
い
ま
す
。

２�　

自
己
調
整
を
促
す
教
師
の
働
き
か
け

自
己
調
整
学
習
と
は
、
何
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
子
供
た
ち
が

①　

自
分
で
見
通
し

②　

自
分
で
実
行
し

③　

自
分
で
振
り
返
り

な
が
ら
学
習
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

じ
ゃ
あ
、
先
生
は
何
も
し
な
く
て
い
い
？

も
ち
ろ
ん
違
い
ま
す
。

①　

最
初
は
学
習
方
法
を
教
え
る
。

②　

部
分
的
に
子
供
に
選
ば
せ
る
。

③�　

子
供
が
選
ぶ
選
択
肢
を
少
し
ず
つ
増

や
す
。

④�　

段
階
的
に
全
体
の
シ
ス
テ
ム
を
子
供

に
委
ね
て
い
く
。

⑤�　

教
師
は
子
供
の
状
態
を
見
取
り
な
が

ら
、
適
切
に
介
入
す
る
。

や
は
り
、
こ
う
し
た
「
指
導
技
術
」
が
あ
り

ま
す
。
教
師
の
力
量
は
、
一
斉
授
業
よ
り
も
っ

と
重
要
に
な
る
の
で
す
。

例
え
ば
、「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」

※
１

は

子
供
た
ち
が
コ
ー
ス
を
選
び
ま
す
。

「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」

※
２

は
「
指
書
き
」

か
ら
の
学
習
方
法
が
明
確
で
す
。

算
数
の
教
科
書
は
「
例
題
」
を
読
み
解
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
あ
と
は
自
分
で
学
習
し
て
い

け
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
ど
れ
も
、
そ
の
全
体
が
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

本
特
集
で
は
、
こ
れ
ら
に
社
会
科
や
理
科
で

の
探
究
的
な
学
習
も
加
え
、
更
に
教
師
の
支
え

る
技
術
の
ポ
イ
ン
ト
ま
で
を
紹
介
、
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

�

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）

　

子
供
の
自
己
調
整

自
己
調
整
を
促
す
働
き
か
け
〜
向
山
学
級
「
先
生
は
何
も
教
え
て
く
れ
な
い
」
に
迫
る
〜

特集

※
１
※
２ �

ど
ち
ら
も
光
村
教
育
図
書
。
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小
学
六
年
生
、
十
二

月
の
実
践
で
あ
る
。

国
語
科
「
海
の
命
」。

Google Classroom

で
、
単
元
の
計
画
を
子

供
た
ち
に
提
示
し
た
。

「
見
通
す
」
で
あ
る
。

子
供
た
ち
が
、
単
元

の
計
画
を
立
て
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
更
に
よ
い
。

し
か
し
、
こ
の
年
の

十
二
月
は
、
教
師
が
計
画
を
立
て
、
子
供
た
ち
に

提
示
し
た
。

◆
一
時
間
目
　
音
読

◆
二
時
間
目
　
問
い

向
山
学
級
が
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
が
ん
」
で
書

い
た
問
い
を
、
ク
ラ
ウ
ド
に
挙
げ
た
。

「
向
山
学
級
を
参
考
に
し
て
、
問
い
を
作
り

な
さ
い
」

子
供
た
ち
は
、
問
い
をGoogle

ス
プ
レ
ッ
ド

シ
ー
ト
に
書
い
て
い
っ
た
。
四
月
か
ら
教
え
て
い

た
分
析
批
評
の
「
も
の
さ
し
」
を
使
っ
て
問
い
を

作
っ
て
い
た
。
全
部
で
五
〇
七
問
の
問
い
が
で
き
た
。

◆
三
時
間
目
　
問
い
を
解
く

Google Classroom

に
四
つ
の
指
示
を
し
た
。

向
山
洋
一
氏
の
追
試
だ
。
以
下
で
あ
る
。

①　
易
し
い
問
題
か
ら
解
い
て
い
き
ま
す
。

②　

答
え
は
、
必
ず
証
拠
を
見
付
け
ま
す
（
〇

ペ
ー
ジ
の
●
行
目
に
「　
　
」
と
あ
る
）。

③　
同
じ
問
題
が
あ
れ
ば
、
自
分
の
答
え
を
コ
ピ

ペ
し
ま
す
。

山口県下関市立清末小学校 林
はやし

健
たけ

広
ひろ

向山洋一実践「大造じいさんとがん」
問いづくりの追試
見通す・実行する・振り返るのサイクル。

「自己調整学習」の基本
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④　
最
低
五
〇
問
は
解
き
ま
す
。

解
い
て
い
く
と
、
自
然
と
教
室
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
討
論
が
発
生
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
な
の
で
、
子
供
た
ち
は
、
誰
が
、
ど

ん
な
答
え
を
書
い
た
の
か
を
瞬
時
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

「
あ
の
ね
、
僕
は
、
対
役
は
お
父
さ
ん
だ
と
思
う

ん
だ
」

「
え
？　

ク
エ
じ
ゃ
な
い
の
？
」

問
い
を
解
い
て
い
る
子
、
討
論
し
て
い
る
子
、

討
論
し
た
相
手
の
意
見
に
納
得
で
き
ず
一
人
で
教

科
書
や
辞
書
を
読
ん
で
い
る
子
、
様
々
で
あ
っ
た
。

子
供
た
ち
は
自
己
選
択
し
な
が
ら
学
習
し
て
い
た
。

こ
の
学
習
を
、
二
時
間
し
た
。

◆
五
時
間
目
　
集
団
討
論
の
テ
ー
マ
を
選
択
す
る

五
〇
七
問
の
う
ち
、
子
供
た
ち
が
討
論
し
た
い

問
い
を
選
択
さ
せ
た
。
そ
し
て
、
教
師
が
討
論
さ

せ
た
い
問
い
も
加
え
た
。

「
こ
の
う
ち
の
、
ど
れ
か
で
討
論
し
な
さ
い
」
と

指
示
し
た
。
二
時
間
し
た
。

◆
七
時
間
目
　
意
見
文
を
書
く

「
自
分
が
分
析
し
た
い
テ
ー
マ
で
、
意
見
文

を
書
き
な
さ
い
」

「
生
を
象
徴
す
る
色
」「
死
を
象
徴
す
る
色
」「
対

役
」「
ピ
ナ
ク
ル
」「
主
題
」
な
ど
、
子
供
た
ち
は

自
分
が
分
析
し
た
い
テ
ー
マ
で
意
見
文
を
書
い
て

い
た
。
学
習
内
容
を
自
己
選
択
し
て
い
る
の
で
あ

る
。学

習
方
法
も
自
己
選
択
さ
せ

る
。
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動

画
を
見
て
ほ
し
い
。

子
供
た
ち
が
意
見
文

を
書
く
た
め
に
、
各
自

様
々
な
学
習
方
法
を

使
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
と
思
う
。Google

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に

書
い
て
い
た
「
ふ
り
か

え
り
」
も
子
供
た
ち
は

見
て
い
た
。
自
分
の
意

見
の
変
化
を
見
る
た
め

で
あ
る
。

学
習
量
、
学
習
時
間
も
、
自
己
選
択
さ
せ
た
。

「
自
分
は
何
文
字
く
ら
い
書
け
そ
う
か
、
い
つ
ま

で
な
ら
提
出
で
き
そ
う
か
、Google

ス
プ
レ
ッ
ド

シ
ー
ト
に
書
き
込
み
な
さ
い
」
と
指
示
し
た
。

こ
の
単
元
は
、「
問
い
を
た
て
る
」「
問
い
を
解

く
」「
討
論
す
る
」「
意
見
文
を
書
く
」
と
い
う
活

動
で
あ
っ
た
。
自
分
の
問
い
を
解
く
、
討
論
で
問

い
に
つ
い
て
話
し
合
う
、
意
見
文
で
問
い
に
つ
い

て
書
く
。
最
低
三
つ
の
サ
イ
ク
ル
を
子
供
た
ち
は

回
し
て
い
た
。



1
　
学
び
方
が
身
に
付
く
教
材
を
選
択
す
る

　

漢
字
の
学
び
方
は
自
由
で
よ
い
。
覚
え
ら
れ
る

な
ら
ば
、
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
卒
時
代
か
ら
変
わ

ら
な
い
長
谷
川
の
主
張
で
あ
る
。
実
際
に
、「
一

〇
〇
点
を
取
れ
る
な
ら
ば
、
自
分
な
り
の
方
法
で

進
め
て
か
ま
わ
な
い
」
と
告
げ
る
。

　

た
だ
し
、
出
会
う
生
徒
の
中
に
は
毎
年
、
教
育

漢
字
す
ら
ほ
と
ん
ど
書
け
な
い
、
書
け
て
も
半
分

程
度
と
い
う
者
が
数
多
く
存
在
す
る
。
彼
ら
の
大

半
は
、
漢
字
の
学
び
方
を
指
導
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
読
み
書
き
が
で
き
な
い
の
だ
。
そ
こ

で
、
教
師
の
責
務
と
し
て
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し

て
の
学
び
方
を
指
導
す
る
。「
苦
手
な
人
は
こ
の

方
法
で
勉
強
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」
と
緩
や
か
に

説
く
。

　

そ
の
際
に
選
択
す
る
の
が
、「
あ
か
ね
こ
漢
字

ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）
で
あ
る
。
な
ぜ
選

ぶ
か
。
自
ら
の
学
習
を
動
機
付
け
、
維
持
し
効
果

的
に
行
う
プ
ロ
セ
ス
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　

元
熊
本
県
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
医
長
の
山
田
み

ど
り
ド
ク
タ
ー
は
、
二
〇
一
〇
年
秋
、
日
本
教
育

技
術
学
会
つ
く
ば
大
会
で
「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ

ル
」
を
評
し
て
こ
う
述
べ
た
。

「
誰
が
使
っ
て
も
同
じ
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
る

こ
と
が
す
ば
ら
し
い
」

　

こ
の
「
誰
が
」
に
は
、
児
童
生
徒
と
教
師
の
両

者
が
含
ま
れ
る
。
高
い
効
果
を
得
る
に
は
、
原
則

と
し
て
、
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
（
使
用
方
法
）
ど
お
り

に
活
用
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
原

則
と
し
て
」
と
い
う
の
は
、
経
験
上
、
同
時
処
理

の
得
意
な
子
供
に
あ
っ
て
は
、
ま
た
別
の
学
び
方

を
提
示
し
、
選
択
さ
せ
活
用
さ
せ
る
工
夫
が
要
る

か
ら
で
あ
る
。

2
　
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
を
繰
り
返
す

　

二
五
年
間
に
わ
た
り
本
教
材
を
活
用
し
て
き
た

が
、
入
学
時
に
ど
れ
だ
け
漢
字
の
読
み
書
き
が
苦

手
で
あ
っ
た
生
徒
で
も
、
苦
手
な
ま
ま
一
年
を
終

え
た
例
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
教
材
の
肝

で
あ
る
「
見
通
す
・
実
行
す
る
・
振
り
返
る
」
と

い
う
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
生
徒

が
漢
字
習
得
の
学
習
方
法
を
身
に
付
け
得
る
か
ら

に
他
な
ら
な
い
。

埼玉県吉見町立吉見中学校 長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき

書けるようになるには理由がある
「教えない」とは、漢字１字１字を逐一教えることはしない、という意味である。学び
方は明快に教える。ただし、その方法が適さない子供も一部に存在する。全体が自ら
学びを進める状態をつくるからこそ、個への丁寧な対応が可能となる。

基本編・漢字スキル指導での自己調整学習
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〈
入
力
〉
筆
順
を
唱
え
つ
つ
指
書
き
で
覚
え
、
覚

え
た
か
否
か
を
空
書
き
で
自
ら
確
認
し
、

　

そ
れ
で
よ
う
や
く
鉛
筆
を
持
ち
、

〈
入
力
〉
筆
順
を
唱
え
、
丁
寧
に
写
し
書
き
を
す

る
。

　

こ
こ
ま
で
で
漢
字
を
覚
え
、

〈
出
力
〉
空
欄
だ
け
を
見
て
、
筆
順
を
唱
え
な
が

ら
、
覚
え
た
漢
字
を
書
き
出
す
。

　

覚
え
る
学
習
と
書
く
学
習
を
分
け
て
行
う
の
で

あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
練
習
ペ
ー
ジ
に
も
習
得
度
を
自
己

確
認
す
る
工
夫
が
あ
り
、
テ
ス
ト
ペ
ー
ジ
に
も
、

「
誤
っ
た
漢
字
だ
け
を
覚
え
直
し
、
再
挑
戦
す

る
」
再
テ
ス
ト
の
仕
組
み
が
あ
る
。

　

そ
の
仕
組
み
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
子
供
は
学
び
方

全
体
の
見
通
し
を
も
ち
、
実
行
し
、
結
果
を
振
り

返
り
、
不
備
不
足
不
十
分
を
自
覚
す
れ
ば
学
び
直

し
て
、
力
を
伸
ば
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

実
際
の
進
め
方
は
こ
う
だ
。
本
教
材
中
学
版
で

い
え
ば
、
一
ペ
ー
ジ
を
三
日
の
サ
イ
ク
ル
で
進
め

る
。
一
日
目
、
上
半
分
の
新
出
漢
字
の
前
半
部
を

練
習
し
、
下
半
分
の
熟
語
類
を
練
習
す
る
。
所
要

時
間
は
四
、
五
分
で
あ
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
声
を
出
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

指
書
き
練
習
用
に
最
大
限
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た

筆
順
分
解
欄
を
見
な
が
ら
、「
い
ち
、
に
い
、
さ

ん
」
と
唱
え
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
に
筆
順

の
大
ま
か
な
原
則
を
教
え
、
唱
え
方
（
例
え
ば

「
山
」
の
二
画
目
を
「
に
ー
い
」
と
唱
え
る
）
を

練
習
さ
せ
る
。
こ
こ
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
、

「
覚
え
ら
れ
な
い
」
子
供
が
減
ら
な
い
。

　

二
日
目
は
同
様
に
上
半
分
、
下
半
分
の
後
半
部

を
終
え
る
。
三
段
あ
る
練
習
欄
の
う
ち
最
下
段
は

「
自
分
テ
ス
ト
」
を
行
い
、
丸
付
け
ま
で
行
う
。

こ
こ
で
間
違
え
た
ら
、
そ
の
問
題
の
み
指
書
き
で

復
習
す
る
。
そ
れ
も
終
え
た
ら
、
テ
ス
ト
ペ
ー
ジ

を
見
て
指
書
き
で
練
習
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

全
て
一
人
一
人
が
進
め
る
自
己
調
整
で
あ
る
。

　

三
日
目
が
テ
ス
ト
で
あ
る
。
私
は
チ
ャ
イ
ム
後

一
分
間
練
習
タ
イ
ム
を
設
け
、
そ
の
後
、「
用
意
、

始
め
」
と
告
げ
る
。
様
子
を
見
な
が
ら
二
分
程
度

で
「
止
め
」
と
指
示
し
、
隣
席
と
互
い
に
採
点
さ

せ
る
。
正
解
に
丸
の
み
を
付
け
さ
せ
る
。
点
数
は

書
か
せ
な
い
。
正
解
か
不
正
解
か
迷
っ
た
場
合
は

前
に
持
っ
て
来
さ
せ
る
。

　

そ
の
後
、「
間
違
え
た
人
、
ど
う
ぞ
」
と
告
げ

る
。
生
徒
が
解
答
用
紙
を
持
っ
て
く
る
。
私
は
瞬

時
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
点
数
欄
に
得
点
を
記
入
す
る
。

彼
ら
は
席
に
戻
り
、
裏
面
に
再
テ
ス
ト
の
練
習
を

す
る
。
間
違
え
た
問
題
の
み
、
授
業
の
最
後
に
再

テ
ス
ト
を
受
け
る
形
で
あ
る
。

　

彼
ら
の
後
に
一
〇
〇
点
の
生
徒
が
来
る
。
彼
ら

は
席
に
戻
る
と
裏
面
の
ア
ド
バ
ン
ス
問
題
を
解
き
、

自
己
採
点
を
す
る
。

　

そ
う
し
つ
つ
、
名
簿
順
に
呼
名
し
て
得
点
を
発

表
さ
せ
、
帳
簿
に
記
入
す
る
。
こ
れ
で
平
均
は
毎

回
九
五
点
を
超
え
る
。
日
記
の
漢
字
活
用
度
合
い

も
上
が
る
。

「あかねこ漢字スキル」３年１学期
（光村教育図書）

17 2024. 9
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山
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級
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先
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な
い
」
に
迫
る
〜
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「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」
が
誕
生
し
て
相
応
の

年
月
が
た
つ
が
、
今
注
目
さ
れ
て
い
る
「
自
己
調

整
能
力
」
に
焦
点
を
当
て
て
も
、
た
く
さ
ん
の
配

慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
先
見
の
明
に
改
め
て

驚
か
さ
れ
る
。

ま
ず
は
、
五
つ
の
効
果
か
ら
見
て
い
く
。

１　
「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」
の
五
つ
の
効
果

①　

成
功
体
験
を
保
証
す
る

勉
強
の
で
き
る
子
も
、
算
数
を
苦
手
と
す
る
子

も
、
一
〇
〇
点
を
獲
得
す
る
可
能
性
が
極
め
て
高

い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

②　

や
り
方
が
明
確
で
、
同
じ
手
順
で
行
え
る

使
用
当
初
に
、
教
師
に
よ
る
指
導
で
本
ス
キ
ル

の
や
り
方
を
学
ん
で
い
く
。
同
じ
手
順
を
繰
り
返

す
た
め
、
子
供
が
や
り
方
を
学
び
、
教
師
に
よ
る

指
導
は
徐
々
に
減
っ
て
い
く
。
こ
れ
が
、
今
回
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
自
己
調
整
」
に
極
め
て
有
効
で

あ
る
。
詳
細
は
次
項
で
述
べ
る
。

③　

達
成
感
を
視
覚
的
に
捉
え
ら
れ
る

で
き
た
問
題
に
は
、
巻
末
の
シ
ー
ル
を
貼
る
。

早
く
終
わ
っ
た
子
に
対
す
る
空
白
禁
止
の
一
助
で

あ
る
が
、
ご
褒
美
的
意
味
合
い
も
あ
り
、
意
欲
向

上
に
つ
な
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
勉
強
す
れ
ば
し

お
り
に
シ
ー
ル
を
貼
る
こ
と
が
で
き
、
達
成
感
を

視
覚
的
に
捉
え
ら
れ
る
。

④　

視
覚
的
支
援
が
得
ら
れ
る

し
お
り
に
「
ア
シ
ス
ト
ナ
ビ
」
と
し
て
、
既
習

事
項
が
書
か
れ
て
い
る
。
算
数
を
苦
手
と
す
る
子

供
へ
の
支
援
と
し
て
有
効
で
あ
る
。

⑤　

学
習
内
容
の
定
着
シ
ス
テ
ム
が
あ
る

単
元
ご
と
に
「
力
試
し
」「
確
認
テ
ス
ト
」
が

あ
り
、
学
習
内
容
を
定
着
さ
せ
る
配
慮
が
あ
る
。

な
お
、
あ
え
て
五
つ
と
限
定
し
た
の
は
、
紙
幅

の
関
係
で
、
詳
細
に
見
れ
ば
も
っ
と
あ
る
。

２　

自
己
調
整
学
習
へ
の
配
慮

前
述
し
た
よ
う
に
、「
②
や
り
方
が
明
確
で
、
同

じ
手
順
で
行
え
る
」
こ
と
に
よ
り
、
自
己
調
整
的

学
習
が
可
能
に
な
る
。
手
順
の
詳
細
を
見
て
い
く
。

関西外国語大学教授 松
まつ

﨑
ざき

力
つとむ

「あかねこ計算スキル」に込められた
先見の明
「あかねこ計算スキル」（光村教育図書）は、使い方が明確であるため、いつも同じ手
順で学ぶことができる。その手順の中に、自己調整力や自己決定力の育成、自己肯定
感の向上などを達成することができる配慮が盛り込まれている。

基本編・計算スキル指導での自己調整学習
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手
順
１　

コ
ー
ス
を
選
ぶ
。

二
問
、
五
問
、
一
〇
問
コ
ー
ス
を
、
子
供
自
身

が
選
択
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
応
じ
た
コ
ー

ス
を
選
ぶ
こ
と
で
、
自
己
決
定
力
の
育
成
に
つ
な

が
る
。

能
力
が
あ
り
な
が
ら
、
問
題
数
の
少
な
い
コ
ー

ス
を
選
ん
で
し
ま
う
と
い
う
危
惧
も
あ
る
が
、
最

終
的
に
は
全
て
の
問
題
を
解
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
子
供
た
ち
は
お
の
ず
と
自
分
に
合
っ
た

コ
ー
ス
を
選
ぶ
よ
う
に
な
る
。
そ
の
上
で
、
前
述

し
た
よ
う
に
一
〇
〇
点
獲
得
と
い
う
成
功
体
験
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。

手
順
２　

選
ん
だ
コ
ー
ス
の
問
題
を
解
く
。

学
校
は
、
通
常
全
員
が
同
じ
問
題
数
を
解
い
て
、

そ
れ
を
点
数
化
す
る
。「
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ

ル
」
は
コ
ー
ス
別
で
あ
る
か
ら
、
自
己
の
能
力
に

合
わ
せ
た
「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
の
学
び
」
が
保
証

さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
二
問
コ
ー
ス
の
子
供
は
ゆ
っ
く
り
問

題
を
解
い
て
も
い
い
し
、
早
く
終
わ
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
は
確
か
め
に
時
間
を
使
う
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
「
与
え
ら
れ
た
時
間
の
活
用
の
仕

方
」
を
自
分
で
決
め
る
と
い
う
体
験
が
な
け
れ
ば
、

学
習
へ
の
取
組
を
自
分
で
調
整
す
る
子
供
を
育
て

る
こ
と
は
難
し
い
。

手
順
３　

答
え
合
わ
せ
を
す
る
。

正
答
は
教
師
が
、
終
わ
り
の
問
題
か
ら
読
ん
で

い
く
。
二
問
コ
ー
ス
は
は
じ
め
か
ら
二
問
め
ま
で
、

五
問
コ
ー
ス
は
は
じ
め
か
ら
五
問
め
ま
で
な
の
で
、

答
え
合
わ
せ
が
来
る
ま
で
、
少
な
い
コ
ー
ス
の
子

供
の
緊
張
感
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
一
〇
問
コ
ー
ス
は
テ
ン
ポ
よ
く
、
五
問

コ
ー
ス
、
二
問
コ
ー
ス
と
テ
ン
ポ
を
落
と
し
、
苦

手
な
子
が
正
確
に
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

配
慮
す
る
。

手
順
４　

点
数
を
書
く
。

コ
ー
ス
別
で
あ
る
た
め
、
一
〇
〇
点
を
獲
得
す

る
子
供
が
多
い
。
学
習
意
欲
向
上
に
必
要
な
成
功

体
験
を
得
る
こ
と
で
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
。

手
順
５　

残
り
の
問
題
を
解
く
。

二
問
コ
ー
ス
、
五
問
コ
ー
ス
は
、
や
っ
て
い
な

い
問
題
を
解
く
。
一
〇
問
コ
ー
ス
で
間
違
え
た
問

題
が
あ
る
子
供
は
、
そ
の
問
題
を
や
り
直
す
。
全

部
で
き
た
子
は
、「
早
く
終
わ
っ
た
ら
や
っ
て
み

よ
う
問
題
」
に
取
り
組
む
。

終
わ
っ
た
ら
、
自
分
で
答
え
合
わ
せ
を
す
る
。

こ
の
時
、
二
問
コ
ー
ス
、
五
問
コ
ー
ス
の
子
供

も
、
答
え
を
参
考
に
し
て
よ
い
と
す
る
。
中
に
は

答
え
を
写
す
子
も
い
る
が
、「
写
す
の
も
勉
強
」

と
い
う
こ
と
を
徹
底
さ
せ
て
お
く
。
各
自
や
っ
て

い
る
内
容
は
違
っ
て
も
、
全
員
が
集
中
し
て
、
同

じ
ス
キ
ル
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
状
態
が
出

来
上
が
る
。

ま
た
、
全
員
が
時
間
内
に
全
て
の
問
題
に
取
り

組
み
、
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
、
こ
の
積
み

重
ね
が
自
己
肯
定
感
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

手
順
６　

シ
ー
ル
を
貼
る
。

採
点
が
終
わ
っ
た
ら
、
問
題
番
号
に
シ
ー
ル
を

貼
る
。
時
間
調
整
の
意
味
合
い
が
あ
り
、
シ
ー
ル

は
あ
え
て
小
さ
く
作
ら
れ
て
い
る
。
子
供
に
は
多

少
扱
い
が
難
し
い
が
、
早
く
終
わ
っ
て
や
る
こ
と

が
な
い
子
供
を
生
じ
さ
せ
な
い
配
慮
で
あ
る
。
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問
題
を
自
力
で
解
け
る
子
を
育
て
た
い
。
そ
の

た
め
に
は
、
次
の
成
功
体
験
が
た
く
さ
ん
欲
し
い
。

こ
れ
は
教
師
主
導
で
体
験
さ
せ
る
。

①　

解
き
方
を
見
通
せ
た
体
験
（
見
通
す
）

②　

自
力
で
解
け
た
体
験
（
実
行
す
る
）

③　

原
理
を
見
付
け
た
体
験
（
振
り
返
り
）

向
山
洋
一
氏
の
授
業
が
参
考
に
な
る
。

　

あ
お
い
さ
ん
た
ち
は
、
７
本
の
木
を
１
列

に
な
ら
べ
て
植
え
ま
し
た
。
木
は
２
ｍ
ず
つ

は
な
れ
て
い
ま
す
。
両
は
し
の
木
の
間
は
何

ｍ
で
す
か
。（

啓
林
館
三
年
下
五
二
ペ
ー
ジ
）

問
題
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
に
、
場
面
を
絵
や

図
に
す
る
。
な
か
な
か
描
け
な
い
子
も
い
る
。
そ

こ
で
教
師
が
シ
ン
プ
ル
な
数
字
に
し
て
、
簡
単
な

絵
や
図
を
描
か
せ
る
。
例
示
し
て
み
せ
る
。
助
走

問
題
で
あ
る
。

　

３
本
の
木
を
１
列
に
な
ら
べ
て
植
え
ま
し
た
。

木
は
２
ｍ
ず
つ
は
な
れ
て
い
ま
す
。
両
は
し

の
木
の
間
は
何
ｍ
で
す
か
。　

絵
を
例
示
し
て
み
せ
る
。

「
木
が
３
本
、
間
は
２
で
す
。
両

は
し
の
木
の
間
の
長
さ
を
求
め
る

式
と
答
え
を
書
き
な
さ
い
。」（
式

２
×
３
＝
６　

答
え
６
ｍ
）

こ
こ
が
出
発
点
に
な
る
。

次
に
助
走
問
題
２
を
出
す
。

「
５
本
の
木
を
１
列
に
な
ら
べ
て

植
え
ま
し
た
。」

こ
の
後
が
重
要
で
あ
る
。

　

次
に
先
生
、
何
て
言
う
と

思
い
ま
す
か
。

子
供
に
考
え
さ
せ
る
。（
絵
を
描
き
な
さ
い
）

「
す
ご
い
な
あ
。
次
に
や
る
こ
と
が
分
か
る
ん
だ

ね
。
は
い
、
絵
を
描
き
な
さ
い
」

　

次
に
先
生
、
何
て
言
う
と
思
い
ま
す
か
。

（
式
を
書
き
な
さ
い
）

木
５
本　

間
４　

式
２
×
４
＝
８　

答
え
８
ｍ

変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
だ
か
ら
、
子
供
た
ち
は

「
教
師
の
次
の
指
示
」
が
予
想
で
き
る
。
つ
ま
り

解
き
方
の
「
見
通
し
」
が
も
て
る
の
だ
。

東京都日本文化大学・講師 木
き

村
むら

重
しげ

夫
お

教師主導で、見通し・実行・振り返りの
成功体験をたくさん積ませる
子供に任せるだけでは、一部が活躍するだけの“はい回る”授業となる。どの子も突破
できる力を、教師が意図的に教えて挑戦させる。

基本編・算数教科書指導での自己調整学習
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念
の
た
め
の
助
走
問
題
３
を
出

す
。

「
７
本
の
木
を
１
列
に
な
ら
べ
て

植
え
ま
し
た
。」

「
初
め
に
何
を
し
ま
す
か
」

（
絵
を
描
き
ま
す
）

「
次
に
何
を
し
ま
す
か
」

（
式
を
書
き
ま
す
）

テ
ン
ポ
よ
く
問
う
。

テ
ン
ポ
よ
く
答
え
る
。

子
供
た
ち
は
自
信
を
も
っ
て
「
問
題
を
解
く
」

（
実
行
す
る
）。

木
７
本　

間
６　

式
２
×
６
＝
12　
　

答
え
12
ｍ

教
師
は
褒
め
る
。「
問
題
場
面
は
絵
や
図
に
す

る
と
分
か
り
ま
す
ね
。
問
題
を
絵
や
図
に
で
き
る

人
は
、
問
題
が
解
け
る
人
な
ん
で
す
よ
」

問
題
を
問
い
た
後
は
、「
振
り
返
り
」
で
あ
る
。

振
り
返
っ
て
原
理
・
法
則
を
見
付
け
る
の
だ
。

そ
の
た
め
に
、
次
の
発
問
が
有
効
で
あ
る
。

　

木
の
数
と
間
の
数
に
は
ど
ん
な
関
係
が
あ

り
ま
す
か
。
言
葉
と
式
で
書
き
な
さ
い
。

「
木
の
数－

１
＝
間
の
数
」

「
木
の
数－

間
の
数
＝
１
」

次
に
、
練
習
問
題
を
同
じ
よ
う
に
し
て
解
く
。

「
８
人
が
、
１
列
に
な
ら
び
ま
す
。
友
だ
ち
と
３

ｍ
ず
つ
は
な
れ
て
立
ち
ま
す
。
両
は
し
の
人
の
間

は
何
ｍ
で
す
か
。」

①　

見
通
す

図
を
描
い
て
み
る
。

②　

実
行
す
る

人
の
数－

１
＝
間
の
数

８－

１
＝
７

３
×
７
＝
21

21
ｍ

③　

振
り
返
る　
「
木
も
人
も
同
じ
関
係
だ
」

原
理
・
法
則
・
規
則
性
を
見
付
け
ら
れ
た
こ
と

を
「
振
り
返
り
」
と
し
て
ノ
ー
ト
に
記
録
し
て
お
く
。

他
の
問
題
で
も
、
こ
う
し
た
ス
テ
ッ
プ
を
応
用

で
き
る
。

　

長
さ
の
等
し
い
ぼ
う
で
、
右

（
上
図
参
照
）
の
よ
う
に
正
方
形

を
つ
く
り
、
横
に
並
べ
て
い
き
ま

す
。
正
方
形
を
30
こ
作
る
と
き
、

ぼ
う
は
何
本
い
り
ま
す
か
。

（
旧
東
京
書
籍
５
年
下
九
五
ペ
ー
ジ
）

積
み
重
ね
た
成
功
体
験
が
生
き
る
。

①　

見
通
す　
　
「
図
を
描
い
て
み
よ
う
」

②　

実
行
す
る　
「
囲
ん
で
み
よ
う
」

「
計
算
し
て
み
よ
う
」

正
方
形
１
↓
ぼ
う
４

正
方
形
２
↓
ぼ
う
７

正
方
形
３
↓
ぼ
う
10

正
方
形
４
↓
ぼ
う
13

正
方
形
５
↓
ぼ
う
16

正
方
形
６
↓
ぼ
う
19

③　

振
り
返
る　
（
き
ま
り
を
見
付
け
る
）

例
「
初
め
に
１
本
。
正
方
形
が
１
つ
増
え
る
た
び

に
ぼ
う
が
３
本
増
え
る
。」

正
方
形
４
↓
式
１
＋
３
×
４
＝
13

正
方
形
５
↓
式
１
＋
３
×
５
＝
16

正
方
形
６
↓
式
１
＋
３
×
６
＝
19

正
方
形
30
↓
式
１
＋
３
×
30
＝
91

問
題
を
「
見
通
す
・
実
行
す
る
・
振
り
返
る
」

力
を
付
け
る
た
め
に
、
教
師
が
教
科
書
を
き
ち
ん

と
教
え
て
、
成
功
体
験
を
通
し
て
一
つ
ず
つ
自
覚

的
に
教
え
る
必
要
が
あ
る
。
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１　

向
山
洋
一
氏
の
仮
説
化
の
授
業
シ
ス
テ
ム

　

仮
説
を
作
り
証
明
さ
せ
る
活
動
に
よ
り
、

単
元
の
目
標
を
達
成
さ
せ
る

こ
と
が
、
向
山
洋
一
氏
の
仮
説
化
の
授
業
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
調
布
大
塚
小
学
校
五
年
生
「
工
業

地
帯
の
分
布
」
の
授
業
で
「
〜
で
あ
れ
ば
工
業
地

帯
で
あ
る
」「
工
業
地
帯
で
あ
れ
ば
〜
で
あ
る
」

等
の
仮
説
を
作
ら
せ
、
そ
れ
を
証
明
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
工
業
地
帯
の
特
色
を
理
解
さ
せ
る
実
践

が
向
山
氏
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
る
。

単
元
の
大
ま
か
な
流
れ
は
次
で
あ
る
。

【
見
通
す
】

１　

内
部
情
報
（
経
験
や
知
識
）
の
蓄
積

⑴　

工
業
製
品
の
定
義
（
一
時
間
）

⑵　

体
験
・
知
識
の
Ｋ
Ｊ
法
※
（
一
時
間
）

【
実
行
す
る
】

２　

仮
説
作
り
（
一
時
間
）

３　

重
要
な
仮
説
を
三
つ
選
ぶ
↓
調
べ
る

方
法
を
考
え
る
↓
調
べ
る
（
一
時
間
＋

図
書
の
時
間
一
時
間
）

４　

発
表
す
る
（
一
時
間
）

【
振
り
返
る
】

５　

作
文
を
書
く
（
一
時
間
）

こ
れ
が
子
供
の
調
べ
学
習
の
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
い
る
。
い
き
な
り
仮
説
を
作
ら
せ
な
い
。
教
室

に
あ
る
工
業
製
品
を
具
体
的
に
考
え
た
り
、
工
業

地
帯
に
住
ん
で
い
る
自
分
の
経
験
を
Ｋ
Ｊ
法
で
整

理
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仮
説
作
り
に
必

兵庫県丹波篠山市立多紀小学校 川
かわ

原
はら

雅
まさ

樹
き

仮説から探究させる「見通す・
実行する・振り返る」システム
課題設定も仮説作りも、そこまでの授業が必要である。その後、課題や仮説を限定し、
調べる方法を考え、調べること。このシステムを子供が使えることが重要である。

応用編・社会科「調べ学習」の自己調整学習

※
情
報
を
カ
ー
ド
化
し
、
グ
ル
ー
プ
化
す
る
こ
と
で
整
理
・
分
析
す

る
方
法
。
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要
な
情
報
を
自
分
の
中
に
蓄
積
さ
せ
る
。
実
際
の

向
山
氏
の
指
導
案
は
前
ペ
ー
ジ
で
あ
る
（
見
通
す
、

実
行
す
る
、
振
り
返
る
等
の
太
字
は
川
原
が
今
回

加
筆
し
た
）。

探
究
型
の
「
課
題
作
り
」
で
も
、
本
稿
の
「
仮

説
作
り
」
で
も
、
重
要
な
の
は
「
課
題
や
仮
説
を

作
ら
せ
る
ま
で
」
で
あ
る
。「
教
室
の
中
に
あ
る

工
業
製
品
」「
教
室
内
の
工
業
製
品
で
な
い
も

の
」「
知
っ
て
い
る
工
業
製
品
」「
工
業
地
帯
に
つ

い
て
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
こ
と
を
、
で
き
る

だ
け
細
か
く
カ
ー
ド
に
書
く
」
な
ど
の
具
体
的
な

発
問
や
指
示
に
よ
り
、
子
供
た
ち
は
仮
説
を
作
る

た
め
の
情
報
を
自
分
の
中
に
蓄
積
で
き
る
の
で
あ

る
。

２　

本
学
習
シ
ス
テ
ム
に
必
要
な
条
件

１　

仮
説
は
自
分
の
内
部
情
報
だ
け
で
作
る
。

２　

重
要
な
仮
説
を
三
つ
ほ
ど
限
定
す
る
。

３　

調
べ
る
方
法
を
考
え
る
。

４　

証
明
す
る
資
料
は
図
や
グ
ラ
フ
の
み　

　
（
文
章
の
丸
写
し
を
避
け
る
た
め
）。

５　

学
ん
だ
こ
と
を
作
文
に
書
く
。

本
学
習
シ
ス
テ
ム
で
最
も
ポ
イ
ン
ト
な
の
は
、

「
仮
説
を
証
明
す
る
学
習
方
法
を
学
ぶ
」
こ
と
で

あ
る
。
子
供
た
ち
は
こ
こ
で
学
ん
だ
学
習
方
法
を
、

そ
の
後
、
自
分
で
使
え
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

１　

自
分
な
り
の
仮
説
を
立
て
る
。

２　

そ
れ
が
正
し
い
か
ど
う
か
資
料
（
図
や

グ
ラ
フ
）
で
調
べ
る
。

こ
の
二
ス
テ
ッ
プ
は
、
学
校
の
学
習
の
み
な
ら

ず
、
将
来
の
様
々
な
場
面
で
応
用
で
き
る
。「
ま

ず
は
自
分
の
頭
で
考
え
る
」
次
に
「
資
料
で
調
べ

る
」
と
い
う
「
問
題
解
決
の
見
通
し
」
を
も
て
る

こ
と
が
ま
ず
重
要
と
な
る
。
更
に
「
実
行
す
る
場

面
」
に
お
い
て
、
仮
説
が
多
す
ぎ
る
と
調
べ
る
こ

と
が
難
し
い
。
仮
説
を
限
定
さ
せ
る
こ
と
で
、
情

報
を
整
理
し
、
優
先
順
位
を
付
け
、
実
際
に
調
べ

る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
「
振
り
返
り
」

で
は
「
調
べ
た
感
想
」
で
は
な
く
「
学
ん
だ
こ

と
」
を
書
く
。
そ
の
こ
と
が
、
自
己
調
整
学
習
の

新
た
な
方
法
を
蓄
積
さ
せ
る
。
将
来
に
わ
た
り
自

分
に
合
っ
た
学
習
方
法
を
知
る
こ
と
も
、
本
実
践

の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

３　

仮
説
か
ら
探
究
さ
せ
る
自
己
調
整
学
習

仮
説
を
証
明
さ

せ
る
自
己
調
整
学

習
は
他
場
面
で
も

応
用
で
き
る
。
上

は
「
戦
国
時
代
」

の
授
業
。
こ
れ
も

向
山
洋
一
氏
の
追

試
で
あ
る
。
内
部

情
報
を
蓄
積
し
、

仮
説
を
立
て
、
証

明
す
る
た
め
調
べ
、

発
表
し
、
検
討
す

る
。こ

の
シ
ス
テ
ム

を
子
供
自
身
が
使

え
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
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１　

最
初
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
動
機
付
け

自
分
で
進
め
る
意

義
を
理
解
さ
せ
る
こ

と
、
探
究
し
た
く
な

る
動
機
付
け
が
重
要

で
あ
る
。

次
は
、
生
徒
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
一
部

で
あ
る
（
紙
面
の
都

合
で
一
部
改
編
）。

電
気
の
世
界
の
法
則
を
探
ろ
う
！

自
分
の
疑
問
を
自
分
で
解
決
し
て
い
こ
う

　

こ
れ
か
ら
約
４
時
間
、
自
分
で
実
験
の
方

法
を
考
え
て
、
追
究
し
て
い
く
授
業
に
な
り

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
に

合
格
し
、
電
圧
計
、
電
流
計
、
テ
ス
タ
ー
な

ど
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
は

ず
で
す
。
こ
れ
ら
の
器
具
は
、
疑
問
を
解
決

し
て
い
く
と
き
の
強
力
な
手
助
け
に
な
る
で

し
ょ
う
。
積
極
的
に
実
験
を
し
て
、
疑
問
を

解
明
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
自
分
だ
け
の
実
験
や
考
え
で
は
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
ほ
か
の
人
と
の
情

報
交
換
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
自
分
の

実
験
で
分
か
っ
た
こ
と
を
他
の
人
に
伝
え
た

り
、
他
の
人
か
ら
情
報
を
も
ら
っ
た
り
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

先
生
は
ほ
と
ん
ど
教
え
ま
せ
ん
。
探
究
す

る
途
中
で
、
回
り
道
を
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ
れ
で
い
い
の
で

す
。自

分
の
歩
ん
だ
道
を
き
ち
ん
と
ノ
ー
ト
に

記
録
し
て
下
さ
い
。
デ
ー
タ
が
、
あ
と
で
役

立
つ
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
回
り
道
や
寄

り
道
が
多
い
人
の
方
が
、
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

迷
子
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
と
き
は
先
生
を

呼
ん
で
下
さ
い
。
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

自
己
調
整
に
は
試
行
錯
誤
が
必
要
で
あ
る
。
生

日本理科教育支援センター 小
こ

森
もり

栄
えい

治
じ

電気の世界の法則を探ろう！
中学２年電流単元での探究学習を紹介する。パフォーマンステストで技能を習得させ
たあと、探究への動機付けを行う。ノートの書式を統一し、情報交換により自己調整し
て探究していく。

応用編・理科「実験」での自己調整学習



子
供
の
自
己
調
整

自
己
調
整
を
促
す
働
き
か
け
〜
向
山
学
級
「
先
生
は
何
も
教
え
て
く
れ
な
い
」
に
迫
る
〜

特集

25 2024. 9

徒
が
安
心
し
て
試
行
錯
誤
し
た
り
、
ほ
か
の
生
徒

か
ら
学
べ
る
よ
う
に
す
る
。

ス
タ
ー
ト
は
次
の
実
験
で
あ
る
。

結
果
は
、
Ｂ
の
40
ワ
ッ
ト
の
電
球
が
明
る
く
光

り
、
Ａ
の
１
０
０
ワ
ッ
ト
電
球
は
ほ
と
ん
ど
光
ら

な
い
。
生
徒
の
予
想
が
は
ず
れ
る
。「
え
ー
！
」

「
な
ん
で
？
」
と
声
が
上
が
る
。
探
究
の
動
機
付

け
が
で
き
る
。

生
徒
は
乾
電
池
三
個
直
列
を
電
源
と
し
、
Ａ
に

は
３
．８
Ｖ
用
豆
電
球
、
Ｂ
に
は
６
．３
Ｖ
用
豆
電

球
を
用
い
て
実
験
す
る
。

２　

実
験
ノ
ー
ト
を
共
有
し
自
己
調
整

各
自
、
行
っ
た
こ
と
を
Ａ
４
の
用
紙
一
枚
の

ノ
ー
ト
に
記
録
す
る
。

上
の
枠
が
自
分
の
疑
問
や
解
決
し
た
い
こ
と
、

下
の
枠
が
考
察
で
あ
る
（
デ
ジ
タ
ル
版
で
カ
ラ
ー

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
）。

こ
の
よ
う
に
書
式
を
指
定
し
て
お
く
こ
と
で
、

何
を
行
い
ど
ん
な
結
果
が
出
た
の
か
、
ど
う
考
察

し
た
の
か
、
教
師
に
も
ほ
か
の
生
徒
に
も
よ
く
分

か
る
。

生
徒
の
ノ
ー
ト
に
対
し
て
、
教
師
が
口
頭
で
コ

メ
ン
ト
し
た
り
、
次
の
探
究
の
ヒ
ン
ト
を
書
き
加

え
た
り
し
た
。

私
が
こ
の
授
業
を
し
た
と
き
は
、
結
果
の
共
有

の
た
め
に
生
徒
の
ノ
ー
ト
を
随
時
印
刷
し
て
ク
ラ

ス
全
員
に
配
付
し
た
。

生
徒
は
、
配
ら
れ
た
ノ
ー
ト
と
自
分
の
結
果
と

を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
た
り
、
ノ
ー
ト
を
参
考
に

新
た
な
課
題
を
設
定
し
て
探
究
し
た
。

今
な
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
撮
影
し
た
ノ
ー
ト
を

ア
ッ
プ
し
、
ク
ラ
ス
で
簡
単
に
共
有
で
き
る
。
相

互
に
コ
メ
ン
ト
を
書
い
た
り
、
評
価
し
た
り
す
る

の
も
簡
単
だ
。

３　

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
探
究
の
振
り
返
り

四
時
間
探
究
し
た
後
、
個
別
に
進
め
た
探
究
の

過
程
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
沿
っ
て
振
り
返
る
。
自

分
が
や
っ
て
い
な
か
っ
た
実
験
は
、
ほ
か
の
生
徒

の
ノ
ー
ト
に
あ
る
結
果
を
書
き
込
み
考
察
す
る
。

自
分
で
実
験
し
て
も
よ
い
。

教
科
書
に
あ
る
実
験
＋
α
、
全
て
自
己
調
整
し

な
が
ら
探
究
し
て
学
べ
た
。
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自己調整を支える教師の技術

大阪府富田林市立大伴小学校 原
はら

田
だ

朋
とも

哉
や

【見取の技術】価値付け（褒めて褒めて褒めまくる）
教師の仕事は驚くことだ。

「
見
取
の
技
術
」
と
は
「
そ
の
場
で
起
き
て
い
る
現
象
を

と
ら
え
る
技
術
」
だ
（
谷
和
樹
の
新
教
育
宝
島
vol.
25
）。

子
供
た
ち
の
学
習
状
況
を
捉
え
る
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
）
た
め
に
、
向
山
洋
一
氏
は
、
様
々
な
技
術
を
使
っ
て

い
る
。
そ
の
一
つ
が
「
子
供
に
よ
る
板
書
」
だ
。
例
え
ば

「
国
語
・
桃
花
片
の
実
践
」
で
は
、
子
供
た
ち
に
要
約
し

た
文
章
を
黒
板
に
書
か
せ
て
い
る
。
子
供
の
思
考
を
板
書

さ
せ
る
こ
と
で
、「
見
え
る
化
」
さ
せ
て
い
る
の
だ
。

　

勉
強
が
苦
手
な
子
に
と
っ
て
は
、
板
書
さ
れ
た
他
の
子

の
要
約
文
は
、
自
分
で
取
り
組
む
際
に
参
照
で
き
る
。

「
モ
デ
リ
ン
グ
」
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
技
術
だ
。

向
山
氏
は
、
更
に
「
個
別
評
定
」
と
い
う
教
育
技
術
を

使
っ
て
い
る
。
子
供
た
ち
が
板
書
し
た
要
約
文
に
、
一
〇

点
満
点
で
点
数
を
付
け
て
い
く
の
だ
。
子
供
た
ち
の
要
約

文
を
そ
の
場
で
見
取
り
、
点
数
と
い
う
形
で
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
は
、
更
に
い
い
点
数
の
要
約
文
を

書
き
た
い
と
い
う
学
習
意
欲
を
引
き
出
す
。
評
定
後
に
向

山
氏
は
、
一
〇
点
の
要
約
文
の
書
き
方
を
教
え
て
い
る
。

「
学
び
方
」
が
身
に
付
く
展
開
だ
。

【
参
考
文
献
】
白
杉
亮
著
「
自
己
調
整
学
習
理
論
に
基
づ

く
授
業
技
術
の
分
類
と
考
察　

授
業
技
術
の
理
論
的
体
系

化
の
試
み
」（
第
一
回
向
山
洋
一
教
育
賞
受
賞
論
文
）

授
業
の
骨
格
は
「
発
問
↓
指
示
↓
活
動
↓
確
認
」
の
サ

イ
ク
ル
を
い
か
に
回
す
か
だ
。

サ
イ
ク
ル
を
回
す
上
で
、
最
後
の
確
認
の
際
、
何
も
反

応
を
し
な
い
の
は
問
題
外
で
あ
る
。

相
槌
を
打
つ
だ
け
で
も
、
子
供
は
、「
見
て
く
れ
た
」

「
反
応
し
て
く
れ
た
」
と
喜
び
、
そ
れ
が
次
の
活
動
へ
の

動
機
に
な
る
。
さ
ら
に
、
子
供
が
何
か
を
や
っ
て
き
た
時

に
、
教
師
が
大
げ
さ
に
驚
け
ば
、
子
供
は
、
次
か
ら
次
へ

と
自
分
で
活
動
の
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
い
く
。
何
も
教
え

な
く
て
い
い
。
驚
く
だ
け
で
い
い
の
だ
。
驚
く
だ
け
な
ら

誰
で
も
で
き
る
。

け
れ
ど
も
、
本
当
に
、
子
供
の
こ
と
を
す
ご
い
と
思
っ

て
、
純
粋
に
驚
く
こ
と
は
、
意
外
と
難
し
い
。

普
段
か
ら
、
子
供
を
見
て
、
子
供
の
変
化
に
敏
感
で
あ

る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。

褒
め
方
も
、
子
供
一
人
一
人
に
よ
っ
て
、
感
じ
方
は
違

う
。
低
学
年
だ
と
、
全
体
の
前
で
、
思
い
切
り
褒
め
る
だ

け
で
も
い
い
。
し
か
し
、
高
学
年
に
な
る
に
つ
れ
、
全
体

の
場
で
褒
め
る
こ
と
が
逆
効
果
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
呼

び
出
し
た
り
、
課
題
（
ネ
ッ
ト
上
も
含
む
）
に
こ
っ
そ
り

コ
メ
ン
ト
を
し
た
り
し
て
、
他
の
子
に
知
ら
れ
な
い
よ
う

に
褒
め
る
こ
と
も
必
要
だ
。
相
手
を
見
て
褒
め
続
け
る
こ

と
が
、
私
た
ち
の
仕
事
の
根
幹
に
な
る
。

北海道北見市立三輪小学校 塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

「桃花片の実践」における「見取の技術」
「子供による板書」と「個別評定」で子供たちの思考を見取り、
即座にフィードバックを与えている。

自己調整を支える教師の技術



子
供
の
自
己
調
整

自
己
調
整
を
促
す
働
き
か
け
〜
向
山
学
級
「
先
生
は
何
も
教
え
て
く
れ
な
い
」
に
迫
る
〜

特集
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神奈川県横浜市立子安小学校 水
みず

本
もと

和
かず

希
き

【介入の技術】教材研究力
教師の教材研究が、子供の探究レベルを左右する。

自己調整を支える教師の技術

子供の学びの質を保証する介入発問
放置では伸びない！学び方は教師の
アセスメントで規定される。

自己調整を支える教師の技術

「
介
入
」
に
は
、
発
問
や
指
示
、
説
明
な
ど
様
々
な
パ

タ
ー
ン
が
あ
る
。「
介
入
」
す
る
時
は
、
教
材
研
究
し
た

知
識
や
知
見
を
、
子
供
の
状
態
に
合
わ
せ
て
、
瞬
間
的
に

く
り
出
す
。「
介
入
」
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
だ
け
で

は
届
か
な
い
知
の
世
界
に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

小
五
国
語
の
物
語
文
に
「
銀
色
の
裏
地
」
が
あ
る
。
私

は
教
材
研
究
を
し
て
、
こ
の
作
品
を
「
登
場
人
物
」「
中

心
人
物
」「
人
物
関
係
（
図
）」
と
い
っ
た
観
点
で
分
析
で

き
る
と
思
っ
た
。
子
供
た
ち
は
私
の
示
し
た
観
点
を
使
っ

て
、
自
力
で
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、
教
師
の
教
材
研
究
次
第
で
、
も
っ
と
高
い
レ

ベ
ル
の
読
み
取
り
が
可
能
に
な
る
。
サ
ー
ク
ル
例
会
で
、

谷
和
樹
氏
が
同
じ
教
材
を
使
っ
て
、
そ
の
場
で
授
業
を
さ

れ
た
。「
対
比
」「
モ
チ
ー
フ
」
と
い
う
観
点
を
使
っ
て
い

た
。
題
名
の
「
裏
地
」
と
い
う
言
葉
に
隠
さ
れ
た
対
比
的

な
構
造
が
、
作
品
全
体
に
貫
か
れ
て
い
た
。
谷
氏
の
発
問

と
指
示
で
、
そ
れ
が
次
々
と
見
え
て
く
る
。
参
観
者
は
熱

中
し
た
。
私
の
教
材
研
究
で
は
届
い
て
い
な
い
世
界
を
谷

氏
が
見
て
い
た
か
ら
、
子
役
の
私
達
も
熱
中
し
た
の
で
あ

る
。
今
回
は
国
語
「
分
析
批
評
」
と
い
う
教
材
研
究
の
方

法
だ
が
、
原
理
は
ど
の
教
科
で
も
同
じ
だ
ろ
う
。

「
は
い
回
る
探
究
型
学
習
」
を
た
く
さ
ん
見
て
き
た
。

　

ど
の
授
業
も
「
教
師
の
介
入
」
が
足
り
な
い
。
一
緒
に

参
観
し
て
い
た
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ｔ
（
日
本
教
育
工
学
協
会
）
系
列

の
教
師
は
、「
教
師
の
突
っ
込
み
」
と
表
現
し
て
い
た
。

　

は
い
回
っ
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に
も
介
入
が
必
要
で
あ

る
。
こ
れ
に
は
、
い
く
つ
か
条
件
が
あ
る
。

⑴　

学
習
状
況
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　

ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
で
は
限
界
が
あ
る
。
全
員
の
学
習
状

況
を
端
末
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
常
に
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
、
教
師
が
も
っ
て
い
な
い
と
い
け
な
い
。

⑵　

適
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
の
介
入
＆
タ
イ
ミ
ン
グ

　

子
供
の
学
習
状
況
を
把
握
し
て
い
た
と
し
て
も
、
ど
の

ポ
イ
ン
ト
で
介
入
す
る
の
か
？　

ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
介

入
す
る
の
か
？　

と
い
う
教
師
自
身
の
基
準
を
も
っ
て
い

な
け
れ
ば
介
入
は
不
可
能
で
あ
る
。

⑶　

介
入
す
る
教
師
の
言
葉
＆
発
問

　

こ
こ
ま
で
来
て
、
よ
う
や
く
発
問
に
言
及
で
き
る
。

「
教
材
に
つ
い
て
問
う
の
か
？
」「
学
び
方
に
つ
い
て
問

う
の
か
？
」「
自
己
調
整
に
つ
い
て
問
う
の
か
？
」

　

こ
の
点
つ
い
て
も
⑴
〜
⑵
が
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
。

　

こ
の
三
つ
の
条
件
を
意
識
し
て
探
究
型
学
習
に
お
け
る

介
入
を
し
て
い
る
教
師
を
、
私
は
数
人
し
か
知
ら
な
い
。

ぜ
ひ
追
究
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

小
こ

嶋
じま

悠
ゆう

紀
きNPO 法人TOSS理事

（株）RIDGE SPECIAL EDUCATION WORKS
発達支援コンサルタント
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か
ら
た
く
さ
ん
意
見
が
出
て
く
る
。

「
あ
、
そ
っ
か
、
大
き
す
ぎ
ち
ゃ
だ

め
な
ん
だ
ね
。
も
う
一
回
や
っ
て
み

る
ね
」
と
言
い
な
が
ら
、
今
度
は
、

早
口
で
話
す
。
教
室
は
、「
違
う
！

違
う
！
」
と
子
供
た
ち
の
大
き
な
声

が
響
く
。
さ
っ
き
よ
り
も
、
子
供
た

ち
が
食
い
付
い
て
く
る
の
が
分
か
る
。

「
じ
ゃ
あ
、
お
手
本
を
見
せ
て
く
れ

る
人
？
」
と
聞
く
と
、
子
供
た
ち
が

イ
キ
イ
キ
と
見
本
を
見
せ
て
く
れ
る
。

「
す
ご
い
ね
！
　
上
手
だ
ね
」
と
褒

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
さ
っ
き
書
い
た
こ
と
を
話
す
練
習

を
し
ま
し
ょ
う
」
と
伝
え
る
と
、「
声

の
大
き
さ
と
話
す
速
さ
に
気
を
付
け

よ
う
」
と
言
わ
な
く
て
も
、
声
の
大

き
さ
と
話
す
速
さ
を
意
識
し
て
練
習

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

〈
参
考
・
引
用
〉

T
O
S
S
ラ
ン
ド
「
一
年
生
　
お
話
の
仕
方
、

聞
き
方
の
授
業
」
三
島
麻
美
氏

〈
参
考
書
籍
〉

『
小
学
校
一
年
学
級
経
営
　
教
師
で
あ
る
こ
と

を
畏
れ
つ
つ
』（
向
山
洋
一
著
　
学
芸
み
ら
い

社
）

よ
う
」
と
話
を
し
て
始
め
て
も
良
い
。

し
か
し
、
一
工
夫
で
、
子
供
た
ち
の

反
応
が
大
き
く
変
わ
る
。
そ
れ
は
、

教
師
が
わ
ざ
と
間
違
え
る
こ
と
だ
。

子
供
た
ち
か
ら
、「
違
う
！
」
と
突
っ

込
み
が
入
る
。
一
学
期
か
ら
こ
の
対

応
を
し
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、「
先

生
間
違
え
る
な
」
と
予
測
し
て
い
る

子
も
出
て
く
る
。
今
度
は
ど
ん
な
間

違
い
を
す
る
か
、
子
供
た
ち
は
楽
し

み
に
待
っ
て
い
る
。

「
話
を
す
る
と
き
に
、
ど
ん
な
風
に

話
す
と
い
い
話
し
方
に
な
り
ま
す

か
」

　
子
供
か
ら
、「
大
き
な
声
で
話
す
」

と
出
て
く
る
。

「
じ
ゃ
あ
先
生
や
っ
て
み
る
よ
」「
僕

は
、
夏
休
み
に
プ
ー
ル
に
行
き
ま
し

た
」
と
言
っ
て
わ
ざ
と
大
き
す
ぎ
る

声
で
話
す
。

「
違
う
よ
！
　
大
き
す
ぎ
る
よ
」

「
え
、
で
も
大
き
い
声
で
話
し
た
方

が
い
い
っ
て
言
っ
て
た
で
し
ょ
」

「
違
う
！
　
大
き
す
ぎ
ち
ゃ
だ
め
」

「
ち
ょ
う
ど
い
い
声
」
な
ど
、
子
供

教師がわざと間違っ
た例示をする
子供たちが間違いに気付く指導。

1年

長野県佐久市立高瀬小学校

金
かな

井
い

貴
たか

大
ひろ

光村図書・１年上・P98-99

Japanese
国語

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ

　
教
科
書
に
「
み
ん
な
に
し
ら
せ
よ

う
」
と
い
う
単
元
が
あ
る
。
夏
休
み

に
し
た
こ
と
を
み
ん
な
に
紹
介
す
る

と
い
う
内
容
だ
。
ま
ず
は
、
発
表
の

内
容
を
考
え
さ
せ
る
。

　
手
順
は
以
下
で
あ
る
。

①
　
夏
休
み
に
行
っ
た
こ
と
を
箇
条

書
き
す
る
。

②
　
話
し
た
い
こ
と
を
決
め
る
。

③
　
や
っ
て
み
て
ど
う
だ
っ
た
か
感

想
を
付
け
足
す
（
何
が
起
こ
っ
た

か
、
ど
ん
な
こ
と
を
思
っ
た
か
）。

　
こ
の
後
、
発
表
を
し
て
い
く
。
こ

こ
で
、「
声
の
大
き
さ
に
気
を
付
け

よ
う
」
や
「
声
の
速
さ
に
気
を
付
け

発問 話をするときに、どんな風に
話すといい話し方になりますか。
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と
聞
い
た
。

　

子
供
は
「
一
つ
の
式
」
と
言
う
。

そ
の
理
由
を
聞
く
と
、

「
楽
だ
か
ら
」「
簡
単
だ
か
ら
」

と
答
え
る
。

　

子
供
の
発
言
を
価
値
付
け
て
、
次

の
よ
う
に
語
っ
た
。

語
り  

算
数
は
、
も
っ
と
簡
単

に
、
も
っ
と
楽
に
す
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

考
え
る
お
勉
強
だ
よ
。
こ
れ

か
ら
ど
う
し
た
ら
簡
単
に
な

る
か
？　
楽
に
な
る
か
？　

考
え
て
い
こ
う
ね
。

　

そ
の
後
、
教
科
書
の
ブ
ロ
ッ
ク
の

下
に
数
字
を
書
か
せ
、
ノ
ー
ト
に
式

を
書
か
せ
る
。
そ

の
際
、
先
に
計
算

す
る
３
＋
２
の
下

に
お
助
け
線
を
引

い
て
お
く
と
計
算

が
し
や
す
く
な
る
。

留
意
し
、
学
習
の
中
で
児
童
が

自
ら
そ
う
し
た
よ
さ
に
気
付
い

て
い
け
る
よ
う
に
、
指
導
を
創

意
工
夫
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る

　

今
回
の
「
３
つ
の
か
ず
の
け
い
さ

ん
」
で
は
、
教
科
書
の
あ
み
さ
ん
が

二
つ
の
式
で
表
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、発

問  

他
の
や
り
方
は
な
い
で

す
か
？

と
問
う
た
。

　

す
る
と
、「
３
＋
２
＋
４
＝
９
」

と
い
う
一
つ
の
式
に
す
る
や
り
方
が

出
た
。

　

こ
れ
が
数
学
の
よ
さ
で
あ
る
「
簡

潔
性
」
だ
。
こ
れ
を
子
供
が
気
付
く

よ
う
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

発
問  

二
つ
の
式
と
一
つ
の
式
、

ど
ち
ら
が
い
い
で
す
か
？

　

算
数
学
習
指
導
要
領
解
説
に
お
い

て
、
小
学
校
算
数
の
目
標
に
「
数
学

の
よ
さ
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。

「
数
学
の
よ
さ
」
と
は
、

有
用
性
、
簡
潔
性
、
一
般
性
、

正
確
性
、
能
率
性
、
発
展
性
、

美
し
さ
な
ど

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
も
書
か
れ

て
い
る
。

よ
さ
を
児
童
に
知
識
と
し
て
覚

え
さ
せ
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
い

う
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に

神奈川県逗子市立沼間小学校

宮
みや

森
もり

裕
ゆう

太
た

「３つのかずのけいさん」
２つの式にすることで、簡潔に
するよさに気付かせる。

東京書籍・１年②・P51-52

1年
Mathematics
算数発問 ２つの式と１つの式、どちら

がいいですか？

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
だ
。

　

谷
和
樹
氏
の
読
解
に
お
け
る
話
を

参
考
に
し
て
、
発
問
例
を
考
え
た
。

発
問
１  

い
の
し
し
は
、
ぜ
ん

ぶ
お
腹
に
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る

ん
だ
よ
ね
。

発
問
２  

に
ほ
ん
ざ
る
は
毎
日

け
が
を
し
て
い
る
ん
だ
よ
ね
。

発
問
３  

ワ
ラ
ビ
ー
は
毎
日
虫

歯
の
治
療
を
し
て
い
る
ん
だ

よ
ね
。

発
問
４  

ペ
ン
ギ
ン
は
毎
日

ボ
ー
ル
ペ
ン
を
飲
み
込
ん
で

い
る
ん
だ
よ
ね
。

　

子
供
た
ち
は
、
自
然
と
本
文
を
よ

く
見
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
教

師
に
突
っ
込
み
を
入
れ
て
い
る
う
ち

に
「
い
つ
・
ど
こ
で
・
だ
れ
が
」
に

注
目
し
、
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
よ
く
見
る
か
ら
、
本
文
の
内
容

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

三
　
わ
ざ
と
間
違
う
発
問
例

気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

わ
ざ
と
間
違
え
て
読
む
指
導
は
、

向
山
洋
一
氏
の
教
育
実
践
で
あ
る
。

子
供
た
ち
が
「
ち
が
う　

ち
が
う
」

と
熱
中
し
な
が
ら
、
叙
述
を
根
拠
に

話
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
学
級
の
実

態
に
よ
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
趣
意

を
説
明
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

説
明  

先
生
は
、
今
か
ら
わ
ざ
と
間

違
え
て
読
み
ま
す
。
み
ん
な
は
正

し
く
読
ん
で
ね
。

　

そ
の
上
で
、子
供
た
ち
に
「
い
つ
・

ど
こ
で
・
だ
れ
が
」
と
い
う
見
方
・

考
え
方
も
身
に
付
け
て
ほ
し
い
。

教
師「
題
名
。ど
う
ぶ
つ
園
の
魚
屋
」

　

子
供
た
ち
は
、「
ち
が
う　

ち
が

う
」
と
言
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
う

し
た
ら
、
次
の
よ
う
に
返
す
と
よ
い
。

発
問  

絶
対
魚
屋
だ
よ
。
そ
う
書
い

て
あ
る
も
の
。
ど
う
ぶ
つ
園
っ
て

ど
こ
に
書
い
て
あ
る
の
。

「
一
二
四
ペ
ー
ジ
」
と
子
供
た
ち
は

答
え
て
く
る
。
叙
述
を
根
拠
に
答
え

二
　
わ
ざ
と
間
違
え
て
読
む
と
は

「どうぶつ園のじゅ
うい」
読んで考えさせるには、教師が
わざと間違うことが大切。

2年

神奈川県大和市立林間小学校

村
むら

上
かみ

諒
りょう

光村図書・２年上・P124-134

Japanese
国語

　

こ
の
単
元
の
目
標
は
、「
読
ん
で

考
え
た
こ
と
を
話
そ
う
」
で
あ
る
。

ま
た
二
年
生
で
初
め
て
の
説
明
文
単

元
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
動
物

園
の
獣
医
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
子

は
少
な
い
。
教
師
が
わ
ざ
と
間
違
う

こ
と
で
、
子
供
た
ち
が
楽
し
み
な
が

ら
本
文
を
よ
く
見
る
よ
う
に
な
る
。

指
示  

音
読
を
し
ま
す
。

　

音
読
を
授
業
の
た
び
に
毎
回
行
う
。

こ
の
時
点
で
は
、
中
身
を
よ
く
読
ん

で
い
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
音
読
を

た
く
さ
ん
の
時
間
を
使
い
行
う
こ
と

で
、
子
供
た
ち
は
教
師
の
間
違
い
に

一
　
授
業
の
始
ま
り
は
音
読

発問 ペンギンは毎日ボールペンを
飲み込んでいるんだよね。

※教師がわざと間違える
ことで、子供たちは本文
をよく見るようになる。
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の
位
に
書
い
て
し

ま
い
、
十
の
位
の

計
算
が
違
っ
て
い

る
。

〈
第
二
問
〉

　

繰
り
上
が
り
の

１
を
書
き
忘
れ
、

十
の
位
の
計
算
に

足
し
て
い
な
い
。

〈
第
三
問
〉

　

繰
り
上
が
り
の

１
を
十
の
位
の
７

に
だ
け
足
し
て
、

答
え
を
出
し
て
い

る
（
十
の
位
の
５

を
足
し
忘
れ
て
い

る
）。

（
補
助
計
算
：
川
原
雅
樹
氏
Ｔ
Ο
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド

追
試
）

②　

補
助
計
算
「
一
の
位
」
５

＋
８
は
13
。

③　

13
を
写
す
。

④　

補
助
計
算
「
十
の
位
」
１

＋
２
＋
１
は
４
。

⑤　

４
を
写
す
。

　

繰
り
上
が

り
の
筆
算
に

な
れ
て
き
た

ら
、
計
算
間

違
い
問
題
を

子
供
た
ち
に

出
す
。

　

み
ん
な
で

ど
ん
な
間
違

い
を
し
て
い

る
の
か
を
考

え
る
の
も
お

も
し
ろ
い
。

〈
第
一
問
〉

　

繰
り
上
が

り
の
１
を
十

二
　
計
算
間
違
い
問
題
を
解
く

　

初
め
て
の
繰
り
上
が
り
で
あ
る
。

最
初
は
全
員
に
、
補
助
計
算
を
書
か

せ
な
が
ら
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
説
明

を
す
る
。
繰
り
上
が
り
の
１
を
書
き
、

十
の
位
に
加
え
る
こ
と
を
押
さ
え
る
。

　

二
年
生
に
と
っ
て
、
ノ
ー
ト
を
写

す
こ
と
は
難
し
い
。「
ジ
ャ
ン
ボ
ホ

ワ
イ
ト
・
Ｍ
Ｙ
ノ
ー
ト
」
を
使
う
と

マ
ス
目
が
分
か
り
や
す
い
。
筆
算
の

計
算
に
は
、
こ
の
教
材
が
必
須
で
あ

る
。①

15
＋
28
の
計
算
を
筆
算
で

ノ
ー
ト
に
書
く
。

一
　
補
助
計
算
を
書
く

大阪府泉佐野市立第二小学校

勇
いさみ

和
かず

代
よ

繰り上がりのあるた
し算のひっ算を全員
にマスターさせる
アルゴリズムを教え、パターン
化し、繰り返して練習すること
でできるようになる。

2年
Mathematics
算数発問 補助計算を書いて解きましょう。

「ジャンボ ホワイト・MY
ノート」（教育技術研究所）

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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マ
ッ
プ
を
開
始
」
を
押
す
。
キ
ー

ワ
ー
ド
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
Ａ
Ｉ
機
能
」
を
使
い
、
キ
ー
ワ
ー

ド
を
自
動
生
成
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

夏
休
み
に
お
出
か
け
で
き
な
い
家

庭
も
あ
る
た
め
、「
家
の
お
手
伝
い
」

等
も
加
え
て
お
く
。

　

こ
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
ク

ラ
ス
全
員
分
コ
ピ
ー
す
る
。
共
有
の

設
定
を
行
い
、
リ
ン
ク
を
、Google

ク
ラ
ス
ル
ー
ム
な
ど
で
児
童
に
共
有

し
、
準
備
完
了
で
あ
る
。

　

児
童
は
、
自
分
の
マ
ッ
プ
を
作
成

し
な
が
ら
、
他
の
児
童
の
マ
ッ
プ
の

作
成
過
程
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

ド
マ
ッ
プ
機
能
も
あ
る
。

一
　Figjam

の
始
め
方

Figjam

の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス

す
る
。Google

ア
カ
ウ
ン
ト
で
ロ
グ

イ
ン
す
る
。

　

初
期
設
定
で
は
、
英
語
で
表
示
さ

れ
て
い
る
。言
語
を
日
本
語
に
変
え
る
。

「Figjam

ボ
ー
ド
」
の
作
成
を
始

め
る
。
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
の
下
準
備

と
し
て
、
セ
ク
シ
ョ
ン
を
作
成
し
て

お
く
。

二
　
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
作
成

　

テ
ー
マ
（
夏
休
み
の
思
い
出
）
を

テ
キ
ス
ト
入
力
す
る
。「
マ
イ
ン
ド

「書くことを考える
ときは」
新単元である。作文前のマイン
ドマップ活用が示唆されている。
ICTを活用し、他者参照できる
環境下で使用させたい。

3年

長野県公立小学校

大
おお

川
かわ

雅
まさ

也
や

光村図書・３年上・P128-129

Japanese
国語

　

新
単
元
「
書
く
と
き
に
使
お
う　

書
く
こ
と
を
考
え
る
と
き
は
」
に
マ

イ
ン
ド
マ
ッ
プ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
は
、
知
的
生
産

技
術
の
一
つ
で
あ
る
。
思
考
を
整
理

し
、
伝
え
た
い
こ
と
を
焦
点
化
す
る

際
に
、
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

　

マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
を
ノ
ー
ト
に
手

書
き
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
だ
と
即
座
に
他
の
児
童
と
共
有

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、

I
C
T
を
活
用
す
る
。
十
月
に
サ
ー

ビ
ス
が
終
了
す
る
ジ
ャ
ム
ボ
ー
ド
に

代
わ
る
ツ
ー
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る「Figjam

」が
良
い
。「Figjam

」

に
は
、
付
箋
機
能
の
他
に
、
マ
イ
ン

指示①「Figjam」でマインドマップを作ろう。
指示②「夏休みの思い出」を書き出そう。
指示③  一番伝えたい思い出に

ついて詳しく書こう。
資料「Figjamの使い方」

ダウンロード→
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こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
、
ひ
き
算
の
場
合
で
あ
る
。

５－

８
は
、
い
く
つ
で
す
か
。

と
問
う
。

　

子
供
た
ち
は
、「
計
算
で
き
な
い
」

と
答
え
る
。

そ
う
だ
ね
。
だ
か
ら
、

10
借
り
て
、
１
㎞
だ
ね
。

と
、「
ジ
ャ
ン
ボ
ホ
ワ
イ
ト
・
ノ
ー

ト
」
に
書
く
。

あ
と
は
、
計
算
し
て
ご
ら
ん
。

と
、
指
示
を
出
す
。

　

す
る
と
、
子
供
た
ち
は
、
筆
算
の

要
領
で
計
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
筆
算
に
す
る
こ
と

で
、
単
位
の
繰
り
上
が
り
、
繰
り
下

が
り
を
簡
単
に
克
服
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
最
初
の
う
ち
は
、

単
位
、
書
い
て
い
ま
す
か
。

と
確
認
す
る
と
、
よ
り
子
供
た
ち
の

ミ
ス
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

「
ジ
ャ
ン
ボ
ホ
ワ
イ
ト
・
ノ
ー
ト
」

に
書
き
、
ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る
。

　

そ
の
時
に
、
大
切
な
指
示
が
あ
る
。

単
位
を
そ
ろ
え
て
書
き
な
さ
い
。

で
あ
る
。

　

こ
の
一
言
で
、
子
供
た
ち
は
、
単

位
を
意
識
し
、
筆
算
を
書
く
こ
と
が

で
き
る
。

　

そ
の
後
は
、
筆
算
の
計
算
の
方
法

の
と
お
り
、
流
す
。

一
の
位
、
計
算
し
て
ご
ら
ん
。

十
の
位
、
計
算
し
て
ご
ら
ん
。

　

た
し
算
で
も
、
ひ
き
算
で
も
、
問

題
は
、
百
の
位
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
た
し
算
の
場
合
。

５
＋
６
い
く
つ
で
す
か
。

と
問
う
。

「
11
」
と
、
子
供
た
ち
は
、
答
え
る
。

　

繰
り
上
が
っ
た
１
を
１
㎞
の
下
に

書
く
こ
と
を
ク
ラ
ス
の
約
束
と
す
る
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
繰
り
上
が
り

を
意
識
し
、
自
然
と
１
＋
１
を
す
る

　

三
年
の
「
長
さ
」。

　

こ
の
学
習
の
最
大
の
難
関
は
、
長

さ
の
た
し
算
と
ひ
き
算
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
こ
の
学
習
が
難
し
い
の
か
。

　

そ
れ
は
、
繰
り
上
が
り
や
繰
り
下

が
り
に
よ
っ
て
㎞
、
ｍ
と
単
位
が
変

わ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
私
が
お
す
す
め
す
る
方

法
は
、
計
算
を
筆
算
で
行
う
こ
と
で

あ
る
。

　

上
記
の
よ
う
に
筆
算
で
行
う
こ
と

で
、
単
位
換
算
の
間
違
い
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
。

　

実
際
に
ど
の
よ
う
に
授
業
す
る
か

述
べ
る
。

　

１
㎞
５
０
０
ｍ
＋
６
０
０
ｍ
と

福岡県北九州市立永犬丸西小学校

大
おお

井
い

隆
たか

夫
お

「長さ」
単位の変換もへっちゃら！　筆
算にすることで繰り下がりも簡
単に計算できる！

啓林館・３年上・P98-99

3年
Mathematics
算数発問 ①は、どこですか？

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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せ
た
。

（
あ
た
ら
し
い
日
へ
ほ
と
ば
し
る
）

発
問
６  

詩
の
テ
ー
マ
は
、
何
で
す

か
。

　

作
者
が
言
い
た
い
こ
と
を
短
く
ま

と
め
る
こ
と
、「
川
」
と
い
う
言
葉

を
使
わ
な
い
こ
と
を
条
件
に
し
て
、

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
た
。

・
前
へ
進
も
う

・
あ
き
ら
め
な
い

・
苦
し
く
て
も
前
へ
進
み
続
け

よ
う

・
止
ま
ら
な
い
で
進
も
う

・
あ
た
ら
し
い
日
に
向
か
っ
て

突
き
進
も
う

　

黒
板
に
書
か
せ
た
後
、「
ど
の
主

題
が
よ
い
か
」
を
考
え
さ
せ
た
。「
ほ

と
ば
し
る
」
と
い
う
言
葉
が
三
回
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
、「
も
う
と
ま
ら

な
い
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
根
拠
に
し
て
、「
あ

き
ら
め
ず
、
前
へ
進
み
続
け
る
大
切

さ
の
主
張
」
が
多
く
出
さ
れ
た
。

参
考
：
武
田
晃
治
氏
・
太
田
雅
之
氏
実
践

（
土
、
砂
、
真
っ
赤
な
月
、
砂
漠
、
雲
、

さ
か
な
、
う
ろ
こ
）
な
ど

発
問
３  

ぼ
く
は
ど
ん
な
気
持
ち
で

す
か
。

　

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。
気
持
ち
だ

け
で
な
く
、
な
ぜ
そ
う
考
え
た
の
か

発
言
さ
せ
た
。

（
前
へ
進
み
た
い
、
が
ん
ば
り
た
い
、

苦
し
く
て
も
進
み
続
け
る
、
あ
き
ら

め
な
い
）

発
問
４  「
が
ん
ば
り
た
い
」「
前
へ

進
み
た
い
」
と
分
か
る
表
現
は
、

ど
こ
で
す
か
。

　

教
科
書
に
赤
鉛
筆
で
丸
を
付
け
さ

せ
、
ペ
ア
で
交
流
さ
せ
た
。

（「
ひ
ろ
が
り
」「
の
ば
し
」「
く
ね
っ

て
」「
う
な
っ
て
」「
ほ
と
ば
し
り
」「
も

う
と
ま
ら
な
い
」）

　

こ
の
詩
は
、
力
強
い
表
現
・
勢
い

の
あ
る
表
現
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

発
問
５  

ぼ
く
が
一
番
言
い
た
い
の

は
、
ど
の
部
分
で
す
か
。

　

教
科
書
に
線
を
引
か
せ
、
発
表
さ

四
　
詩
の
テ
ー
マ
を
考
え
る

「ぼくは川」
イメージを広げる発問を通し、
詩のテーマを捉える。

4年

埼玉県草加市立新里小学校

吉
よし

川
かわ

 たえ

光村図書・４年上・P118-119

Japanese
国語

指
示
１  

自
分
の
読
み
方
で
、
一
回

読
み
ま
す
。

発
問
１  
話
者
は
、
大
人
で
す
か
、

子
供
で
す
か
。

（
子
供
）

　

文
章
に
あ
る
言
葉
が
根
拠
で
あ
れ

ば
よ
い
。

発
問
２  

ぼ
く
か
ら
見
え
る
も
の
は

何
で
す
か
。

　

教
科
書
に
丸
を
付
け
さ
せ
る
。

一
　
詩
を
読
む

二
　
詩
の
設
定
を
押
さ
え
る

三
　
詩
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
る

発問 詩のテーマは、何ですか。
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丸
を
し
て
お
き
な
さ
い
。

　
ち
ゃ
ん
と
う
の
線
を
伸
ば
し
て
交

わ
る
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
た
人
い
ま
す

か
？
　
す
ご
い
！
　
二
重
丸
を
し
て

お
き
な
さ
い
」

　
直
線
を
伸
ば
し
て
い
な
か
っ
た
子

に
は
伸
ば
す
よ
う
に
言
え
ば
よ
い
。

指
示  

れ
お
君
が
何
か
言
っ
て
ま
す

ね
。
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。「
直

線
の
な
ら
び
方
に
も
、
特
別
な
見

方
が
で
き
る
も
の
が
あ
る
の
か

な
。」

発
問  

「
特
別
な
見
方
」
っ
て
何
で

し
ょ
う
か
。
言
え
る
人
？

　
こ
う
問
う
こ
と
で
、
ゆ
き
さ
ん
の

セ
リ
フ
に
あ
る
「
特
別
な
場
合
」
と

い
う
言
葉
に
着
目
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

指
示  

直
角
が
で
き
る
の
が
「
特

別
」
で
し
た
ね
。
で
は
、
右
の
地

図
の
中
か
ら
直
角
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
探
し
て
ご
ら
ん
。

　
見
付
け
た
ら
直
角
の
印
を
描
か
せ

て
い
く
。
既
習
事
項
を
も
と
に
直
角

を
見
付
け
さ
せ
、
2
に
入
っ
て
い
け

ば
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
く
だ
ろ
う
。

発
問  

で
は
、
こ
の
場
合
、
㋐
と
㋑

は
垂
直
と
言
え
ま
す
か
？　

言

え
る
と
思
う
人
？　

言
え
な
い

と
思
う
人
？

指
示  

こ
れ
は
言
え
ま
す
。
垂
直
な

ん
で
す
。
ど
う
し
て
垂
直
な
の
か

隣
の
人
に
言
っ
て
ご
ら
ん
。

　
即
座
に
「
言
え
る
」
と
確
定
し
た

上
で
理
由
を
考
え
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
教
科
書
の
中
か
ら
理
由
を
見
付
け

た
子
を
褒
め
る
。

指
示  

ゆ
き
さ
ん
の
セ
リ
フ
を
読
み

ま
す
。「
い
ろ
い
ろ
な
直
線
の
交

わ
り
方
の
中
で
、
直
角
が
で
き
る

特
別
な
場
合
が
垂
直
だ
ね
。」

発
問  

◇１
。「
下
の
図
で
、
垂
直
な

直
線
の
組
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。」

何
組
あ
る
と
思
い
ま
す
か
？

　
こ
こ
は
「
何
組
」
と
数
を
聞
く
の

が
ポ
イ
ン
ト
だ
。「
一
組
」
と
言
う

子
も
い
れ
ば
「
二
組
」
と
言
う
子
も

い
る
だ
ろ
う
。

指
示  
お
隣
さ
ん
と
一
緒
に
調
べ
て

ご
ら
ん
。

「
あ
と
う
で
す
ね
。
合
っ
て
た
人
？

　
教
科
書
の
定
義
を
読
ん
だ
だ
け
で

は
理
解
で
き
な
い
子
供
た
ち
が
い
る
。

最
初
は
黒
板
に
教
師
が
直
線
を
描
き

な
が
ら
説
明
し
て
い
く
と
よ
い
。

説
明  
二
本
の
直
線
を
引
き
ま
す
。

交
わ
っ
て
で
き
た
角
を
調
べ
ま

す
。
90
度
な
の
で
直
角
で
す
ね
。

こ
の
と
き
、
こ
の
二
本
の
直
線
は

「
垂
直
」
で
あ
る
と
言
い
ま
す
。

　

斜
め
に
な
っ
て
い
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
？　

交
わ
っ
た
角

が
直
角
な
ら
「
垂
直
」
で
す
。

　
教
科
書
を
開
か
せ
る
。
四
つ
の
図

が
あ
る
。
他
の
場
合
も
ち
ゃ
ん
と
垂

直
に
な
っ
て
い
る
か
調
べ
さ
せ
る
。

分
度
器
や
三
角
定
規
を
使
う
と
よ
い
。

島根県川本町立川本小学校

太
おお

田
た

政
まさ

男
お

垂直、平行と四角形
教科書をきちんと読み取れる子
を育てよう。

教育出版・４年上・P112-113

4年
Mathematics
算数発問 この場合、㋐と㋑は垂直と言

えますか？　言えると思う人？　
言えないと思う人？

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問



36

さ
れ
る
反
論
）
を
書
く
と
良
い
こ
と

に
気
付
く
。
そ
し
て
、「
し
か
し
」

か
ら
反
論
を
否
定
す
る
内
容
が
続
く

こ
と
に
も
気
付
く
だ
ろ
う
。

　
再
度
納
得
す
る
か
を
問
う
。
最
初

よ
り
も
多
く
の
手
が
挙
が
る
。
あ
え

て
反
論
を
書
い
た
こ
と
で
、
全
員
で

は
な
く
と
も
、
よ
り
多
く
の
人
が
納

得
す
る
こ
と
に
気
付
け
る
だ
ろ
う
。

　
意
見
文
の
構
成
「
は
じ
め
・
な
か
・

終
わ
り
」
の
「
な
か
」
に
、
予
想
さ

れ
る
反
論
を
加
え
れ
ば
よ
い
。

　
教
科
書
で
は
意
見
文
の
テ
ー
マ
と

し
て
「
毎
日
を
安
全
に
す
ご
す
た
め

の
方
法
」
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
難
し
い
。
子
供
の
中
に
情
報
が

な
い
か
ら
だ
。
ど
の
子
も
経
験
が
あ

る
テ
ー
マ
が
良
い
。
例
え
ば
、「
学

校
の
昼
食
は
給
食
と
弁
当
の
ど
ち
ら

が
良
い
か
」
な
ど
で
あ
る
。
調
べ
学

習
な
し
で
も
意
見
が
も
て
る
。

　
身
近
な
テ
ー
マ
で
、
複
数
回
書
く

こ
と
で
型
が
身
に
付
い
て
い
く
。

三
　
型
に
当
て
は
め
て
作
文
す
る

け
が
手
を
挙
げ
た
。

指
示  

納
得
で
き
た
理
由
、
で

き
な
か
っ
た
理
由
を
隣
の
人

と
言
い
合
い
な
さ
い
。

　
そ
の
後
、
全
体
で
そ
れ
ぞ
れ
の
意

見
を
確
認
し
て
い
く
。「
ジ
ャ
イ
ア

ン
は
意
地
悪
し
た
り
乱
暴
し
た
り
す

る
か
ら
、
納
得
で
き
な
い
」
と
い
う

意
見
が
出
る
。

発
問  

よ
り
納
得
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
ど
ん
な
こ
と
を

書
き
加
え
る
と
良
い
で
す
か
。

　
ヒ
ン
ト
を
示
す
。

「
た
し
か
に
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、

あ
え
て
マ
イ
ナ
ス
の
内
容
（
＝
予
想

二
　
接
続
詞
を
教
え
る

説得力をもたせる
文章の組立て
文章の組立ての効果に気付かせ、
書き方の技術を教えよう。

5年

新潟県長岡市立越路小学校

田
た

中
なか

修
しゅう

一
いち

光村図書・５年・P110-111

Japanese
国語

　
指
導
事
項
が
二
つ
あ
る
。「
主
張

と
事
例
を
書
く
こ
と
」
と
「
予
想
さ

れ
る
反
論
を
踏
ま
え
て
書
く
こ
と
」

で
あ
る
。
後
者
の
指
導
な
ら
ば
、
次

の
よ
う
に
す
る
。

　
漫
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
題
材
に

し
た
意
見
文
を
示
す
。

「
こ
の
意
見
に
納
得
し
ま
す
か
」
と

問
う
。
担
任
す
る
学
級
で
は
半
数
だ

一
　
反
論
を
踏
ま
え
る
必
要
性

指示 より納得してもらえるように、ど
んなことを書き加えるとよいですか。
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国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

「
ど
う
し
て
？
」（
３
に
４
を
掛
け

た
ら
12
に
な
る
か
ら
で
す
）

「
さ
っ
す
が
！　

つ
い
て
言
い
ま

す
」

12
の
約
数
。（
12
の
約
数
）

　

１
の
ペ
ア
は
12
。（
１
の
ペ

ア
は
12
）

　

２
の
ペ
ア
は
６
。（
２
の
ペ

ア
は
６
）

　

３
の
ペ
ア
は
４
。（
３
の
ペ

ア
は
４
）

12
の
約
数
は
、
１
、
２
、
３
、

４
、
６
、
12
で
す
。

「
ぶ
つ
ぶ
つ
と

言
い
な
が
ら
、

ノ
ー
ト
に
書
い

て
ご
ら
ん
。
で

き
た
ら
見
せ
に

き
ま
す
」

（
原
実
践
：
河
田
孝
文
氏
）

な
さ
い
」（
１
、
２
、
３
、
４
、
６
、

12
）

「
こ
の
よ
う
に
、
12
は
、
１
、
２
、
３
、

４
、
６
、
12
で
割
り
切
れ
ま
す
。
こ

の
数
字
を
『
12
』
の
何
と
言
う
で

し
ょ
う
か
」（
約
数
）

　

教
科
書
に
書
い
て
あ
る
の
で
、
子

供
た
ち
も
す
ぐ
に
見
付
け
ら
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
は
、
仕
組
み
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
「
ス
キ
ル
」
が
始
ま
る
。

「
１
の
ペ
ア
は
12
で
す
。
と
っ

て
も
仲
良
し
で
す
。
１
×
12
は

12
だ
か
ら
で
す
。
で
は
２
の
ペ

ア
は
…
」

（
６
で
す
！
）「
す
ご
い
！　

ど
う

し
て
？
」（
２
に
６
を
掛
け
た
ら
12

に
な
る
か
ら
で
す
）「
す
ば
ら
し
い
」

「
で
は
、
３
の
ペ
ア
は
？
」（
４
で

す
！
）

二
　
定
義
を
押
さ
え
る

三
　「
約
数
ペ
ア
」
ス
キ
ル

「約数ペア」で、スキ
ルを身に付けさせる
約数を見付けるためには、対となる数
をいかにして分かりやすく知るかが重
要である。「兄弟」というフレーズで、
楽しく約数を理解することができる。

5年

東京都港区立赤羽小学校

利
とし

田
だ

勇
ゆう

樹
き

東京書籍・５年上・P102-103

Mathematics
算数

「
一
辺
の
長
さ
が
一
㎝
の
正
方
形
。

こ
れ
は
し
き
つ
め
ら
れ
ま
す
ね
」（
コ

ン
テ
ン
ツ
な
ど
で
例
示
す
る
と
、
よ

り
分
か
り
や
す
い
）

「（
教
科
書
の
表
を
示
し
）
す
き
ま

な
し
な
の
で
、
○
で
す
ね
。
○
を
な

ぞ
り
な
さ
い
」

　

同
様
に
一
辺
の
長
さ
が
二
㎝
、
三

㎝
、
四
㎝
と
確
認
す
る
。

「
で
は
、
一
辺
が
五
㎝
の
時
。
し
き

つ
め
ら
れ
…
ま
せ
ん
ね
。『
×
』
と

書
き
な
さ
い
。
同
じ
よ
う
に
12
ま
で

や
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

「
○
に
し
た
と
き
の
数
字
だ
け
言
い

一
　
縦
に
し
き
つ
め
ら
れ
る
か

説明 １の兄弟は12です。とっても仲良しです。
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見
を
発
表
さ
せ
る
の
で
は
な
い
。

発
問  

最
も
違
う
と
思
う
も
の
は
ど

れ
で
す
か
。

　

こ
う
し
て
、
子
供
た
ち
の
意
見
を

一
つ
一
つ
整
理
し
て
い
っ
て
、
最
後

に
残
っ
た
二
つ
の
意
見
で
討
論
さ
せ

る
の
だ
。

一
つ
一
つ
削
除
し
て
い
っ
て

（
整
理
し
て
い
っ
て
）
最
後
に

残
っ
た
二
つ
の
意
見
を
論
争
さ

せ
る
の
で
あ
る
。

（『「
や
ま
な
し
」
授
業
解
説
完

本
』
東
京
教
育
技
術
研
究
所
）

　

こ
の
よ
う
に
、
向
山
洋
一
氏
も
意

見
を
二
つ
に
絞
る
方
が
、
大
き
な
論

争
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

　

意
見
を
列
挙
さ
せ
た
後
、
そ
の
意

見
を
精
査
し
、
二
つ
に
絞
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
二
つ
の
意
見
の
ど

ち
ら
が
、
課
題
に
対
し
て
の
答
え
と

し
て
妥
当
性
が
高
い
か
を
、
教
材
文

の
表
現
や
宮
沢
賢
治
の
思
想
を
基
に

論
じ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
反
対
の
イ
メ
ー
ジ

を
も
つ
言
葉
を
「
対
比
さ
れ
て
い
る

言
葉
」
と
確
認
す
る
と
、
子
供
た
ち

も
理
解
が
し
や
す
い
だ
ろ
う
。

　

そ
の
上
で
、「
や
ま
な
し
」
に
お

け
る
対
比
さ
れ
て
い
る
言
葉
を
列
挙

さ
せ
る
。
以
下
は
、
予
想
さ
れ
る
子

供
の
意
見
で
あ
る
。

・
五
月
↑
↓
十
二
月

・
か
わ
せ
み
↑
↓
や
ま
な
し

・
さ
か
な
↑
↓
ク
ラ
ム
ボ
ン

・
か
わ
せ
み
↑
↓
さ
か
な

・
か
に
の
子
ど
も
ら
↑
↓
お
と
う
さ

ん
の
か
に

　

同
時
に
、
ど
の
よ
う
な
対
比
に

な
っ
て
い
る
か
も
考
え
さ
せ
る
と
よ

い
。

発
問  

最
も
重
要
な
対
比
は
ど
れ
で

す
か
。

　

こ
の
よ
う
に
発
問
す
る
こ
と
で
、

全
員
が
同
一
の
課
題
に
向
か
う
状
況

を
つ
く
り
出
す
。

　

し
か
し
、
す
ぐ
に
子
供
た
ち
の
意

二
　
最
も
重
要
な
対
比
を
問
う

「やまなし」
対比されている言葉を発表させ
た後、討論を仕組むことで、考
えを深めさせる。

6年

宮城県仙台市立蒲町小学校

富
と

樫
がし

僚
りょう

一
いち

光村図書・６年・P112-122

Japanese
国語

発
問  

対
比
さ
れ
て
い
る
言
葉
は
何

で
す
か
。

　

教
材
文
「
や
ま
な
し
」
の
通
読
を

し
、
語
句
を
調
べ
た
後
、
対
比
さ
れ

て
い
る
言
葉
を
子
供
た
ち
に
問
う
。

　

対
比
を
問
う
た
め
に
は
、
子
供
た

ち
が
、
対
比
と
は
何
か
を
理
解
し
て

い
な
い
と
い
け
な
い
。

　

そ
こ
で
、「
赤
色
」
と
「
水
色
」

か
ら
連
想
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
扱
う
。

「
赤
色
」
暑
い
感
じ
が
す
る
。

「
水
色
」
涼
し
い
感
じ
が
す
る
。

一
　
様
々
な
意
見
を
発
表
さ
せ
る

発問 最も重要な対比はどれですか。
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り
、
で
き
て
い
な
い
問
題
が
あ
っ
た

り
し
た
場
合
に
は
、
再
度
取
り
組
ま

せ
る
。
一
問
残
ら
ず
、
教
科
書
の
全

て
の
問
題
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
指
導
を
何
度
も
繰
り
返

し
て
い
く
こ
と
で
、
二
学
期
に
入
る

頃
か
ら
、
多
く
の
児
童
が
自
ら
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

　
何
よ
り
、
教
師
自
身
が
根
気
強
く

取
り
組
ま
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
だ
。

　
こ
の
指
導
は
、
算
数
だ
け
に
限
ら

な
い
。
将
来
、
高
校
、
大
学
等
の
入

試
や
資
格
試
験
等
を
受
験
す
る
際
の

勉
強
に
も
使
え
る
学
び
方
に
つ
な
が

る
の
で
あ
る
。

「
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
」
を
通
し
て
、

子
供
た
ち
は
、
学
力
を
付
け
、
学
び

方
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

と
な
く
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
教

師
自
身
で
あ
る
。

　
四
月
に
一
度
指
導
し
た
だ
け
で
は

定
着
し
な
い
。
何
度
も
何
度
も
言
い

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

二
　
夏
休
み
明
け
の
指
導

　
特
に
こ
の
夏
休
み
明
け
に
改
め
て

指
導
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
夏
休
み
明
け
、
初
め
て
指
導
す
る

場
合
に
は
「
み
ん
な
が
も
っ
と
賢
く

な
る
た
め
の
い
い
方
法
を
教
え
ま

す
」
の
よ
う
な
短
い
趣
意
説
明
を
入

れ
る
と
良
い
。

　
私
は
、
単
元
が
終
わ
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
教
科
書
と
ノ
ー
ト
を
全
て
回
収

し
、
確
認
を
し
て
い
る
。
単
元
の
学

習
を
全
て
終
え
た
後
に
一
時
間
程
度

の
時
間
を
取
る
。
そ
こ
で
教
科
書

チ
ェ
ッ
ク
の
確
認
と
、
で
き
て
い
な

か
っ
た
問
題
を
も
う
一
度
解
く
た
め

の
時
間
を
つ
く
る
。
合
格
だ
っ
た
場

合
に
は
、
も
く
じ
の
単
元
名
に
大
き

め
の
シ
ー
ル
を
貼
る
。

　
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
が
抜
け
て
い
た

一
　
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法

　
学
力
を
付
け
る
た
め
に
は
、「
教

科
書
チ
ェ
ッ
ク
」
が
欠
か
せ
な
い
。

教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
と
は
、
問
題
を
や

り
終
え
た
後
に
印
を
付
け
る
作
業
の

こ
と
だ
。

　
で
き
た
問
題
に
は
（
／
）、

で
き
な
か
っ
た
問
題
に
は
（

）

を
付
け
る
。

　
そ
し
て
、
で
き
な
か
っ
た
問
題
に

は
後
で
も
う
一
度
取
り
組
ま
せ
る
。

　
こ
の
や
り
方
を
四
月
に
指
導
す
る
。

　
し
か
し
、
徐
々
に
「
何
と
な
く
」

に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
多
い
。
何

宮城県仙台市立鶴谷小学校

菅
かん

野
の

祐
ゆう

貴
き

学力定着の鍵を握る
「教科書チェック」
教師の根気で身に付けさせる
「学び方」。

6年
Mathematics
算数発問 教科書チェックはしましたか。

国
算 現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問
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月
の
形
が
変
わ
っ
て
見
え
る
理
由

を
確
か
め
る
た
め
、
懐
中
電
灯
を
太

陽
に
、
ボ
ー
ル
を
月
に
見
立
て
て
、

班
ご
と
に
調
べ
る
。

懐
中
電
灯
を
班
に
一
つ
用
意
し
、

横
か
ら
ボ
ー
ル
に
光
を
当
て
る
。
椅

子
に
座
っ
て
ボ
ー
ル
を
持
っ
た
ま
ま

体
の
向
き
を
変
え
て
、
ボ
ー
ル
の
明

る
い
部
分
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
か

を
調
べ
る
。
交
代
し
な
が
ら
、
全
員

が
実
験
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

ク
ラ
ス
全
員
で
方
位
を
確
認
す
る
。

１
実
験
の
設
定
と
方
法
の
確
認

２
方
位
を
確
認
す
る

あ
な
た
が
南
を
向
い
て
い

る
と
き
、
右
の
方
位
は
、
何
で

す
か
。（
西
）

あ
な
た
に
と
っ
て
太
陽
が

西
に
見
え
る
の
は
、
い
つ
で
す

か
。（
日
没
時
）

　

そ
の
後
、
懐
中
電
灯
が
右
に
あ
り
、

日
没
時
に
な
る
よ
う
指
示
す
る
。

月
が
ア
の
場
所
に
あ
る
と
、

１
〜
３
の
ど
の
形
が
見
え
ま
す

か
。

３
月
の
位
置
を
変
え
て
確
か
め

る

図
１
は
、
実
験
し
て
い
る
状
態
を

真
上
か
ら
見
た
も
の
で
あ
る
。

ア
の
場
所
に
ボ
ー
ル
が
来
る
よ
う

に
持
つ
。

　

１
の
三
日
月
で
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
。イ

〜
ク
の
場
所
で
は
、
ど

ん
な
形
の
月
に
な
る
の
か
調
べ

な
さ
い
。

　

ボ
ー
ル
を
イ
〜
ク
の
場
所
に
移
動

さ
せ
、
月
の
見
え
方

を
調
べ
る
。
班
員
全

員
が
交
代
で
行
う
。

月
が
ど
ん
な
形
で
あ
る
か
を
、
図

２
の
よ
う
な
カ
ー
ド
に
そ
れ
ぞ
れ
記

録
す
る
。

　

す
べ
て
記
録
し
た
ら
、
カ
ー
ド
を

ア
〜
ク
の
順
番
に
並
べ
る
。
図
３
は
、

並
べ
終
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

図
１
と
図
２
を
照
ら
し
合
わ
せ
、

月
の
形
が
変
わ
っ
て
見
え
る
の
は
、

太
陽
と
月
の
位
置
関
係
に
よ
る
こ
と

を
確
認
す
る
。
月
の
位
置
が
変
わ
る

と
、
光
の
当
た
っ
て
い
る
部
分
の
見

え
方
が
変
わ
る
こ
と
を
押
さ
え
る
。

理科

基礎・基本

Science

６年「月の形と太
陽」の基礎基本
最初に方位を確認し、日没
直後の三日月から調べる。

福井県福井市立社西小学校

尾
お

川
がわ

智
とも

子
こ

東京書籍・６年・P83-86

図１
１

２

３

図２ エ

図３
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そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ー
ド
を
イ
ラ
ス
ト

の
周
り
に
置
き
、
太
陽
と
月
の
位
置

関
係
と
月
の
見
え
方
を
ま
と
め
る
。

朝
、
学
校
で
月
を
観
察
し
た
こ
と

を
想
起
さ
せ
、
そ
の
と
き
の
状
態
を

再
現
さ
せ
る
。
太
陽
が
東
に
あ
る
状

態
が
朝
で
あ
る
の
で
、
体
の
向
き
を

変
え
る
必
要
が
あ
る
。

ヘ
ッ
ド
ア
ー
ス
モ
デ
ル
を
使
う
と
、

太
陽
の
見
え
る
方
位
で
時
刻
を
意
識

し
な
が
ら
、
月
の
位
置
と
形
の
関
係

を
各
自
で
探
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
ほ
か
の
時
刻
の
月
を
再
現
す

る

正
面
が
南
な
の
で
、
右
の
方

向
が
西
、
左
の
方
向
が
東
で
す
。

太
陽
が
右
に
な
る
よ
う
に
向
き

な
さ
い
。
こ
れ
が
日
没
時
刻
の

状
態
で
す
。
月
を
正
面
、
南
に

持
ち
ま
す
。
ど
ん
な
形
に
見
え

ま
す
か
。

右
半
分
に
光
が

当
た
り
、
半
月
に

見
え
る
。
記
録
カ
ー

ド
に
月
の
形
と
時

刻
と
方
位
を
書
く
。

日
没
直
後
の
月
を
観
察
し

ま
し
た
ね
。
三
日
月
が
半
月
に

な
り
、
そ
の
あ
と
満
月
に
な
り

ま
し
た
。
月
の
位
置
と
形
の
関

係
を
探
り
な
さ
い
。

月
を
動
か
す
と
、
三
日
月
や
半
月
、

満
月
を
再
現
で
き
る
。
カ
ー
ド
に
月

の
形
と
時
刻
、
方
位
を
記
録
す
る
。

３
月
の
位
置
を
変
え
て
実
験
す

る

ヘ
ッ
ド
ア
ー
ス
モ
デ
ル
（
小
森
栄

治
氏
の
実
践
）
で
は
、
自
分
の
頭
を

地
球
、
電
球
を
太
陽
、
竹
串
に
刺
し

た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
球
を
月
と
し
て

い
る
（
竹
串
の
先
は
、
安
全
の
た
め

切
っ
て
お
く
）。

理
科
室
の
中
央
に
電
球
を
置
く
。

自
分
の
頭
が
地
球
で
、
鼻
が
日
本
。

観
察
す
る
人
は
、
南
の
空
を
見
て
い

る
と
い
う
設
定
で
あ
る
。

１
ヘ
ッ
ド
ア
ー
ス
モ
デ
ル
で
実

験

２
日
没
時
の
半
月
を
再
現

理科
Science

と「主体的・対話的で深い学びの授業例」「基礎・基本の授業例」

主体的・対話的

で深い学び

６年「月の形と太
陽」の主体的・対
話的で深い学び
ヘッドアースモデルを使っ
て、月の形と位置の関係
を探る。

福井県福井市立社西小学校

尾
お

川
がわ

智
とも

子
こ

東京書籍・６年・P83-86

イラスト：小森栄治氏作成

日没時、南の月

日没時、西の月

日没時、南の月

日没時、東の月

イラスト協力：小森栄治氏
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・
た
し
か
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
っ

た
。

・
顔
が
恐
か
っ
た
。
優
し
い
顔
で

言
っ
た
方
が
聞
い
て
も
ら
え
る
。

・
言
い
方
が
キ
ツ
か
っ
た
。

・
こ
れ
く
ら
い
言
い
方
は
き
つ
い
方

が
い
い
。
そ
の
く
ら
い
じ
ゃ
な
い

と
ゆ
う
と
さ
ん
は
聞
か
な
い
。

・
私
な
ら
、「
か
な
み
、
一
緒
に
先

生
の
と
こ
ろ
に
相
談
に
い
こ
う
」

と
言
う
。

発
問
４  

実
際
に
演
じ
て
み
て
ど
う

思
い
ま
し
た
か
（
発
表
者
に
問

う
）。

・
ゆ
う
と
さ
ん
と
ケ
ン
カ
に
な
る
可

能
性
も
あ
る
か
ら
、
優
し
く
言
っ

て
、
そ
れ
で
だ
め
な
ら
先
生
に
相

談
し
よ
う
と
思
っ
た
。

※
こ
の
後
も
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
形
式
で

発
表
す
る
。

最
終
的
に
自

分
な
ら
ど
う

す
る
か
選
択

さ
せ
る
。

か
ば
ず
、
小
さ
く
「
う
ん
」
と
う
な

ず
い
た
だ
け
だ
っ
た
。
そ
し
て
私
の

気
持
ち
が
も
や
も
や
し
た
話
。

①
　
資
料
の
読
み
聞
か
せ

②
　
簡
単
に
内
容
確
認
を
す
る

・
登
場
人
物
は
誰
か
。

・
話
の
あ
ら
す
じ
を
発
表
す
る
。

発
問
１  

ど
う
し
て
ゆ
う
と
の
行
動

は
良
く
な
い
の
で
す
か
。

・
人
に
よ
っ
て
ひ
い
き
し
て
い
る
。

・
ゆ
う
と
の
机
を
皆
は
丁
寧
に
拭
い

て
く
れ
て
い
る
。

発
問
２  

ゆ
う
と
の
行
動
に
対
し
て
、

皆
さ
ん
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
。
実

際
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

・
ゆ
う
と
君
、
皆
の
机
を
丁
寧
に
拭

い
て
よ
。
○
さ
ん
は
、
あ
な
た
の

机
も
き
ち
ん
と
拭
い
て
く
れ
て
い

た
よ
。だ
か
ら
そ
れ
は
良
く
な
い
よ
。

※
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
形
式
で
発
表

③
　
主
発
問
を
問
う

発
問
３  

表
情
・
言
い
方
・
伝
え
た

内
容
に
つ
い
て
聞
き
ま
す
。
演
技

を
見
て
ど
う
思
い
ま
し
た
か
（
見

て
い
た
側
に
問
う
）。

　
道
徳
授
業
に
お
い
て
、
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
で
、「
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
」

を
伝
え
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
だ
ろ
う
。

学
習
指
導
要
領
解
説
の
「
道
徳
的
行

為
に
関
す
る
体
験
的
な
学
習
等
を
取

り
入
れ
る
工
夫
」
の
指
導
方
法
に
も

当
た
る
。
そ
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
よ

り
効
果
的
に
す
る
方
法
が
あ
る
。

「（
表
情
・
言
い
方
・
伝
え
た
内
容
に

つ
い
て
）
演
技
を
見
て
ど
う
思
い
ま

し
た
か
」
↓
「
演
技
を
し
て
ど
う
思

い
ま
し
た
か
」
と
問
う
。
一
つ
の

テ
ー
マ
に
対
し
て
様
々
な
視
点
か
ら

１

多
面
的
思
考
が
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
理
由

意
見
が
出
る
。
ま
さ
に
多
面
的
思
考

で
あ
る
。
そ
の
後
、
ま
た
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
す
る
と
い
う
流
れ
を
繰
り
返
す
。

す
る
と
、
ど
ん
ど
ん
細
部
に
こ
だ

わ
っ
た
発
表
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

〈
あ
ら
す
じ
〉
私
、
ゆ
う
と
、
か
な

み
の
三
人
で
掃
除
の
時
間
に
机
拭
き

を
し
た
。
し
か
し
ゆ
う
と
は
、
仲
の

よ
い
友
達
の
机
は
丁
寧
に
拭
き
、
そ

の
他
の
子
の
机
は
適
当
に
拭
い
て
い

た
。
そ
こ
で
か
な
み
が
注
意
す
る
が
、

ゆ
う
と
の
行
動
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

か
な
み
は
、
私
に
相
談
し
て
き
た
が
、

良
く
な
い
理
由
が
は
っ
き
り
思
い
浮

２　
「
つ
く
え
ふ
き
」
の
授
業

ロールプレイを
より効果的にする
多面的思考の発問
 「 演技を見てどう思いました
か」→「演じてみてどう思
いましたか」の順に発問する。

2年道徳

兵庫県宝塚市立高司小学校

山
やま

本
もと

真
まさ

充
みつ

学研・２年
P106-109
「つくえふき」
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　学 習 指 導 要 領 対 応 　道徳・英語・オンラインの授業実践

　教科書（など）に入る前に、子供たちに
「like」に関して聞き話すことがイメージで処
理できるようにさせねばならない。そうして
こそ、教科書（など）のリスニングや言語活
動の際に、イメージ処理の練習になる。
TOSS型英会話の基本を身に付け、どの単元
でもイメージ処理から指導し始める。

『Let’s try 1』Unit4のタイトルは「I like blue.」だ。
　TOSS型英会話では、この１文を対話の形
に変換して指導するのが基本型である。
　このコンテンツを、日常の授業はもちろん、
TOSS型英会話の練習にも活用してほしい。
１　単語練習
食べ物：寿司, そば, 納豆, curry and rice
　指導のメインは単語ではなく語順であるた
め、簡単な単語を用いる。単語数は後のアク
ティビティで増やせばいい。
２－１　状況設定
　翻訳させずにイメージに訴えかけて意味を
分からせる。ここでは「好き・嫌い」の意味。
　バイキンマンはドキンちゃんが好き。
　カレーパンマンはカレーライスが好き。
教�師：バイキンマン, do you like ドキン

ちゃん?
バイ：Yes, I do.
教師：Do you like アンパンマン?
バイ：No, I don’t.
２－２　問答練習
①　答え方の練習
教師：Yes, I do.
生徒：Yes, I do.
教師：No, I don’t.
生徒：No, I don’t.
②　問答練習　その１
教師：Do you like 〇〇?
生徒：Yes, I do.  /  No, I don’t.
③　個別評定
　３名立たせて、個別に答えさせる。
④　問い方の練習

教師：Do you like 〇〇?
生徒：Do you like 〇〇?
⑤　問答練習　その２
生徒：Do you like 〇〇?
教師：Yes, I do.  /  No, I don’t.
３　アクティビティ
　ペアで会話練習をさせる。最後に前で発表。
　向山浩子氏が2003年に開発したTOSS型英
会話の基本型を「三構成法」と呼ぶ。
第１段階：単語練習
第２段階：状況設定を伴った問答練習
第３段階：アクティビティ
　本を読んだだけでは、理論は理解しても、
技能は身に付かない。是非、各サークルやオ
ンライン例会で本コンテンツを使って数か月
ほど練習してほしい。小学校ではTOSS 
Sunny、中学校では宮城県の三浦裕司氏、長
野県の白鳥友樹氏、北海道の小川原周太氏が
熱い。

「Do you like?」で
型を身に付けよう！

『Let’s Try 1』（文部科学省）
p.16-17 Unit ４このコンテン
ツを、勤務校での授業はもち
ろん、TOSS型英会話の練習
にも活用してほしい。

北海道士幌町立士幌中学校

加
か

藤
とう

 心
しん

3年英語
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２　ビジュアル化した画像で蓄積する
　学習用語や方法は、文章による説明だけで
はなく、視覚的な情報を加えた方がいい。特
に低学年の場合は、イラストがあるだけで、
活用の仕方を思い出しやすくなる。

　子供が参照しやすい工夫をすることで、主
体的な学びを加速させることができる。

Google Classroom
に学習用語や方法
を保管しよう
いつでも情報を取り出せ
るようにしておくことで、
子供たちは自分の好きな
時に参照できる。ポイン
トは「保管場所の統一」
と「ビジュアル化」だ。

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

のワザワザ12

オンライン・
ハイブリッド授業で使える

学びのプラットフォーム活用編

１　学習用語や方法の蓄積
　年間を通じて活用できる「学習用語」があ
る。例えば、「物語の学習用語」には、次の
ようなものがある。
①　登場人物
②　中心人物
③　クライマックス　など

学習用語は、一度教えておくと他の教材で
の学習場面でも活用できる。Classroomに保
管しておき、参照できるようにしておく。

　保管は、Classroomの「ストリーム」では
なく、「授業」に残しておく。「トピック」と
いう機能で「国語の学習用語」のように整理
しておく。保管場所を統一しておくことで、
子供たちが参照しやすくなる。
　学習用語だけではなく、アプリを使った学
習方法もClassroomに保管しておく。例えば、
オンラインホワイトボードの使い方などは、
操作を忘れてしまっても、保管しておくこと
で、後から思い出すことができる。
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学習指導要領対応 道徳・英語・オンラインの授業実践

メールマガジン「谷和樹
の新教育宝島」でも紹介
された、シアトルの「学習
情報参照ツール」を学級
で追試した。情報活用能
力の向上にも有効なツー
ルとして手応えを感じた。

情報活用能力も「見てい
るうちに覚える」。学習情
報参照ツールの開発

情報活用能力を伸ばす指導法

新時代の

北海道北見市立三輪小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

１　学習情報参照ツール
５月にシアトルへ教育視察に行った。現地

の学校で強く学んだことの１つが、「学習情
報参照ツール」だ。机に、生徒の名前が書か
れたカードが貼られている。日本でも小学１
年生の入学時期に名前を貼るだろう。しかし、
シアトルで見たものは、全く違った。

生徒の名前の周りに、様々な「学習情報」
が書かれている。「左右」「数直線」「九九
表」「図形の名前」など「今、習っている学
習内容」が書かれているのだ。生徒は授業中、
いつでもそのカードを参照することができる。
「見ているうちに覚えてしまう」という考え
方に強い衝撃を受けた。

２　Chromebook入門期版を作成
担任している１年生でも、ぜひ追試したい

と考えた。１年生は、まだChromebookを使
い始めたばかりだ。使い始めてから、教えて
きたことをいつでも「参照」できるように

「学習情報参照ツール」を作成した。
①　主要なアプリのアイコン
②　キーボードのよく使うボタン
③　エンターキーの位置
④　ローマ字入力での自分の名前
⑤　全角・半角の切り替え

サイズはA5でラミネートをかけた。その
上で、養生テープでそれぞれの机に貼ってあ
げた。

３　「先生、僕、もう覚えたよ！」
１週間もたつと、この参照ツールのおかげ

で、１年生でもローマ字入力で自分の名前を
入力できるようになった。みんな得意気に教
えてくれる。
「先生！　もう覚えたよ！」
「前より早く打てるようになったよ！」

自分の名前をキーボードで打てる体験は、
大切にしてあげたい。
　さらに「更新ボタン」や「音量の調整」な
ど、自分たちで端末を操作できる子が増えた。
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で
あ
る
。
そ
こ
で
「
モ
ン
テ
ビ
デ
オ

条
約
」
と
い
う
独
立
国
と
し
て
認
定

さ
れ
る
基
準
を
生
徒
に
は
提
示
す
る
。

①　

永
久
的
住
民

②　

明
確
な
領
域

③　

政
府

④　

他
国
と
の
関
係
を
保
つ
能
力

発
問
４
北
朝
鮮
は
何
が
足
り
な
い

と
さ
れ
て
る
か
ら
日
本
政
府
か

ら
承
認
さ
れ
て
い
な
い
か
。

指
示
２
理
由
と
と
も
に
ノ
ー
ト
に

書
き
な
さ
い
。

　

そ
し
て
授
業
の
展
開
で
生
徒
は

「
国
家
の
三
要
素
以
外
に
、
国
家
と

し
て
承
認
さ
れ
る
た
め
に
は
ど
ん
な

こ
と
が
必
要
な
の
か
」
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

下
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か

らGoogle

ス

ラ
イ
ド
で
作

成
し
た
授
業

資
料
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
国
家
」
に
つ
い
て
授
業
す
る
際
は

ぜ
ひ
、
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

盟
国
は
一
九
二
か
国
で
は
な
い
か
」

と
い
う
違
和
感
が
生
ま
れ
る
。

発
問
３
な
ぜ
国
際
連
合
加
盟

国
は
一
九
二
か
国
に
な
ら

な
い
の
で
す
か
。

　

こ
れ
は
国
際
連
合
に
加
盟
は
し
て

い
る
が
、
日
本
政
府
が
国
家
と
し
て

承
認
し
て
い
な
い
国
が
一
つ
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

日
本
政
府
が
国
家
と
し
て
承
認
し

て
い
な
い
た
っ
た
一
つ
の
国
と
は
、

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

（
北
朝
鮮
）

指
示
１
知
っ
て
い
る
国
を
一

分
間
で
で
き
る
だ
け
た
く

さ
ん
書
き
な
さ
い
。

　

初
め
に
生
徒
の
内
部
情
報
や
処
理

能
力
を
確
認
す
る
。
①
ど
れ
だ
け
国

名
を
知
っ
て
い
る
か
、
②
単
語
を
書

く
ス
ピ
ー
ド
等
、
能
力
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

発
問
１
世

界
の
国
は

何
か
国
あ

り
ま
す
か
。

　

こ
の
発
問
は

勉
強
が
で
き
な

い
生
徒
で
も
発
言
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
世
界
地
図
に
国
旗
を
提
示
す
る

等
の
工
夫
で
よ
り
予
想
し
や
す
く
な

る
。

　

正
解
は
一
九
六
か
国
。
こ
れ
を
日

本
政
府
承
認
国
家
数
と
い
う
。

発
問
２
国
際
連
合
加
盟
国
は

一
九
三
か
国
あ
り
ま
す
。
国

際
連
合
に
加
盟
し
て
い
な

い
日
本
政
府
承
認
国
家
は

い
く
つ
あ
り
ま
す
か
。

　

多
く
の
生
徒
が
ス
ラ
イ
ド
を
見
て

「
３
」
と
答
え
る
。
次
に
国
際
連
合

に
加
盟
し
て
い
な
い
国
を
次
々
読
ま

せ
て
い
く
。
す
る
と
「
国
際
連
合
加

「国家」として認
められる基準を
授業する
「国家」のような抽象的
な概念は生徒が知ってい
る身近なところから授業
で引き付ける。

神奈川県立津久井高等学校

日
にっ

戸
と

勇
ゆう

希
き

社 会
授 業 実 践
高 校 の
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（http://w
w
w
.w
akariyasui.

sakura.ne.jp/

）
等
を
紹
介
す
る
。

３
説
明
さ
せ
る

班
ご
と
に
説
明
動
画
を
撮
影
さ
せ

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
分
か
っ
た

つ
も
り
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
ま

だ
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
は
っ
き
り

す
る
。
説
明
す
る
方
法
は
、
生
徒
た

ち
に
任
せ
て
い
る
。
ス
ラ
イ
ド
を
使
う

人
、
紙
に
書
く
人
、
実
演
し
な
が
ら

話
す
人
な
ど
、
様
々
な
や
り
方
が
あ
る
。

映
像
の
班
は
、
自
作
し
た
陽
子
・
電
子

の
モ
デ
ル
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
版
の
映
像
は
五
回
撮
り

直
し
た
も
の
だ
。
撮
影
を
繰
り
返
す

た
び
に
、
説
明
が
ス
ム
ー
ズ
で
分
か

り
や
す
く
な
っ
て
い
く
。

　

も
の
を
与
え
、
疑
問
を
与
え
て
、

興
味
を
引
っ
張

り
出
す
。
そ
う

す
る
と
、
生
徒

は
自
ら
学
び
出

す
。

　

挙
手
さ
せ
た
の
ち
、
実
際
に
や
ら

せ
る
。
結
果
は
①
の
「
閉
じ
る
」
と

な
る
。

　

実
験
３
、
定
規
を
金
属
か
ら
遠
ざ

け
る
と
、
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す
か
。

　

挙
手
さ
せ
た
の
ち
、
実
際
に
や
ら

せ
る
。
結
果
は
②
の
「
開
く
」
と
な

る
。

「
ど
う
し
て
？
」
等
の
声
が
あ
ち
こ

ち
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。

２
理
由
を
考
え
さ
せ
る

「
三
つ
の
実
験
結
果
に
な
る
理
由
を

班
ご
と
に
考
え
て
ご
ら
ん
な
さ
い
」

と
指
示
を
す
る
と
、
生
徒
た
ち
は
交

流
し
始
め
る
。

　

再
度
実
験
を
始
め
る
人
、
教
科
書

を
開
く
人
、
端
末
を
使
っ
て
調
べ
る

人
、
私
の
と
こ
ろ
に
聞
き
に
く
る
人
。

様
々
な
姿
が
あ
る
。

　

何
を
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
人

に
は
、
端
末
を
持
っ
て
こ
さ
せ
る
。

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
分
か
り
や
す
く

示
さ
れ
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
わ

か
り
や
す
い
高
校
物
理
の
部
屋

１
ま
ず
は
体
験
さ
せ
る

　

箔
検
電
器
（
写
真
）
を
見
せ
る
。

　

実
験
１
、
上
の
金
属
（
写
真
で
は

手
で
持
っ
て
い
る
部
分
）
に
こ
す
っ

た
定
規
を
近
づ
け
る
と
、
ど
う
な
る

と
思
い
ま
す
か
。

　

ど
れ
か
に
手
を
挙
げ
ま
す
。

　

人
数
を
確
認
し
た
上
で
、「
や
っ

て
ご
ら
ん
」
と
指
示
を
出
す
。
結
果

は
②
の
「
開
く
」
と
な
る
。

　

実
験
２
、
開
い
た
状
態
で
金
属
を

手
で
触
る
と
ど
う
な
る
と
思
い
ま
す

か
。

先に体験がある
から考える
ものを用意し体験させる。
目の前で起こる不思議な
現象に対し、生徒たちは疑
問をもつ。のちに、理由
を考えさせる。高校物理、
電磁気を例に示す。意欲
を引っ張り出された生徒
たちは自ら学び始める。

北海道浦河高等学校

上
うえ

田
だ

浩
ひろ

人
と

理 科
授 業 実 践
高 校 の

動画

高校高校でのでのTOSS実践TOSS実践



指
導
の
選
択
肢
を
多
く
も
つ

指
導
の
選
択
肢
を
多
く
も
つ

最
適
な
指
導
を
瞬
時
に
選
ぶ

最
適
な
指
導
を
瞬
時
に
選
ぶ

選
ぶ
基
準
は
シ
ン
プ
ル
で
明
快
な
こ
と
。
算
数
が
苦
手
な
子
が
混
乱
し
な
い
こ
と
。

向
山
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
向
山
型
算
数
セ
ミ
ナ
ー
、
サ
ー
ク
ル
で
学
ん
で
選
択
肢
を
増
や
す
。

算数

木き

村む
ら 

重し
げ

夫お
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最
初
の
立
式
場
面
に
限
定
し
よ
う
。

　

静
岡
の
山
本
こ
ず
恵
氏
。
立
式
の
指
示
が
先

だ
。
左
の
①
～
⑤
は
全
部
削
れ
。
三
〇
点
。

発
問  

①
聞
か
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

指
示  

④
線
を
描
き
ま
す
。

発
問  

②
何
枚
の
色
紙
が
あ
る
の
で
す
か
。

指
示  

⑤
数
字
を
○
で
囲
み
ま
す
。

発
問  

③
何
人
で
分
け
る
の
で
す
か
。

　

東
京
の
利
田
氏
。

「
式
を
書
き
な
さ
い
」
と
し
て
も
よ
い
。

し
か
し
そ
れ
で
で
き
る
児
童
は
四
割
だ
ろ
う
。

ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
立
式
ま
で
導
く
必
要
が

あ
る
。
例
え
ば
私
は
、
次
の
よ
う
に
授
業
す
る
。

先
生
問
題
（
中
略
）　

６
÷
３

先
生
問
題
（
中
略
）　

12
÷
３

先
生
問
題
（
中
略
）　

24
÷
４

　

こ
の
問
題
な
ら
九
割
が
立
式
で
き
る
よ
う
に

鍛
え
る
べ
き
だ
。
助
走
が
必
要
な
ら
教
科
書
に

黒
板
問
題
が
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
先
生
問
題
を
三

問
も
出
す
必
要
は
な
い
。
四
〇
点
。　

　

宮
城
の
菅
野
氏
。
黒
板
の
問
題
か
ら
入
っ
た
。

こ
の
流
れ
な
ら
巻
き
込
め
る
。
五
〇
点
。

黒
板
。
三
二
枚
の
色
紙
を
、
四
人
で
同
じ
数

ず
つ
分
け
ま
す
。
一
人
分
は
何
ま
い
に
な
り
ま

す
か
。
※
教
師
が
読
む
。
※
間
髪
を
入
れ
ず
に

次
の
指
示
を
出
す
。

発
問  

式
は
何
で
す
か
。（
32
÷
４
で
す
）

説
明  

こ
れ
は
簡
単
だ
、
ど
う
し
て
？

（
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
か
ら
で
す
）

カ
ー
ド
を
、
80
に
変
え
ま
し
た
。

　

東
京
の
徳
本
氏
。
簡
単
な
作
業
を
さ
せ
て
立

式
さ
せ
る
場
合
も
あ
る
。
五
二
点
。

　

数
直
線
、
ま
た
は
言
葉
の
式
に
当
て
は
め
る
。

子
供
の
実
態
に
も
よ
る
が
、
数
直
線
に
赤
鉛
筆

で
色
を
塗
ら
せ
て
、
作
業
し
な
が
ら
立
式
す
る
。

　

授
業
は
シ
ン
プ
ル
な
方
が
よ
い
。

　

問
題
文
を
読
む
。「
式
を
書
き
な
さ
い
」

　

こ
れ
が
ベ
ス
ト
だ
（
で
き
れ
ば
向
山
氏
の
よ

う
に
手
刀
を
切
り
た
い
！
）。

　

80
÷
４
の
計
算
の
仕
方
を
考
え
る
場
面
。

　

大
き
く
三
通
り
の
流
れ
が
考
え
ら
れ
る
。

１　

教
科
書
の
図
を
使
う
。

２　

子
供
に
考
え
さ
せ
る
。

３　

お
金
で
考
え
さ
せ
る
。

　

ど
の
展
開
も
向
山
型
に
な
る
。

　

お
金
を
使
っ
た
の
は
北
海
道
の
勝
田
氏
。

　

お
金
を
使
う
必
然
性
が
あ
る
。
五
五
点
。

三
八
ペ
ー
ジ
「
ま
と
め
」
に
あ
る
「
10
や
１

０
０
を
も
と
に
し
て
考
え
る
」
は
、
お
金
が
分

か
り
や
す
い
。
そ
し
て
子
供
が
戸
惑
う
の
は
練

向山型に挑戦！

東京書籍・４年上・P37-38

東
京
都
日
本
文
化
大
学
・
講
師
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向山型 に挑戦！　国語・算数の難問良問

　

い
つ
も
絵
を
か
く
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

式
を
書
き
ま
す
。「
一

〇
の
束
で
考
え
ま
す
」

と
言
い
な
が
ら
０
を
隠
す
よ
。
言
っ
て
ご
ら
ん
。

「
一
〇
の
束
な
の
で
」
と
言
い
な
が
ら
「
０
」

を
書
き
な
さ
い
。

　

教
科
書
の
図
は
Ａ
で
あ

る
。
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る

と
、
８
÷
４
の
余
白
が
書

け
な
い
子
が
い
る
。
Ｂ
の

方
が
数
字
を
そ
ろ
え
れ
ば

よ
い
か
ら
書
き
や
す
い
。
こ
れ
が
子
供
の
事
実

だ
。

　

北
海
道
の
布
村
氏
と
東
京
の
徳
本
氏
は
位
置

を
逆
に
し
て
い
た
。
七
〇
点
。

80
÷
４
の
計
算
は
、
０
を

隠
し
ま
す
と
、
８
÷
４
と
見

え
ま
す
ね
。
こ
れ
は
超
簡
単
。

そ
の
答
え
に
０
を
付
け
て
や

れ
ば
い
い
ん
だ
。

（
布
村
氏
）

発
問
２  

こ
う
た
さ
ん
の
言
葉
。
一
〇
枚
の

た
ば
八
た
ば
を
四
人
で
同
じ
数
ず
つ
分
け
ま

し
た
。
式
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。
８
÷
４
=

２80
÷
４
=
20
、
８
÷
４
=
20
な
ど
、

異
な
る
式
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
。「
枚
数
」

と
「
た
ば
」
の
押
さ
え
が
弱
い
。

　

私
な
ら
指
示
６
の
後
に
こ
う
発
問
す
る
。

一
人
分
は
何
枚
で
す
か
。（
二
〇
枚
）

一
人
分
は
何
た
ば
で
す
か
？
（
二
た
ば
）

　

北
海
道
の
中
田
氏
。

　

指
一
本
で
分
か
り
や
す
く
な
る
。
六
〇
点
。

�
「
計
算
の
や
り
方
を
次
の

よ
う
に
説
明
し
ま
す
。﹃
10
を

も
と
に
し
て
考
え
ま
す
。
８

÷
４
=
２
。
０
を
戻
し
て
20

で
す
。﹄
先
生
の
後
に
つ
い
て

言
い
ま
す
」

　

岡
山
の
岡
孝
直
氏
。「
束
」
を
扱
う
基
本
型

の
語
り
が
分
か
り
や
す
い
。
六
三
点
。

習
問
題
１
の
⑤
「
３
０
０
÷
５
」
で
あ
る
。

　

子
供
に
考
え
さ
せ
た
の
は
、
山
口
の
林
氏
、

　

向
山
洋
一
氏
の
追
試
で
あ
る
。

「
答
え
が
知
り
た
い
の
で
は
な
い
。
あ
な
た

が
た
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
答
え
を
出

し
た
の
か
、
頭
の
中
が
知
り
た
い
の
で
す
。」

「
先
生
は
１
０
０
点
だ
と
か
50
点
だ
と
か

点
数
を
つ
け
ま
す
。」

（
向
山
氏
）

　

こ
の
指
示
は
教
師
の
力
量
が
前
提
と
な
る
。

子
供
が
持
っ
て
き
た
ノ
ー
ト
を
瞬
時
に
評
定
す

る
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
挑
戦
し
た
い
。
教
師
の

授
業
観
が
ガ
ラ
リ
と
変
わ
る
。

　

教
科
書
の
図
を
使
う
展
開
。

　

神
奈
川
の
宮
森
氏
。
こ
の
流
れ
が
定
石
だ
が
、

微
か
な
混
乱
も
予
想
さ
れ
る
。
五
八
点
。

指
示
５  

次
の
ペ
ー
ジ
。
一
〇

枚
の
た
ば
八
た
ば
を
四
人
に

同
じ
数
ず
つ
分
け
ま
し
た
。

指
示
６  

図
に
一
人
分
を
○
で

囲
ん
で
ご
ら
ん
。
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そ
の
子
が
一
番
言
わ
れ
た
い
言
葉
で

激
励
す
る

そ
の
子
が
一
番
言
わ
れ
た
い
言
葉
で
励
ま
す
こ
と
で
、
子
供
が
動
く
。

　

囲
碁
の
授
業
中
、
参
加
し
た
が
ら
な
い
Ｍ
君
に

向
か
っ
て
、
Ｎ
君
が
「
い
い
か
ら
囲
碁
や
れ
よ
」

と
寝
転
び
な
が
ら
言
っ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に

喧
嘩
に
発
展
し
た
。
こ
の
喧
嘩
以
来
、Ｎ
君
は
「
Ｍ

が
い
る
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
、
授
業
へ
の
参
加

を
拒
否
し
始
め
た
。

　

Ｎ
君
は
、
し
ば
ら
く
オ
ン
ラ
イ
ン
で
別
室
か
ら

授
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
続
い
た
。「
オ
ン
ラ
イ

ン
の
世
界
で
生
き
る
」。
こ
れ
が
、
Ｎ
君
の
口
癖

の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
活
動
の
妨
げ
に

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
保
護

者
か
ら
持
た
せ
て
も
ら
っ
て
い
な
い
が
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
へ
の
執
着
が
強
く
、毎
日
の
よ
う
に
「
ス

マ
ホ
が
欲
し
い
」
と
訴
え
て
い
た
。

そ
の
子
が
一
番
言
わ
れ
た
い
言
葉
を
見
付
け
て

激
励
す
る
。

　

音
楽
で
太
鼓
を
叩
く
授
業
。
Ｎ
君
は
最
初
参
加

を
拒
否
し
て
い
た
。私
は
Ｎ
君
に
「
ド
ラ
ム
を
や
っ

て
い
た
か
ら
、
締
め
太
鼓
で
リ
ズ
ム
を
や
る
と
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と
話
し
た
。
少
し
や
る
気
を

示
し
た
の
で
、
お
手
本
と
し
て
叩
い
て
み
せ
て
、

ま
ね
さ
せ
る
と
、
と
て
も
上
手
に
叩
く
こ
と
が
で

き
た
。
そ
れ
以
来
、
太
鼓
の
時
は
教
室
の
中
で
参

加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
掃
除
の
時
間
に
は
汚
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
マ
ッ
ト
の
染
み
抜
き
を
お
願
い
し
た
。
と
て
も

よ
く
掃
除
を
し
て
く
れ
て
、
う
れ
し
そ
う
に
キ
レ

イ
に
な
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
く
れ
た
。

　

Ｎ
君
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と
が
活
動
の
強
い
動

機
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

①　

自
分
の
得
意
な
こ
と
を
認
め
て
も
ら
え
る

②　

人
の
役
に
立
つ

　

例
え
ば
「
Ｎ
君
は
リ
ズ
ム
感
が
い
い
ね
」
と
か

「
こ
れ
を
し
て
く
れ
る
と
先
生
は
助
か
る
よ
」
と

言
っ
て
授
業
へ
の
参
加
を
促
す
と
、
張
り
切
っ
て

参
加
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

五
月
末
、
二
泊
三
日
の
宿
泊
行
事
が
あ
っ
た
。

総
勢
五
〇
名
近
く
の
子
供
た
ち
が
集
ま
る
。
Ｎ
君

か
ら
は
「
大
勢
の
人
た
ち
と
集
団
行
動
を
す
る
の

は
怖
い
」
と
訴
え
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
彼
に
、
趣

味
で
あ
る
得
意
な
写
真
撮
影
で
宿
泊
行
事
に
参
加

し
な
い
か
提
案
し
た
。
撮
っ
た
写
真
を
見
な
が
ら

よ
く
会
話
し
て
い
た
の
で
、
い
い
写
真
が
撮
れ
る

こ
と
は
知
っ
て
い
た
。

　

Ｎ
君
は
宿
泊
中
カ
メ
ラ
を
持
ち
な
が
ら
、
活
動

す
る
み
ん
な
を
楽
し
そ
う
に
撮
り
続
け
て
い
た
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
自
然
と
み
ん
な
の
輪
に
入
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

宿
泊
行
事
が
終
わ
っ
た
後
、
彼
が
撮
っ
た
写
真

を
使
っ
て
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
作
成
し
、
全
員
で

思
い
出
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

彼
は
「
写
真
を
撮
っ
た
り
紹
介
し
た
り
し
た
こ

と
で
、
み
ん
な
の
役
に
立
て
た
気
が
し
た
」
と
宿

泊
行
事
の
感
想
を
語
っ
た
。

　

宿
泊
行
事
以
来
、
週
に
三
回
は
教
室
で
過
ご
す

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て

い
た
「
オ
ン
ラ
イ
ン
の
世
界
で
生
き
る
」「
ス
マ

ホ
が
欲
し
い
」
と
い
う
言
葉
は
言
わ
な
く
な
っ
た
。

翔和学園でのドラマ

松尾 大輝
ＮＰＯ法人翔和学園
教務

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
翔
和
学
園
教
務

松ま
つ

尾お

大だ
い

輝き
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嶋じ
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Ｓ
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Ｒ
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Ｓ
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Ａ
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Ａ
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Ｎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
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Ｓ

発
達
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　

計
算
の
苦
手
な
子
供
た
ち
へ
の
授

業
中
の
支
援
は
、
今
ま
で

「
個
別
支
援
な
ど
の
人
的
な
支
援
」

「
長
期
記
憶
支
援
な
ど
の
物
的
な
支

援
」

の
二
つ
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
支
援
は
「
教

師
の
技
量
」「
用
意
し
た
支
援
ツ
ー

ル
の
質
」
に
左
右
さ
れ
、更
に
は
「
時

間
的
な
制
約
」
に
も
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

も
っ
と
「
算
数
の
苦
手
」
に
し
っ

か
り
と
、
教
師
と
し
て
の
支
援
を
手

厚
く
し
た
い
。

　

そ
う
願
っ
て
い
た
時
に
、

「
個
別
最
適
化
と
協
働
的
な
学
び
が

一
体
化
さ
れ
た
授
業
」

に
出
合
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
授
業
を
一
回
見
た
だ
け
で
、

「
向
山
型
算
数
と
組
み
合
わ
せ
た
ら

こ
の
授
業
形
態
は
、
多
く
の
子
供
た

ち
を
救
う
こ
と
に
な
る
」

と
直
感
し
た
。

こ
の
タ
イ
プ
の
授
業
の
成
立
ま
で

に
は
、
様
々
な
ス
テ
ッ
プ
が
存
在
し
、

子
供
た
ち
の
成
長
も
必
要
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
紙
面

や
セ
ミ
ナ
ー
で
特
集
が
さ
れ
て
い
る

の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

　

こ
の
授
業
の
最
も
魅
力
的
な
点
は
、

「『
先
生
コ
ー
ス
』
選
択
に
よ
っ
て

一
授
業
時
間
内
に
お
け
る
少
人
数
化

が
可
能
」

で
あ
る
こ
と
だ
。

　

一
時
間
に
お
け
る
小
嶋
学
級
の
算

数
の
様
子
を
写
真
で
お
見
せ
す
る
。

　

そ
の
日
に
学
ぶ
学
習
に
個
人
で
取

り
組
む
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
時
に
は

協
働
的
に
学
び
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
の
間
に
、
算
数
の
苦
手
な
子
や

そ
の
日
に
学
ぶ
内
容
に
つ
い
て
不
安

な
子
供
は
「
先
生
コ
ー
ス
を
選
択
」

計
算
の
苦
手
な
子
の
授
業
に
お
け
る
支
援
プ
ラ
ン
①

集
団
に
お
け
る
個
別
化

個
別
最
適
化
を
進
め
る
と
個
別
支
援
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

し
て
い
る
。

　

毎
時
間
変
動
は
あ
る
が
、
お
よ
そ

三
〜
六
名
程
度
が
コ
ー
ス
を
選
択
す

る
。
そ
の
子
た
ち
の
ペ
ー
ス
に
合
わ

せ
て
、
向
山
型
算
数
を
丁
寧
に
個
別

に
授
業
が
で
き
る
。
み
る
み
る
う
ち

に
そ
の
子
た
ち
は
算
数
の
力
を
付
け

て
い
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
他
の
子
た
ち

の
学
習
も
、
向
山
型
算
数
が
ベ
ー
ス

な
の
で
、
力
が
付
く
。

　

こ
の
授
業
で
の
算
数
の
単
元
テ
ス

ト
平
均
も
常
に
九
五
点
を
超
え
て
い

た
。
こ
れ
が
子
供
の
事
実
で
あ
る
。

【
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
ア
カ
ウ
ン
ト
】

@
oshietekojit

発達障害のある子供を授業で伸ばす！
～通常学級・特別支援学級の小嶋実践より

先生コースで学ぶ子供 個別最適化で学ぶ子供
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誰
も
が
通
る
手
指
の
計
算

　

子
供
の
頃
は
誰
も
が
、
手
指
を

使
っ
て
数
え
る
な
ど
し
て
計
算
し
た

と
思
う
。
一
方
で
、
小
学
校
に
入
学

し
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
手

指
を
使
っ
て
計
算
す
る
こ
と
は
恥
ず

か
し
い
こ
と
と
さ
れ
、
頭
の
中
で
計

算
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
場
面
が
出

て
く
る
。

手
指
の
認
識

　

手
計
算
を
す
る
と
き
に
必
要
と

な
っ
て
く
る
の
が
、
手
が
ど
の
よ
う

な
形
に
な
っ
て
い
る
か
（
例
：
グ
ー
、

チ
ョ
キ
、
パ
ー
）
を
識
別
す
る
手
指

の
認
識
で
あ
る
。

　

手
指
と
数
量
の
関
係
を
検
討
し
た

研
究
か
ら
、
こ
の
手
指
の
認
識
は
数

量
能
力
を
予
測
す
る
と
い
う
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

脳
研
究
に
お
い
て
も
、
手
指
の
認

識
と
数
量
処
理
は
、
同
じ
神
経
基
盤

を
共
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
（Rusconi,W

alsh,&
B

utterw
orth,2005

）。

　

つ
ま
り
、
手
指
の
認
識
は
数
の
認

識
と
関
係
し
て
お
り
、
幼
少
期
に
手

指
を
使
っ
た
活
動
（
例
：
粘
土
、
折

り
紙
、
ブ
ロ
ッ
ク
）
を
す
る
こ
と
で
、

手
先
が
器
用
に
な
る
（
手
指
を
操
作

す
る
力
の
向
上
）
だ
け
で
な
く
、
数

の
処
理
能
力
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

発
達
と
と
も
に
変
化
す
る
手
計

算
　

手
計
算
は
子
供
の
発
達
と
と
も
に

変
化
し
、
大
き
く
三
段
階
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
（Fuson,1988

）。

①
　
一
本
ず
つ
指
を
数
え
て
計

算
す
る
。

②
　
一
度
に
数
を
表
し
て
計
算

す
る
。

③
　
手
指
を
利
用
せ
ず
に
計
算

す
る
。

　

右
記
の
順
で
手
指
を
使
っ
た
計
算

を
子
供
に
教
え
る
こ
と
で
、
計
算
能

力
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
幼
少
期
は
５
を
基
準
と
し
て

計
算
さ
せ
る
方
が
、
10
を
基
準
と
す

る
よ
り
も
た
し
算
の
成
績
が
良
か
っ

た
と
す
る
研
究
が
あ
る
（
栗
山
、
二

〇
〇
二
年
）。

　

計
算
に
も
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
、
子

供
の
発
達
段
階
に
あ
っ
た
方
法
を
伝

え
る
こ
と
が
、
子
供
の
成
功
経
験
を

引
き
出
し
や
す
く
な
る
。

手
指
の
器
用
さ
と
計
算
能
力

　

小
学
一
年
生
を
対
象
に
、
毎
朝
一

〇
分
間
、
手
指
を
器
用
に
使
う
た
め

の
訓
練
を
三
週
間
し
た
と
こ
ろ
、
計

算
能
力
が
向
上
す
る
と
い
う
結
果
が

得
ら
れ
た
（A

sakaw
a,M
urakam

i,
&
Sugim

ura,2019

）。

　

手
指
を
使
う
粘
土
や
ブ
ロ
ッ
ク
、

折
り
紙
な
ど
を
用
い
た
遊
び
を
幼
少

期
に
た
く
さ
ん
し
て
い
る
こ
と
は
、

計
算
能
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
い

え
る
。
書
い
た
り
読
ん
だ
り
す
る
こ

と
だ
け
が
学
習
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

参
考
文
献
：
北
洋
輔
・
平
田
正
吾
（
二

〇
一
九
年
）『
発
達
障
害
の
心
理
学

│
特
別
支
援
教
育
を
支
え
る
エ
ビ
デ

ン
ス
』
福
村
出
版

医療・療育現場からの発信！

手
の
器
用
さ
と
計
算
能
力

幼
少
期
の
体
を
使
っ
た
遊
び
は
、
学
童
期
の
学
習
に
影
響
を
与
え
る
。

笹さ
さ

野の

達た
つ

哉や

㈱
ｏ
ｎ
ｅ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ

安原 昭博
安原こどもクリニック　院長

安原ドクター語録語録
から学ぶ

特別支援教育

アドバイザー
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プロが教えるプロが教える 教室でできる 言語療法
　

今
年
度
は
発
達
障
害
と
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ－

Ⅴ
の
関

連
を
中
心
に
述
べ
て
い
る
。

　

今
回
は
書
字
障
害
（
デ
ィ
ス
グ
ラ
フ
ィ
ア
）

に
つ
い
て
で
あ
る
。
書
字
障
害
は
、
学
習
の
中

核
で
あ
る
書
き
に
困
難
さ
を
示
す
状
態
で
あ
り
、

読
み
困
難
同
様
に
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）
の
中
核

的
な
つ
ま
ず
き
と
い
え
る
。
知
的
発
達
水
準
の

低
さ
は
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
相
応
し
な
い

書
き
能
力
の
低
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
主
な

つ
ま
ず
き
と
し
て
「
正
確
に
書
け
な
い
」、「
読

み
に
く
い
字
を
書
く
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

書
く
こ
と
に
困
難
さ
を
も
つ
子
供
の
Ｗ
Ｉ
Ｓ

Ｃ

－
Ⅴ
の
見
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
三

点
で
あ
る
。

①　

全
検
査
Ｉ
Ｑ
（
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ｑ
）

　

六
月
号
で
述
べ
た
と
お
り
、
読
字
障
害
、
書

字
障
害
を
含
む
Ｌ
Ｄ
は
、
知
的
な
遅
れ
が
な
い

こ
と
が
大
前
提
な
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
の
全
検
査
Ｉ
Ｑ
（
Ｆ
Ｓ

Ｉ
Ｑ
）
で
知
的
に
遅
れ
が
な
い
こ
と
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
。
書
け
な
い
と
い
う
訴
え
で
も
、

知
的
発
達
に
遅
れ
が
あ
る
場
合
と
な
い
場
合
と

で
は
、
対
応
が
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
見
る
べ
き
も
の
は
、

②　

処
理
速
度
（
Ｐ
Ｓ
Ｉ
）

　

処
理
速
度
は
、
見
た
も
の
を
正
確
に
速
く
処

理
す
る
力
を
測
る
。
よ
っ
て
処
理
速
度
の
弱
さ

は
板
書
の
難
し
さ
に
直
結
す
る
。
支
援
と
し
て

は
、
提
示
す
る
量
を
減
ら
す
、
書
き
写
す
代
わ

り
に
黒
板
の
写
真
を
撮
る
、
課
題
に
取
り
組
む

時
間
を
延
長
す
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

そ
の
次
に
、
見
る
べ
き
も
の
は
、

③　

視
空
間
（
Ｖ
Ｓ
Ｉ
）

　

視
空
間
は
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

－

Ⅴ
で
新
し
く
で
き
た

指
標
得
点
で
あ
る
。
空
間
に
あ
る
も
の
を
把
握

か
つ
認
知
す
る
力
で
あ
る
。
こ
こ
の
弱
さ
は
文

字
の
形
の
理
解
の
し
に
く
さ
に
つ
な
が
る
。
有

効
な
支
援
と
し
て
、
ま
ず
は
指
書
き
や
空
書
き

の
導
入
、
カ
ラ
ー
マ
ス
ノ
ー
ト
の
使
用
、
漢
字

で
あ
れ
ば
へ
ん
と
つ
く
り
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て

パ
ズ
ル
の
よ
う
に
組
み
立
て
る
学
習
を
す
る
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
正
し
く
書
く
た
め
に
は
、
そ
の
文
字

を
正
し
く
読
め
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

発
達
障
害
と
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
と
の
関
連
②

書
字
障
害
の
診
断
に
は
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ－

Ⅴ
の
デ
ー
タ
の
こ
こ
を
見
よ
。

言
語
聴
覚
士
　
下し

も

妻づ
ま

玄き
よ

典の
り

イラスト：ナカジマ　ヤヨイ



TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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「
か
け
算
九
九
の
助
」（
教
育
技
術
研
究
所
）
が
学
年
で

一
番
低
位
の
Ｋ
君
を
夢
中
に
す
る
！

す
ぐ
に
、
一
人
で
覚
え
ら
れ
る
。
教
材
の
奇
跡
！

湯ゆ

泉い
ず
み

恵え

美み

子こ

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
立
大
明
小
学
校

「
先
生
、
ぼ
く
こ
れ
ほ
し
い
！　

九

九
の
助
ち
ょ
う
だ
い
！
」
た
っ
た
一

回
の
学
習
で
、「
九
九
の
助
」
は
Ｋ

君
の
ハ
ー
ト
を
射
抜
い
て
し
ま
っ
た
。

学
年
で
一

番
学
力
が
低

く
大
変
と
言

わ
れ
て
い
た

Ｋ
君
。
い
つ
見
に
行
っ
て
も
、
後
ろ

を
向
い
て
友
達
に
話
し
か
け
て
い
る

か
、
突
っ
伏
し
て
い
る
か
と
い
う
状

態
で
あ
っ
た
。

担
任
の
先
生
が
４
の
段
に
つ
い
て

説
明
を
始
め
た
が
、
？
？
の
Ｋ
君
。

そ
っ
と
席
に
近
づ
き
、「
九
九
の

助
」
を
開
い
て
見
せ
た
。
い
ち
ご
の

ペ
ー
ジ
。
そ
し
て
、「
４
×
１
（
よ

ん
か
け
る
い
ち
）
４
×
２
（
よ
ん
か

け
る
に
）」
と
言
い
な
が
ら
、
計
算

尺
を
動
か
し
た
。

す
る
と
、
Ｋ
君
が

一
緒
に
言
い
始
め

た
。（
お
〜
食
い
つ

い
た
）
私
は
笑
顔

で
、「
上
手
！
」
と
合
い
の
手
を
入

れ
な
が
ら
「
Ｋ
君
も
動
か
し
て
〜
」

と
言
っ
た
。
す
る
と
、
な
ん
と
、
自

分
で
動
か
し
始
め
た
の
だ
。
そ
し
て

４
×
９
ま
で
い
き
「
い
ち
ご
が
こ
ん

な
に
い
っ
ぱ
い
」「
こ
れ
、
楽
し

い
！
」
と
声
に
出
す
と
、
自
分
か
ら

進
ん
で
「
４
の
だ
ん
」
の
九
九
を
唱

え
始
め
た
の
だ
。

担
任
の
先
生
は
、「
あ
の
Ｋ
君
が

声
を
出
し
て
九
九
を
一
生
懸
命
言
う

な
ん
て
」
と
、
非
常
に
驚
い
て
い
た
。

「
九
九
の
助
」
の
威
力
を
ま
ざ
ま
ざ

と
感
じ
た
時
間
で
あ
っ
た
。

クラス全員が熱中するこの教材！

「
セ
ン
サ
リ
ー
ツ
ー
ル
ふ
み
お
く
ん
」
で
教
師
も
児
童

も
笑
顔
に
な
れ
る
！

児
童
の
姿
勢
が
自
然
と
良
く
な
る
。

ふ
じ
た
み
お

広
島
県
公
立
小
学
校

「
だ
っ
て
足
が
ム
ズ
ム
ズ
す
る
ん
だ

も
ん
」

片
膝
を
立
て
て
椅
子
に
腰
掛
け
る

Ａ
君
に
注
意
す
る
と
、
そ
ん
な
言
葉

が
返
っ
て
き
た
。

昨
年
度
か
ら
、
自
閉
症
・
情
緒
障

害
特
別
支
援
学
級
を
担
任
し
て
い
る
。

Ａ
君
が
足
を
バ
タ
バ
タ
と
踏
み
鳴
ら

す
の
で
、
同
じ
学
級
の
児
童
か
ら

「
う
る
さ
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
何
度
注
意
し
て
も
Ａ
君
の

姿
勢
は
良
く
な
ら
ず
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
分
か
ら
ず
に
悩
ん
で
い
た
。

そ
ん
な
Ａ
君
を
変
え
た
の
が
、

「
ふ
み
お
く
ん
」
だ
。

シ
ュ
ー
ズ
を
脱
い
で
「
ふ
み
お
く

ん
」
に
足
を
乗
せ
る
。
Ａ
君
が
足
を

動
か
し
て
も
音
が
し
な
い
。
Ａ
君
も

他
の
児
童
も
、
落
ち
着
い
て
学
習
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
年
度
、
学
級
の
児
童
に
、「
自

然
と
姿
勢
が
良
く
な
る
、
気
持
ち
が

落
ち
着
く
秘
密
兵
器
だ
よ
」
と
言
っ

て
、「
ふ
み
お
く
ん
」
を
紹
介
し
た
。

す
る
と
、
四
名
中
三
名
が
「
使
い
た

い
」
と
希
望
し
た
。
足
を
乗
せ
、

「
落
ち
着
く
」
と
う
れ
し
そ
う
だ
っ

た
。
教
師
が
「
姿
勢
良
く
し
て
」
と

注
意
し
な
く
て
も
、「
秘
密
兵
器
、

セ
ッ
ト
」
と
に
こ
や
か
に
言
う
だ
け

で
、
児
童
が
自
然
と
良
い
姿
勢
に
な

る
。
し
か
も
「
あ
、
そ

う
だ
っ
た
！
」
と
い
う

よ
う
に
ニ
コ
ニ
コ
で
。

「
ふ
み
お
く
ん
」
で
教

師
も
児
童
も
笑
顔
に

な
れ
る
。



説明①  紙ちぎり伸ばしをします。紙を班で１番長くちぎった人の勝ち
です。始め。※写真①は、班ごとの優勝者。

説明②  ペーパータワーをします。できるだけ高く、紙を積み上げた班
の勝ちです。始め。※写真②は、１番高く積み上げた班。

説明③  ピンポン玉リレーをします。紙を筒状にし、ピンポン玉を紙の
上で転がし次の人に渡します。ゴールまでピンポン玉を早く運んだ班
の勝ちです。ピンポン玉を手で触ったり、落としたりしたら、初めか
らやり直しです。

【おすすめポイント】
　上記レクは、個人→班→全体の順番になっている。この順番で行うことで、
ピンポン玉リレーを成功させた際に、写真③のようなガッツポーズが生ま
れる。

宮城県仙台市立幸町中学校　兼
かね

則
のり

雄
ゆう

太
た

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

中学生も思わずガッツポーズするレク
準備物は紙だけ。団結力も育てるレクの組み立て。

コンテンツ：紙ちぎり伸ばし、ペーパータワー、ピンポン玉リレー
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向
山
氏
が
大
き
い
筒
か
ら
資
料
を

取
り
出
し
、
前
時
に
使
っ
て
い
た
資

料
を
黒
板
か
ら
は
が
す
。
そ
し
て
、

Ａ
０
版
と
思
わ
れ
る
カ
ラ
ー
資
料
を

貼
り
付
け
る
シ
ー
ン
。

　

本
編
の
字
幕
で
は
「
磁
石
が
付
い

て
い
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
引
き
付
け
ら

れ
な
い
。
こ
の
セ
リ
フ
を
言
う
前
に
、

「
今
日
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
す
か
ら
ね
」

と
前
置
き
を
入
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

「
磁
石
が
付
い
て
い
ま
す
」
と
言
い
、

向
山
氏
か
ら
見
て
右
側
に
笑
顔
を

送
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
教
師
の
演
出
が
二
回

あ
る
か
ら
、「
お
〜
か
っ
こ
い
い
！
」

「
夢
の
島
じ
ゃ
な
い
？
」
と
子
供
た

ち
が
思
っ
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
発
言

し
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
カ
ラ
ー
資
料
を
貼
り
付

け
た
後
、
向
山
氏
は
一
〇
秒
間
空
白

の
時
間
を
与
え
て
い
る
。
最
初
の
七

秒
間
は
子
供
た
ち
に
視
線
を
送
り
、

残
り
の
三
秒
間
は
資
料
の
方
を
見
て

立
ち
位
置
を
変
え
た
。
こ
の
行
動
は

八
月
号
で
三
浦
氏
が
言
及
し
た
「
発

問
」
に
つ
な
が
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

動画

すぐに使える学級活動のコツ
話し合い活動 学級レク お楽しみ会・ ・ etc

　デジタル連動

向山洋一向山洋一のの言葉言葉
から学ぶから学ぶ教育実践教育実践
～「向山洋一映像全集」より～～「向山洋一映像全集」より～

資
料
提
示
の
引
き
付
け
方

映
像
全
集
第
四
巻
五
年
社
会
「
わ
た
し
た
ち
の
国
土
と
地
球
」

徹
底
解
明
よ
り
開
始
一
五
秒
の
つ
か
み
を
学
ぶ
。

日に
っ

戸と

勇ゆ
う

希き

神
奈
川
県
立
津
久
井
高
等
学
校

向山洋一向山洋一のの言葉言葉
から学ぶから学ぶ教育実践教育実践
～「向山洋一映像全集」より～～「向山洋一映像全集」より～

写真①

写真③

写真②



TOSSランド・TOSS-SNS・TOSSメディア活用実践
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知りたい本に５秒で出合える
TOSSメディア
初めての学級担任！　準備まで時間がない時にも大助かり。

静岡県藤枝市立葉梨小学校 山
やま

本
もと

 こず恵
え

　４月１日、念願の学級担任が決まった！　うれしい反面、不安がいっぱい。とにかく時間が
ない。何から手を付けたらいいのか分からない。始業式まであと３日。どうしよう。黄金の３
日間について学んでいたのに、資料や本もたくさん持っていたのに。重要な情報がどこに書い
てあるのか見付ける時間もなく、焦る一方。所持する本の中で見付からない！　今すぐ知りた
い！　読みたい！　そんな時「TOSSメディア」なら５秒で見付けることができるのだ。

「黄金の３日間」で検索した。

　31冊ヒットし、５秒で黄金の３日間についての本を確認することができた。スムーズに順序
だてて準備をすることができた。しかも、付箋箇所を後で簡単に見返すこともできた。

「TOSSメディア」（教師のための会員制教育書ライブラリー）http://tossmedia.jp/

　TOSSメディアの利点は、①探しやすい、②書き込みできる、③印刷できる、である。
① 　「探しやすい」：キーワードで検索できる。紙の本よりも文字が大きい。また本によっては

ページ数も少ない。
② 　「書き込みできる」：紙の本と同じように電子でも書き込みができる。さらに付箋を付けた

ページの一覧を出すこともできる。読み返すとき便利。
③ 　「印刷できる」：重要なページはすぐ印刷できる。ノートに貼り黄金の３日間についてまと

めることができる。
　TOSSメディアのおかげで、時間がない中、私だけの「黄金の３日間のノート」を作ること
ができた。常にノートを持ち運び、すぐに内容を確認できた。そして、安心して始業式を迎え
ることができたのだ。

【今月のコンテンツ】
TOSSメディア
「黄金の３日間の徹
底準備」など

TOSS指導法授業が激変！ 最前線
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様
の
事
が
で
き
る
。

Y
ouT

ube

等
の

動
画
サ
イ
ト
に
は
、

各
教
科
書
に
リ
ン

ク
し
た
リ
コ
ー

ダ
ー
の
お
手
本
動

画
が
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
動
画
をGoogle

ド
ラ

イ
ブ
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と
、
子

供
た
ち
に
共
有
さ
れ
、
映
像
を
見
て

ま
ね
し
な
が
ら
吹
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

加
え
て
、
速
度
調
整
の
機
能
が
あ

る
た
め
、
苦
手
な
子
は
「
０
．７
倍
速
」

な
ど
の
ゆ
っ
く
り
な
ペ
ー
ス
で
吹
く
事

が
で
き
、
得
意
な
子
は
「
１
．５
倍
速
」

な
ど
速
い
ペ
ー
ス
に
挑
戦
す
る
事
が
で

き
る
。
ま
さ
に
、
一
人
一
人
に
あ
っ
た

速
度
や
方
法
で
練
習
が
で
き
る
の
だ
。

よ
っ
て
、
担
任
が
教
え
ず
と
も
子
供

た
ち
は
、
め
き
め
き
と
力
を
付
け
て
い

く
。
ま
さ
に
端
末
一
人
一
台
時
代
の
画

期
的
な
指
導
術
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の

方
法
を
知
る
こ
と
で
、
音
楽
の
授
業

が
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
た
。
全
学
年
で
追

試
可
能
な
お
す
す
め
の
実
践
で
あ
る
。

き
、
自
分
の
パ
ー
ト
の
練
習

を
す
る
。

②　

音
を
と
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
子
か
ら
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
外

し
て
、
曲
な
し
で
歌
の
練
習

を
す
る
。

③　

そ
の
後
、
各
パ
ー
ト
に
分

か
れ
全
体
で
合
わ
せ
る
。

　

そ
の
間
、
岩
永
は
一
切
指
導
を
し

て
い
な
い
。
し
か
し
、
子
供
た
ち
の

歌
声
は
綺
麗
に
そ
ろ
っ
て
く
る
。

　

ま
た
、
リ
コ
ー
ダ
ー
指
導
で
も
同

　

一
人
一
台
端
末
時
代
、
音
楽
の
授

業
に
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
」
が
必
需

品
と
な
っ
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
が
自
分
の
ペ
ー

ス
に
あ
っ
た
速
度
や
方
法
で
練
習
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

⑴
必
要
な
物

①

Google

ド
ラ
イ
ブ
が
使
え

る
端
末
（
Ｐ
Ｃ
）

②　

イ
ヤ
ー
ヘ
ッ
ド
ホ
ン

（
オ
ー
プ
ン
型
が
好
ま
し
い
）

　

例
え
ば
、
二
部
合
唱
指
導
で
あ
れ

ば
、
前
も
っ
て
、
各
パ
ー
ト
の
音
源

をGoogle

ド
ラ
イ
ブ
に
入
れ
て
お
く
。

そ
し
て
、以
下
の
流
れ
で
指
導
を
す
る
。

⑵
授
業
の
流
れ

①　

子
供
た
ち
一
人
一
人
が
自

分
の
端
末
で
そ
の
音
源
を
聴

１人１台端末を
活用することで
音楽授業は革新
的に変わる
歌唱指導やリコーダー指
導において「Googleドラ
イブ」の活用が大変有効
である。

長崎県公立小学校

岩
いわ

永
なが

将
しょう

大
だい

GIGAスクール
端末１人１台時代の
指導術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！
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す
る
と
、
教
頭
か
ら
逆
に
「
す
ぐ

に
謝
り
に
来
て
偉
い
ね
」
と
褒
め
ら

れ
た
。
約
三
分
間
の
出
来
事
。

　

放
課
後
の
お
家
の
方
へ
の
電
話
で

は
、
彼
女
た
ち
の
公
園
で
の
出
来
事

だ
け
で
は
な
く
、
す
ぐ
に
非
を
認
め

て
、
逆
に
褒
め
ら
れ
た
こ
と
等
も
話

を
し
た
。
保
護
者
か
ら
も
謝
罪
と
感

謝
を
告
げ
ら
れ
た
。

５　
「
高
学
年
女
子
」
対
応
②

　

自
分
に
非
が
あ
っ
た
と
き
、
素
直

に
認
め
に
く
い
と
き
も
あ
る
。
忘
れ

物
を
し
て
苦
笑
い
を
し
て
い
る
女
子

が
い
た
。
そ
こ
で
「
笑
顔
だ
っ
た
ら

先
生
が
許
す
と
で
も
思
っ
て
い
る
の

で
す
か
？
」
と
言
い
な
が
ら
、
す
ぐ

に
笑
顔
で
「
許
し
ま
す
」
と
言
っ
て

対
応
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。
す
る

と
、
も
っ
と
笑
顔
に
な
る
。「
素
直

に
非
を
認
め
た
ら
叱
ら
な
い
」
ス
タ

ン
ス
は
大
切
だ
と
実
感
す
る
。

　

二
学
期
の
「
シ
ル
バ
ー
の
三
日

間
」
で
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

５　
「
高
学
年
女
子
」
対
応
②

３　
「
仏
の
顔
も
三
度
」
ま
で

　

次
の
日
か
ら
自
分
の
非
を
素
直
に

認
め
た
子
は
叱
ら
な
い
こ
と
を
ブ
レ

ず
に
通
す
。「
ド
ン
マ
イ
」
と
笑
顔

で
対
応
。
子
供
も
ホ
ッ
と
す
る
よ
う

だ
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
同
じ
こ

と
（
宿
題
忘
れ
等
）
で
繰
り
返
し
非

を
伝
え
に
来
る
こ
と
に
関
し
て
は
、

「『
仏
の
顔
も
三
度
ま
で
』
と
言
い
ま

す
が
、『
永
井
の
顔
も
三
度
ま
で
』

で
す
」
と
言
っ
て
、
短
く
指
導
す
る

こ
と
も
あ
る
。

４　
「
高
学
年
女
子
」
対
応
①

　

あ
る
日
、
給
食
時
に
教
頭
か
ら
全

校
放
送
が
あ
っ
た
。
放
課
後
の
公
園

の
様
子
に
つ
い
て
地
域
の
方
か
ら
連

絡
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

す
る
と
、
三
名
の
女
子
が
私
の
と

こ
ろ
に
や
っ
て
来
て
「
さ
っ
き
の
放

送
、
私
た
ち
だ
と
思
い
ま
す
」
と
自

分
た
ち
の
非
を
認
め
た
。
す
ぐ
に
一

緒
に
職
員
室
に
行
き
、
教
頭
に
謝
っ

た
。 ３　

「
仏
の
顔
も
三
度
」
ま
で

４　
「
高
学
年
女
子
」
対
応
①

１　

最
初
の
三
日
間
で
示
す

「
黄
金
の
三
日
間
」
で
子
供
た
ち
も

教
師
を
見
定
め
る
。
そ
こ
で
大
切
な

の
は
「
非
を
素
直
に
認
め
た
子
は
叱

ら
な
い
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
示
す

こ
と
で
あ
る
。

２　

初
日
の
ア
ド
バ
ル
ー
ン
対
応

　

始
業
式
の
所
信
表
明
で
「
伸
び
る

子
の
三
条
件
」
は
、「『
丁
寧
・
素
直
・

続
け
る
』
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
子
を
し
っ
か
り
褒
め
て
い
き
た

い
」
と
伝
え
て
い
る
。

　

初
日
か
ら
人
の
話
を
聞
い
て
い
な

い
子
が
出
る
。
そ
の
子
を
立
た
せ
て

１　

最
初
の
三
日
間
で
示
す

２　

初
日
の
ア
ド
バ
ル
ー
ン
対
応

「
今
、
先
生
が
大
事
な
話
を
し
て
い

た
時
に
話
を
聞
い
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
ね
」
と
詰
め
る
。
そ
の
子
は
自
分

の
非
を
素
直
に
認
め
、「
ハ
イ
」
と

答
え
る
。

　

そ
の
子
の
と
こ
ろ
に
近
寄
る
。
周

り
の
子
は
固
唾
を
呑
ん
で
私
の
対
応

を
見
守
る
。
そ
こ
で
、
ギ
ュ
ッ
と
握

手
を
し
て
笑
顔
で
し
っ
か
り
褒
め
る
。

「
自
分
の
間
違
い
を
認
め
ら
れ
る
子

は
伸
び
る
子
で
す
」。
み
ん
な
一
斉

に
ホ
ッ
と
し
た
様
子
に
な
る
。「
叱

ら
れ
る
」
と
思
っ
た
ら
し
い
。
そ
こ

で
、
素
直
に
非
を
認
め
た
ら
叱
ら
な

い
（
褒
め
ら
れ
る
）
と
学
習
し
た
の

で
あ
る
。

非を素直に認めた子は
叱らない（褒められる）

年間を通してブレずに「非を
認めた子は叱らない」指導を
したら、素直な子が続出。

岡山県岡山市立西小学校

永
なが

井
い

貴
たか

憲
のり

学年別

低学年    中学年    高学年    中高 

学級経営のポイント
すぐに使える
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び
替
え
」
の
方
法
で
あ
る
。

図③

　

図
③
の
児
童
（
Ａ
〜
Ｋ
）
を
タ
イ

ム
順
に
並
び
替
え
る
と
き
は
、
並
び

替
え
た
い
範
囲
を
選
択
し
、「
デ
ー

タ
」
タ
ブ
の
「
並
び
替
え
」
を
選
択

す
る
。
こ
こ
で
、「
先
頭
行
を
デ
ー

タ
の
見
出
し
と
し
て
使
用
す
る
」
の

チ
ェ
ッ
ク
を
外
す
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
（
図
④
）。

図④

　

こ
れ
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
、
Ａ
が

ず
っ
と
列
の
先
頭
に
な
っ
て
し
ま
う
。

リ
レ
ー
の
場
合
は
、
並
び
替
え
た
後
、

「
数
式
」
の
オ
ー
ト
サ
ム
ボ
タ
ン
で

タ
イ
ム
の
平
均
を
出
す
こ
と
で
、
組

み
分
け
が
簡
単
に
な
る
。

る
だ
ろ
う
か
。
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト

で
も
よ
い
が
、
Ａ
と
ず
れ
が
生
じ
て
、

微
修
正
す
る
の
が
手
間
に
な
る
。
そ

の
手
間
を
省
く
方
法
を
次
に
示
す
。

①　

４
本
の
線
を
グ
ル
ー
プ
化

す
る
。

②　

グ
ル
ー
プ
化
し
た
図
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル+

シ
フ
ト
を
押

し
た
ま
ま
、
ド
ラ
ッ
ク
す
る
。

　

こ
の
方
法
で
、

元
の
図
と
平
行

に
複
製
す
る
こ

と
が
で
き
る
た

め
、
微
修
正
す

る
煩
わ
し
さ
を

な
く
す
こ
と
が

で
き
る
（
完
成

形
が
図
②
）。

リ
レ
ー
＆
徒
競
走

　

学
年
リ
レ
ー
の
組
み
分
け
や
徒
競

走
の
走
順
を
決
め
る
と
き
、
エ
ク
セ

ル
を
活
用
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
う
。

職
場
で
意
外
と
聞
か
れ
る
の
が
「
並

リ
レ
ー
＆
徒
競
走

秋
の
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
到
来

　

間
も
な
く
秋
の
運
動
会
が
行
わ
れ

る
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
。
準
備
に
取
り

掛
か
っ
て
い
る
先
生
方
も
多
い
だ
ろ

う
。
準
備
と
し
て
、
学
年
だ
よ
り
を

作
成
し
た
り
、
チ
ー
ム
分
け
を
し
た

り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
資
料
を
作
成

す
る
際
は
、
で
き
る
だ
け
時
間
を
か

け
ず
に
、
分
か
り
や
す
く
作
成
し
た

い
と
思
う
の
が
常
で
あ
る
。

　

学
校
で
よ
く
使
わ
れ
る
ア
プ
リ
と

し
て
、
エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー
ド
が
あ
る
。

資
料
を
作
成
す
る
際
も
、
こ
れ
ら
の

ア
プ
リ
を
使
う
こ
と
が
多
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
運
動
会
資
料
作
成
に
役
立

秋
の
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
到
来

つ
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
、
エ
ク

セ
ル
や
ワ
ー
ド
の
機
能
を
紹
介
し
た
い
。

隊
形
図
作
成
の
時
短
術

　

学
年
だ
よ
り

等
で
、
表
現
種

目
の
隊
形
図
を

載
せ
る
場
合
が

あ
る
。
児
童
の

立
ち
位
置
を
、

保
護
者
に
知
ら

せ
る
た
め
で
あ

る
。

　

例
え
ば
、
図
①
の
Ａ
の
よ
う
な
隊

列
の
図
を
あ
と
三
学
級
分
増
や
し
た

い
場
合
、
先
生
方
は
ど
う
さ
れ
て
い

隊
形
図
作
成
の
時
短
術

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

運動会資料作成
の時短術

ワード＆エクセルの“小さ
じ１杯分”の工夫

東京都八王子市立みなみ野小学校

小
こ

島
じま

庸
よう

平
へい

時間短縮の仕事術仕事術
仕事に役立つこのアプリ！

図②

図①

Ａ
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め
て
聞
い
た
と
き
は
、
無
茶
苦
茶
だ

と
思
っ
た
。
し
か
し
、
科
学
的
に
も
、

笑
顔
が
本
人
や
周
り
に
良
い
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
を
生
か
さ
な
い
手
は
な
い
。

　

子
供
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ス
や
問

題
行
動
な
ど
、
余
程
重
大
な
こ
と
以

外
、
笑
っ
て
対
応
し
た
。

「
あ
は
は
は
、
ち
ょ
っ
と
こ
ぼ
し

ち
ゃ
っ
た
ね
。
一
緒
に
拭
こ
う
か
」

「
い
や
い
や
い
や
い
や
、
走
り
過
ぎ

や
ろ
。
歩
き
な
さ
い
ね
」

　

お
笑
い
の
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
る
感

覚
で
行
う
と
う
ま
く
い
く
。
何
よ
り
、

心
に
余
裕
が
も
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

３　

そ
の
後
の
似
顔
絵

　

約
半
年
後
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
Ａ

君
を
担
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私

の
似
顔
絵
は
、
徐
々
に
笑
顔
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
。
今
後
も
笑
顔
を
心

掛
け
る
。

前
で
微
笑
む
練
習
を
行
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
も
う
少
し
時
間
を
取
っ
て

練
習
す
る
こ
と
に
し
た
。

・
歯
を
見
せ
た
笑
顔
の
練
習

・
歯
を
見
せ
ず
に
笑
顔
の
練
習

・
大
笑
い
し
た
笑
顔
の
練
習

　

様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
笑
顔

を
練
習
す
る
。
な
る
べ
く
自
然
に
見

え
る
よ
う
に
練
習
を
し
て
い
っ
た
。

　

学
校
で
も
笑
顔
の
練
習
を
行
う
。

手
を
洗
っ
た
と
き
、
廊
下
を
歩
い
て

い
る
と
き
、
鏡
や
窓
ガ
ラ
ス
に
顔
が

映
る
と
、
自
分
の
顔
が
笑
顔
か

チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
時
間
を
か
け
る
と
、

周
り
か
ら
変
な
目
で
見
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
ほ
ん
の
一
瞬
の
確
認
で
あ

る
。
し
か
し
、
意
識
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
表
情
を
見
直
す
こ
と
が
で
き

る
。

②
　
笑
い
な
が
ら
対
応
す
る

面
白
い
か
ら
笑
う
ん
じ
ゃ
な
い
。

笑
う
か
ら
面
白
い
ん
だ
。

　

有
田
和
正
氏
の
言
葉
で
あ
る
。
初

１　

あ
る
子
が
描
い
た
似
顔
絵

　

隣
の
ク
ラ
ス
の
Ａ

君
が
、
私
の
似
顔
絵

を
描
い
て
く
れ
た
。

他
の
先
生
の
似
顔
絵

は
に
こ
や
か
だ
が
、
私
だ
け
怒
っ
て

い
る
。「
何
で
、
先
生
だ
け
怒
っ
て

る
の
？
」
私
が
聞
く
と
、
Ａ
君
は

「
怒
っ
て
い
な
い
」
と
答
え
た
。
私

の
普
段
の
顔
が
、
絵
の
よ
う
に
険
し

い
表
情
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
ら
し
い
。
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
Ｄ
表
検
定
項
目
の
一
つ

「
あ
た
た
か
な
表
情
・
対
応
」
を
心

掛
け
て
授
業
を
行
っ
て
き
た
。
校
内

の
研
究
授
業
後
、
笑
顔
に
つ
い
て
コ

メ
ン
ト
を
も
ら
う
こ
と
も
増
え
た
。

自
分
で
は
笑
顔
が
で
き
て
い
る
と
思

い
込
ん
で
い
た
。
子
供
に
と
っ
て
は

そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

２　

笑
顔
の
練
習
を
見
直
す

　

谷
和
樹
氏
の
「
教
師
の
ベ
ー
シ
ッ

ク
ス
キ
ル
」
の
一
番
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
の
が
「
笑
顔
」
で
あ
る
。

笑
顔
は
練
習
す
る
も
の
だ
。

と
も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
笑

顔
の
練
習
は
し
て
き
た
が
、
再
度
、
対

応
も
含
め
て
練
習
す
る
こ
と
に
し
た
。

①
　
鏡
の
前
で
練
習
す
る

　

朝
、
歯
を
磨
く
と
き
な
ど
、
鏡
の

ここを意識するとここを意識すると授業授業がが変わる変わる！！
凄腕教師になるため凄腕教師になるためのスキルスキル

授業技量検定Ｄ表より

子供たちが教えて
くれる本物の笑顔

自分では笑顔でいるつもりでも、
子供たちがそう感じていると
は限らない。時には、子供た
ちに聞いてみよう。

兵庫県尼崎市立小園小学校

大
おお

月
つき

一
はじめ
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T
O
S
S
あ
ん
し
ん

先
生
ガ
ー
ド
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSSあんしん先生ガード

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できますのでトラブルに対応します。
利用料は、年間6,380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSSあんしん先生ガードホームページ　https://toss-senseiguard.com

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
南み

な
み

舞ま
　い衣

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：木村雄介

ガ
ラ
ス
の
弁
償
に
つ
い
て

ど
う
説
明
す
れ
ば
い
い
か

　

休
み
時
間
に
遊
ん
で
い
て
ガ
ラ
ス

を
割
っ
て
し
ま
っ
た
子
が
い
ま
す
。
保

護
者
に
弁
償
の
お
願
い
を
す
る
と
、

「
別
の
子
は
弁
償
し
て
い
な
い
と
聞
い

た
。
ど
う
し
て
う
ち
だ
け
が
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
体

育
の
時
間
の
ボ
ー
ル
で
ガ
ラ
ス
を
割
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
弁
償
の
話
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
保
護
者
に
は
ど
の
よ
う

に
説
明
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。

合
に
は
、
子
供
に
は
不
法
行
為
に
基
づ

く
損
害
賠
償
す
る
責
任
が
出
て
き
ま
す
。

た
だ
し
、
未
成
年
者
で
責
任
を
弁
識
で

き
る
知
能
に
達
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
民

法
上
の
責
任
無
能
力
と
し
て
損
害
賠
償

責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。
こ
の
責
任
を
弁

識
で
き
る
知
能
の
程
度
は
、
固
定
の
年

齢
で
は
な
く
、
事
案
ご
と
子
供
ご
と
に

よ
っ
て
認
定
が
異
な
り
ま
す
が
、
小
学

校
卒
業
が
一
つ
の
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
責
任
無
能
力
な
子
供
に

つ
い
て
は
、
監
督
す
る
保
護
者
が
監
督

者
と
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
と
き
に
、
他
の
子
の
場
合
と
不

平
等
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

必
ず
し
も
不
平
等
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

学
校
の
体
育
の
時
間
で
あ
れ
ば
、ボ
ー

ル
で
遊
ぶ
の
と
異
な
り
、
ボ
ー
ル
の
扱
い

が
下
手
で
あ
っ
た
と
し
て
も
授
業
と
し

て
ボ
ー
ル
を
扱
わ
な
い
と
い
け
な
い
か
ら

で
す
。
ボ
ー
ル
を
う
ま
く
使
え
な
い
た

め
に
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
授
業
の
中
で
ボ
ー
ル

の
扱
い
を
強
制
さ
れ
て
い
る
と
い
う
立

場
に
子
供
を
置
く
の
で
、
休
み
時
間
に

遊
ん
で
い
た
の
と
同
一
視
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
に
区
別
が
き
ち
ん
と
で
き

る
も
の
に
つ
い
て
は
、「
場
面
が
違
う

ん
で
す
よ
。
場
面
に
応
じ
て
責
任
が
あ

る
か
ど
う
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
保
護
者
に
お
伝
え
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

　

学
校
の
き
ま
り
を
守
ら
な
か
っ

た
子
に
罰
と
し
て
掃
除
を
さ
せ
ま

し
た
。
す
る
と
、管
理
職
か
ら
「
罰

掃
除
を
さ
せ
て
は
い
け
な
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
体
罰
に

当
た
る
の
で
し
ょ
う
か
。

教師が と向き合うために教師が と向き合うために

働き方改革！

T
O
S
S
あ
ん
し
ん

先
生
ガ
ー
ド
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

弁
償
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
と

い
う
の
は
、
不
注
意
で
か
つ
そ
の
子
に

責
任
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
の
子
供
が

不
注
意
で
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
場
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特
に
、
ギ
ャ
ン
グ
エ
イ
ジ
の
小
学
校
中
学
年

で
は
、
一
人
を
標
的
に
し
て
、
集
団
で
責
め
る

と
い
う
こ
と
が
起
こ
る
。

　
普
段
は
、
や
ん
ち
ゃ
ば
か
り
し
て
い
る
子
た

ち
も
、
こ
の
時
ば
か
り
は
、
ま
る
で
自
分
が
正

義
の
味
方
に
で
も
な
っ
た
か
の
よ
う
に
、
多
く

を
訴
え
る
。

　
そ
う
な
る
と
、
休
み
時
間
後
の
教
室
は
、
騒

然
と
な
り
、
授
業
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

　
授
業
の
準
備
を
し
て
い
た
多
く
の
子
供
た
ち

は
、
放
置
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
こ
こ
に
「
空
白
」
が
生
ま
れ
る
。

　
空
白
は
、「
教
師
の
隙
」
で
あ
る
。
こ
の
隙

が
生
ま
れ
る
と
、
子
供
は
他
の
こ
と
に
注
意
が

向
く
。
そ
し
て
、
新
た
な
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が

る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
と
き
に

は
、
対
応
の
原
則
が
あ
る
。

全
体
、
然
る
後
に
個

　
ま
ず
、
全
体
に
大
き
な
課
題
を
与
え
、
然
る

後
に
、
個
別
指
導
を
行
う
と
い
う
原
則
だ
。

「
読
書
を
し
て
い
な
さ
い
」

「
漢
字
ス
キ
ル
◯
ペ
ー
ジ
を
し
ま
す
」

な
ど
、
子
供
た
ち
が
安
定
し
て
活
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
課
題
を
、
先
に
与
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
指
示
し
た
後
、
全
員
が
何
を
す

れ
ば
よ
い
か
を
理
解
し
、
集
中
し
て
活
動
を
し

始
め
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

　
そ
う
し
て
初
め
て
、
け
ん
か
を
し
た
子
供
た

ち
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
。

　
個
別
の
対
応
を
優
先
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
は
、
全
体
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
第
一
に

考
え
た
い
。

　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
た
子
た
ち
は
、

「
太
郎
く
ん
が
、
二
郎
く
ん
が
キ
ャ
ッ
チ

し
た
ボ
ー
ル
を
無
理
矢
理
奪
お
う
と
し
て
、

二
郎
く
ん
が
転
ん
だ
の
に
、
太
郎
く
ん
、

謝
り
ま
せ
ん
！
」
と
訴
え
る
。

　
鬼
ご
っ
こ
を
し
て
い
た
子
た
ち
は
、

「
三
郎
く
ん
が
、
タ
ッ
チ
さ
れ
た
の
に
、

い
つ
も
タ
ッ
チ
さ
れ
て
な
い
っ
て
言
う
ん

で
す
！
」
と
訴
え
る
。

　
時
に
、
け
が
を
し
て
帰
っ
て
く
る
子
も

い
る
も
の
だ
か
ら
、
教
師
は
慌
て
ふ
た
め

い
て
し
ま
う
。
教
室
に
は
、
次
の
授
業
の

準
備
を
し
て
待
っ
て
い
る
子
が
多
数
い
る

が
、
数
名
の
け
ん
か
対
応
に
追
わ
れ
、
そ

れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

学級崩壊を防ぐ

若手若手
必読！必読！

向山実践の
トンイポ

宮
城
県
仙
台
市
立
蒲
町
小
学
校

富と

樫が
し

僚り
ょ
う

一い
ち

「
全
体
、
然
る
後
に
個
」
は
ト
ラ
ブ
ル
対
応
の
原
則

教
室
に
生
ま
れ
る
「
空
白
の
時
間
」
は
、
新
た
な
ト
ラ
ブ
ル
を
生
む
。
個
別
指

導
の
前
に
、
ま
ず
、
全
体
の
活
動
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
は
、
学
級
の
安
定
へ
と

つ
な
が
る
。
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サ
ポ
ー
タ
ー
と
呼
ぶ
訳

学
級
及
び
取
り
巻
く
環
境
を
共
同
体
と
考
え
る
な
ら
、
呼
称
は
「
保
護
者
」
の
ま
ま
で
良
い
。

子
供
を
伸
ば
す
機
能
体
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
呼
ぶ
の
が
適
し
て
い
る
。

私
は
後
者
を
採
る
。

　
入
学
時
の
授
業
開
き
で
、
国
語
を
学
ぶ
目
的

は
二
つ
だ
と
趣
意
説
明
す
る
。

　
一
つ
は
、
胸
を
打
つ
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
書
く
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、

相
手
が
思
わ
ず
飛
び
付
い
て
く
る
よ
う
な
プ
ロ

ポ
ー
ズ
を
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　
半
分
冗
談
だ
が
、
半
分
本
気
で
あ
る
。

　
先
日
、
授
業
で
ラ
ブ
レ
タ
ー
を
書
か
せ
た
。

た
だ
書
か
せ
た
の
で
は
な
い
。
ス
テ
ッ
プ
を
踏

ん
で
指
導
し
、
最
終
パ
ー
ツ
と
し
て
、
ラ
ブ
レ

タ
ー
に
取
り
組
ま
せ
た
。

　
や
ん
ち
ゃ
が
熱
中
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
物
静
か
な
男
女
が
「
全
集
中
」
状
態
で
の

め
り
込
ん
だ
。

　
私
の
授
業
で
は
、
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
ら
各

自
で
席
を
立
ち
教
室
に
戻
っ
て
良
い
。
し
か
し
、

誰
も
立
た
な
い
。
あ
あ
だ
こ
う
だ
言
い
な
が
ら

書
き
続
け
て
い
る
。
ひ
と
と
お
り
書
い
た
も
の

を
読
み
合
っ
て
熱
狂
的
に
盛
り
上
が
っ
て
い
る

グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。
学
校
公
開
で
参
観
に
訪
れ

た
保
護
者
た
ち
が
驚
き
つ
つ
、
満
面
の
笑
み
で

見
守
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　
さ
て
、
私
の
学
年
で
は
保
護
者
を
サ
ポ
ー

タ
ー
と
呼
ぶ
。
保
護
者
会
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。

　
書
け
る
時
だ
け
最
低
限
の
こ
と
を
書
き
連
ね

て
き
た
拙
学
級
通
信
が
、
昨
日
一
〇
〇
号
を
超

え
た
。
今
朝
、
複
数
の
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
電
話

や
手
紙
に
よ
る
お
祝
い
が
寄
せ
ら
れ
た
。
美
し

い
鉢
植
え
を
く
だ
さ
る
方
も
い
た
。

　
心
震
え
る
手
紙
を
く
だ
さ
っ
た
方
は
「
恥
ず

か
し
い
か
ら
内
緒
で
」
と
言
う
。
通
信
で
以
下

の
よ
う
に
紹
介
し
た
。

□
「
恥
ず
か
し
い
か
ら
載
せ
な
い
で
ほ
し
い
」

と
あ
る
か
ら
残
念
な
が
ら
控
え
る
が
、
あ
る
サ

ポ
ー
タ
ー
か
ら
本
通
信
の
百
号
発
行
を
祝
う
お

便
り
を
い
た
だ
い
た
。

　
私
が
保
護
者
を
サ
ポ
ー
タ
ー
と
呼
ぶ
の
は
、

子
供
の
成
長
と
、
そ
の
成
長
を
支
え
る
重
要
な

環
境
た
る
学
級
集
団
の
向
上
と
を
願
い
、
支
え

る
た
め
に
汗
を
か
い
て
ほ
し
い
と
願
う
か
ら
で

あ
る
。
誰
も
が
多
忙
な
こ
と
は
重
々
承
知
し
て

い
る
。
そ
ん
な
中
で
学
校
の
教
育
活
動
に
興
味

関
心
を
も
ち
、
具
体
的
な
心
配
り
を
し
て
く
れ

る
か
ら
こ
そ
、
心
に
染
み
入
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

た
い
へ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
□

　
二
十
代
の
通
信
に
も
書
い
た
。
学
校
と
家
庭

は
両
輪
で
あ
る
。
同
じ
回
転
数
を
保
て
ば
こ
そ
、

勢
い
よ
く
か
つ
美
し
く
前
進
で
き
る
。
是
々

非
々
で
対
応
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
関
わ
り
が

あ
り
、
今
が
あ
る
。

　
残
り
九
か
月
、
更
に
強
く
、
熱
く
、
オ
ー
プ

ン
マ
イ
ン
ド
で
連
携
し
て
い
く
。

実践日誌圧倒的圧倒的
長谷川博之の

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
吉
見
町
立
吉
見
中
学
校
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こ
れ
だ
け
だ
。

驚
く
こ
と
に
、
こ
の
後
、
三
〜
四

回
の
練
習
で
ほ
と
ん
ど
の
子
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

私
も
追
試
し
た
が
、
や
は
り
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

技
術
が
伝
播
す
る
の
だ
。

さ
て
、
も
う
少
し
演
習
し
よ
う
。

向
山
氏
が
算
数
の
補
講
を
す
る
。

で
き
な
い
子
た
ち
だ
け
を
集
め
て
放

課
後
に
教
え
る
、
そ
の
初
回
。

向
山
氏
は
、
集
ま
っ
た
子
供
た
ち

に
「
た
し
算
」
を
教
え
る
こ
と
に
す

る
。「
78
＋
２
９
６
」
の
よ
う
な
計

算
を
教
え
る
の
だ
。

教
え
る
に
当
た
っ
て
の
、
向
山
氏

の
「
趣
意
説
明
」
を
予
想
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

（
続
く
）

第
三
に
、
く
っ
き
り
と
分
か
る
。

「
な
ら
ば
、
応
援
で
き
る
と
こ
ろ
は

②
し
か
な
い
」

と
い
う
こ
と
が
明
確
に
伝
わ
る
。

し
た
が
っ
て
、
ハ
チ
マ
キ
に
六
〇

秒
か
か
っ
て
い
た
ら
、
全
く
応
援
で

き
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
が
、
先
ほ
ど
の
数

秒
の
趣
意
説
明
で
全
て
伝
わ
る
の
で

あ
る
。

こ
の
後
の
向
山
氏
の
指
示
。

【
指
示
】

　

一
〇
秒
以
内
に
ハ
チ
マ
キ
を
し

ま
す
。
ど
の
よ
う
に
し
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。

も
う
趣
意
説
明
は
い
ら
な
い
。
突

破
す
る
子
も
出
て
く
る
。

し
か
し
、
三
分
の
一
く
ら
い
の
子

が
で
き
て
い
な
い
。

こ
の
状
態
で
の
、
次
の
向
山
氏
の

指
示
は
有
名
で
あ
る
。

【
指
示
】

　

三
秒
以
内
に
ハ
チ
マ
キ
を
し
ま
す
。

【
向
山
洋
一
の
趣
意
説
明
集
】
２

③　

応
援
団
に
二ｍ
七
〇
㎝
の
ハ
チ
マ

キ
を
初
め
て
渡
す
場
面
（
つ
づ
き
）

先
月
紹
介
し
た
「
応
援
団
の
ハ
チ

マ
キ
」
で
の
向
山
氏
の
趣
意
説
明
を

再
度
整
理
し
て
お
こ
う
。

次
の
流
れ
で
あ
っ
た
。

【
指
示
】

　

今
か
ら
ハ
チ
マ
キ
の
練
習
を
し

ま
す
。
六
〇
秒
以
内
に
ハ
チ
マ
キ

を
し
ま
す
。（
ほ
と
ん
ど
の
子
が

で
き
な
い
）

【
六
〇
秒
の
趣
意
説
明
】

　

一
分
間
と
い
う
の
は
応
援
団
が

演
技
す
る
時
間
で
す
。
出
て
行
っ

て
、
応
援
し
て
、
帰
っ
て
き
て
、

一
分
で
す
。

こ
こ
で
、
な
ぜ
「
六
〇
秒
」
な
の

か
を
説
明
し
た
。

こ
の
趣
意
説
明
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は

多
い
。

第
一
に
、
短
い
。

「
応
援
団
が
演
技
す
る
時
間
」

と
言
い
切
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
分
解
し
て
い
る
。

①　

出
て
行
っ
て

②　

応
援
し
て

③　

帰
っ
て
き
て

こ
の
①
〜
③
で
一
分
な
の
だ
。

東京都・玉川大学教職大学院教授

谷
たに

和
かず

樹
き

【解説】授業の原則10カ条
「趣意説明の原則」（７）

８月号の続きである。「超」基
本的・初歩的な趣意説明の例
を向山氏の実際の事例から紐
解き、演習してみよう。読者
諸氏にも、ぜひ予想していた
だきたい。

～子供が変わる教師のベーシックスキル～

谷 和樹
教授の

「授業の原則10カ条」
講  座
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大
学
時
代
、
東
京
渋
谷
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
四

年
間
通
っ
た
。
夜
学
で
あ
る
。
授
業
は
夕
方
六

時
か
ら
九
時
半
ま
で
の
二
コ
マ
。
フ
ル
に
取
っ

て
幼
稚
園
・
小
学
校
一
種
免
許
を
取
得
し
た
。

昼
間
は
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
し
て
月
に
一
五
万

円
ほ
ど
稼
い
だ
。

　

昼
間
自
由
に
な
る
の
で
、
大
学
の
三
年
四
年

生
の
時
は
、
都
内
小
学
校
の
研
究
発
表
会
に
足

を
運
ん
だ
。
は
じ
め
、
ど
の
授
業
を
見
れ
ば
よ

い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
直
剣
で
、
面
白
そ
う

な
授
業
を
見
に
行
っ
た
。

　

研
究
の
冊
子
が
受
付
で
渡
さ
れ
る
。
あ
る
時
、

最
終
ペ
ー
ジ
の
研
究
主
任
に
印
が
付
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
ま
ず

研
究
の
中
心
者
の
教
室
を
の
ぞ
き
に
行
っ
た
。

　

お
よ
そ
六
〇
校
。
公
開
授
業
を
見
て
、
授
業

記
録
を
取
っ
た
。
当
時
は
、
教
師
の
褒
め
言
葉

を
中
心
に
メ
モ
し
た
。
発
問
・
指
示
も
記
録
し

た
。

　

授
業
記
録
を
取
る
こ
と
は
、
今
も
行
っ
て
い

る
。
現
在
は
、
Ａ
４
一
枚
に
収
ま
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

　

校
内
研
究
で
も
、
講
師
で
呼
ば
れ
る
と
き
で

も
、
メ
モ
を
取
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

五
分
で
九
コ
マ
を
意
識
し
、
時
間
を
見
な
が

ら
メ
モ
を
し
て
い
く
。

　

メ
モ
を
し
な
が
ら
「
私
な
ら
こ
う
す
る
か

な
」
と
代
案
を
考
え
る
。
こ
れ
が
、
自
分
の
技

量
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。

　

若
く
て
も
ベ
テ
ラ
ン
で
も
、
授
業
の
う
ま
い

人
の
授
業
記
録
は
す
っ
き
り
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
無
駄
な
発
話
が
な
く
、
発
問
・
指
示

が
明
確
で
あ
る
か
ら
だ
。

　

楽
し
み
な
が
ら
授
業
記
録
を
取
る
こ
と
を
お

勧
め
す
る
。

　
授
業
記
録
を
楽
し
ん
で
付
け
る

発
問
・
指
示
が
明
確
な
授
業
は
、
授
業
記
録
が
取
り
や
す
い
。
代
案
を
考
え
な
が
ら
記
録
す
る
こ
と
で
、

授
業
の
見
る
目
が
鍛
え
ら
れ
、
授
業
技
量
が
向
上
す
る
。

東
京
都
小
平
市
立
小
平
第
一
小
学
校

千ち

葉ば

雄ゆ
う

二じ

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

私の
教師道

▲２年生「お手紙」の授業記録



授業力向上に
役立つこの１冊

向山洋一が学んだこの１冊！
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一
　
齋
藤
孝
氏
の
『
身
体
感
覚
を
取
り
戻
す
』

　
齋
藤
氏
は
、日
本
の
伝
統
的
な
身
体
文
化
は
「
腰

と
肚
」
の
文
化
で
あ
っ
た
と
い
う
。
腰
を
据
え
る
、

肚
を
決
め
る
と
い
っ
た
精
神
的
、
身
体
的
な
様
相

が
、
昔
の
日
本
人
に
は
し
っ
か
り
と
身
に
付
い
て

お
り
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、
そ
の
中
心
（
芯
）

感
覚
が
喪
失
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
問
題
意
識

を
も
っ
た
。

　
例
え
ば
、
腰
く
だ
け
、
肚
が
決
ま
ら
な
い
、
と

い
う
よ
う
な
状
態
で
あ
り
、
明
治
の
人
の
よ
う
に

一
本
筋
が
通
っ
て
い
な
い
状
況
へ
の
憂
い
で
あ
る
。

　
齋
藤
氏
は
、
身
体
が
自
然
と
立
た
せ
る
状
態
で

も
し
っ
か
り
と
腰
を
据
え
て
立
っ
て
い
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
そ
れ
が
自
然
体
で
あ
っ
て
も
技
化

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
主
張
す
る
。
そ
れ
こ
そ
が

「
腰こ
し

肚は
ら

文
化
」
の
中
心
で
あ
る
と
の
斎
藤
氏
の
言
で

あ
る
。

　
も
う
一
つ
、齋
藤
氏
が
紹
介
し
て
い
る
の
は
「
歩

く
と
い
う
技
」
で
あ
る
。

　
二
十
世
紀
に
な
っ
て
衰
退
し
た
身
体
文
化
の
一

つ
は
「
長
距
離
歩
行
」
だ
と
い
う
。
現
代
人
の
歩

行
は
、
明
治
大
正
期
に
比
べ
格
段
に
少
な
く
な
っ

た
と
い
う
。な
お
大
正
自
由
教
育
の
代
表
者
で
あ
っ

た
木
下
竹
次
が
長
距
離
歩
行
を
重
要
な
教
育
の
柱

と
し
て
挙
げ
て
い
た
こ
と
は
、
興
味
深
い
。

二
　
型
と
技
の
見
直
し
論

　
こ
の
よ
う
な
齋
藤
氏
の
身
体
論
の
中
で
、
向
山

氏
が
集
中
し
て
マ
ー
カ
ー
を
引
い
て
い
た
の
が
第

三
章
「
型
と
技
を
見
直
す
〜
身
体
知
の
先
人
」
で

あ
る
。

　
齋
藤
氏
が
身
体
知
の
先
人
と
呼
ん
だ
の
は
、
幸

田
露
伴
で
あ
っ
た
。
向
山
氏
の
ペ
ー
ジ
の
角
の
折

り
込
み
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
マ
ー
カ
ー

の
始
ま
り
も
、
こ
の
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
身
体
知
と
は
、
実
際
に
体
を
動
か
す
こ
と
を
通

し
て
身
に
付
け
ら
れ
た
知
恵
の
こ
と
で
あ
り
、
齋

藤
氏
は
、
露
伴
が
生
活
上
の
技
術
の
達
人
だ
っ
た

と
評
し
て
い
る
。
そ
の
検
証
を
露
伴
の
娘
、
幸
田

文
の
作
品
『
父
・
こ
ん
な
こ
と
』（
新
潮
文
庫
）
を

通
し
て
、
こ
こ
で
は
論
じ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、「
掃
除
の
稽
古
」
で
は
、
道
具
に
対
す

る
露
伴
の
こ
だ
わ
り
様
を
強
調
し
た
。
道
具
は
単

な
る
物
で
は
な
く
、
修
練
を
通
じ
て
自
分
の
身
体

の
延
長
に
な
る
も
の
で
あ
る
、
と
。
さ
ら
に
は
、

道
具
と
技
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
娘
に

教
え
て
い
る
と
解
説
す
る
。

三
　
向
山
氏
の
技
術
論
と
の
共
通
語

　
こ
の
後
の
マ
ー
カ
ー
に
は
、
向
山
氏
の
技
術
論

に
出
て
く
る
よ
う
な
趣
旨
の
文
言
が
多
々
あ
る
。

そ
れ
を
い
く
つ
か
抜
粋
す
る
。

イ
　
型
と
技
の
本
質
は
、
限
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。

ロ
　
型
や
基
本
技
は
非
常
に
質
の
高
い
動
き
で
あ

り
、
そ
れ
を
正
確
に
反
復
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
く
た
め
に
は
修
業
が
必
要
で
あ
る
。

ハ
　
ま
ね
る
力
、
盗
む
力
。
初
心
者
で
も
ま
ね
る

こ
と
は
で
き
る
。
技
を
盗
む
こ
と
は
上
達
に
関

し
て
の
方
法
的
な
意
識
を
基
礎
に
す
る
。

ニ
　
プ
ロ
と
ア
マ
を
分
け
る
の
は
不
調
に
陥
っ
た

時
に
立
ち
戻
る
基
本
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。

ホ
　
基
本
は
限
定
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。

　
そ
の
他
、
こ
の
三
章
で
は
武
道
家
の
南
郷
継
正

や
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
技
論
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

自
身
の
技
量
向
上
の
た
め
に
参
考
と
な
る
。

著
名
な
教
育
学
者
と

共
通
す
る
知
見

身
体
論
の
中
に
型
と
技
術
の
理
論
が
あ
り
、
そ
の
主

張
と
向
山
氏
は
出
合
っ
て
い
た
。

『身体感覚を取り戻す』
（齋藤孝著　NHK出版）

板い
た

倉く
ら

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
　
A

」

め
あ
て
の
必
要
性
を
考
え
る

め
あ
て
は
本
当
に
必
要
か
？
　
な
ぜ
必
要
か
？

意
図
的
に
示
さ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
め
あ
て
を
「
途
中
で
」
示
し
た
方
が
、
単
元

数
時
間
を
見
通
し
た
と
き
に
は
良
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
前
時
に
示
し
て
あ
る
の
で
本
時
で
は

再
度
示
す
必
要
が
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
当
然
で
す
。

め
あ
て
を
書
く
こ
と
自
体
が
目
的
に
な
っ
た
ら

本
末
転
倒
で
す
。

な
ぜ
「
め
あ
て
」
を
書
い
た
の
か
？

書
い
た
こ
と
で
子
供
た
ち
に
ど
ん
な
効

果
が
あ
っ
た
の
か
？

　
そ
こ
が
検
証
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

　
め
あ
て
を
書
い
た
ら
、
逆
に
子
供
た
ち
の
学

習
意
欲
が
高
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

「
め
あ
て
と
主
発
問
が
同
じ
」
と
は
、
初
め
て

聞
き
ま
し
た
。
全
然
違
う
と
思
い
ま
す
。
も
し

同
じ
な
ら
、「
め
あ
て
」
と
書
か
な
い
で
、
黒

板
に
、「
発
問
」
と
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

で
す
よ
ね
。め
あ
て
と
は
通
常
、次
の
こ
と
で
す
。

子
供
た
ち
か
ら
見
た
時
の
学
習
目
標

「
今
日
は
こ
れ
が
分
か
る
よ
う
に
な
ろ
う
ね
」

の
よ
う
な
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
た
め
に
、
初
め

に
示
す
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
あ
え
て

Q1
め
あ
て
は
毎
時
間
書
い
た
方
が
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。
め
あ
て
と
主
発
問
は
同

じ
だ
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
も

そ
も
め
あ
て
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

Q2
谷
先
生
は
、
毎
時
間
、
主
発
問

を
考
え
て
授
業
さ
れ
て
い
ま
し

た
か
？

＆＆

授業技量向上授業技量向上のの法則法則

谷た
に

和か
ず

樹き

東
京
都
・
玉
川
大
学

教
職
大
学
院
教
授

　
機
械
的
に
め
あ
て
は
示
さ
な
い

「
め
あ
て
を
毎
時
間
書
く
」
な
ん
て
決

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
め
あ
て
」
を
書
く
書
か

な
い
は
手
段
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
効
果
を
狙
う
か
ら
「
め
あ
て
」

を
書
く
、
こ
の
よ
う
な
効
果
を
狙
う
か
ら
書
か

な
い
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
組
み
立
て
る
の
が

授
業
設
計
で
す
。

「
め
あ
て
は
必
ず
書
く
」
と
機
械
的
に
決
め
て

し
ま
う
と
、
手
段
が
目
的
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

A1

A2
主
発
問
を
毎
時
間
必
ず
考
え
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
主
発
問
的

な
も
の
は
あ
り
ま
す
よ
。
国
語
の
読
解
と
か
、

社
会
の
概
念
探
究
と
か
、「
意
見
が
分
か
れ
る
」

よ
う
な
発
問
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
が
メ
イ
ン
だ

よ
な
っ
て
い
う
感
覚
は
あ
り
ま
す
。

　
算
数
で
も
例
題
の
基
本
型
み
た
い
な
と
こ
ろ

が
主
発
問
的
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
う
い
っ
た
構
造
は
自
分
の
中
に
は
あ
る
に

せ
よ
、
毎
時
間
毎
時
間
、
機
械
的
に
主
発
問
を

必
ず
意
識
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
す
ね
。

動画
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向む
こ
う

山や
ま

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
教
育
学
部
特
任
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

運
動
会
再
考

う
か
、
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

□
全
校
ダ
ン
ス　
　
　

□
全
校
競
技

□
準
備
運
動　
　
　
　

□
入
場
行
進

□
紅
白
リ
レ
ー　
　
　

□
応
援
合
戦

□
鼓
笛
パ
レ
ー
ド　
　

□
職
員
競
技

□
Ｐ
Ｔ
Ａ
競
技　
　
　

□
同
窓
生
競
技

□
次
年
度
就
学
児
競
技
□
来
賓
競
技

□
校
長
挨
拶　
　
　
　

□
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
挨
拶

□
国
旗
・
校
旗
掲
揚　

□
児
童
始
め
の
言
葉

□
体
育
主
任
競
技
上
の
注
意

□
優
勝
旗
・
準
優
勝
杯
返
還

□
運
動
会
の
歌
合
唱　

□
得
点
の
発
表

□
全
校
、
親
子
弁
当　

□
整
理
運
動

□
優
勝
旗
・
準
優
勝
杯
授
与

□
校
長
の
講
評　
　
　

□
来
賓
万
歳
三
唱

□
校
歌
斉
唱　
　
　
　

□
児
童
終
わ
り
の
言
葉

□
国
旗
・
校
旗
降
納

　

二
八
項
目
の
う
ち
、
ど
れ
く
ら
い
の
数
を

回
復
す
る
に
は
、
全
治
三
年
の
リ
ハ
ビ
リ
期

間
が
必
要
だ
。
だ
か
ら
、
取
り
あ
え
ず
簡
易

な
運
動
会
で
再
開
す
る
の
は
仕
方
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
午
前
中
だ
け
の
運
動
会
が
、

「
働
き
方
改
革
」
の
進
行
と
あ
い
ま
っ
て
、

主
流
に
な
る
懸
念
が
あ
る
。

　

昨
夏
、
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
、「
運
動
会

は
午
前
中
開
催
か
全
日
開
催
か
、
ど
ち
ら
が

よ
い
か
」
を
尋
ね
た
。
約
九
割
が
「
午
前
中

開
催
に
賛
成
」
と
答
え
た
。
同
じ
時
期
に
、

千
葉
県
安
房
地
区
の
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
で
も
尋
ね
た
。「
午
前
中
開
催
に
賛
成
が

五
割
」「
全
日
開
催
に
賛
成
が
五
割
」
だ
っ
た
。

二
　
コ
ロ
ナ
前
運
動
会
の
種
目
点
検

　

ど
の
学
校
で
も
子
供
た
ち
は
、
徒
競
走
、

表
現
、
団
体
競
技
の
三
種
目
に
出
場
す
る
。

ほ
か
に
次
の
よ
う
な
種
目
や
活
動
が
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
運
動
会
に
お
い
て
、
必
要
か
ど

一
　
午
前
中
だ
け
の
運
動
会

「
お
わ
ら
風
の
盆
」
も
終
わ
り
、
朝
晩
の
涼

風
に
夏
の
火
照
り
が
次
第
に
抜
け
て
い
く
。

コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
横
に
お
で
ん
コ
ー
ナ
ー
が

据
え
ら
れ
る
。
初
秋
は
、
日
本
酒
が
こ
と
の

ほ
か
う
ま
い
。
釧
路
産
の
サ
ン
マ
に
三
浦
の

大
根
、
徳
島
産
の
す
だ
ち
。
備
前
焼
の
ぐ
い

吞
み
が
ぬ
る
燗
を
引
き
立
て
る
。

　

三
年
余
の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
活
。
運
動

会
の
形
式
が
変
わ
っ
た
。「
体
育
発
表
会
」

と
称
し
、
種
目
は
徒
競
走
と
表
現
の
み
。
低

学
年
の
部
、
中
学
年
の
部
。
高
学
年
の
部
を

そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
午
前
中
で
終
了
。

　

昨
年
は
こ
う
い
う
運
動
会
が
多
く
な
っ
た
。

今
秋
の
運
動
会
は
ど
こ
ま
で
「
回
復
」
す
る

だ
ろ
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
「
勉
強
学
校
」
に
な
っ
た
。

我
が
国
の
伝
統
的
な
「
行
事
学
校
」
に
完
全

の

新
時
代

77
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学
校
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の
「
体
育
学
習
発
表
会
」
に
な
っ
た
。
わ
ず

か
二
時
間
開
催
や
午
前
中
開
催
で
「
水
を
濁

せ
る
」
の
な
ら
「
そ
れ
も
よ
し
」
と
思
う
人

が
多
数
出
現
し
た
。

　

何
と
言
っ
て
も
「
働
き
方
改
革
」
と
か

「
熱
中
症
対
策
」
と
か
の
︿
錦
の
御
旗
﹀
が

あ
る
。
そ
れ
に
、「
授
業
時
数
確
保
」「
感
染

症
予
防
」「
保
護
者
の
負
担
軽
減
」「
不
審
者

対
策
」「
本
来
の
体
育
学
習
重
視
」
等
、
付

随
す
る
旗
も
い
く
ら
で
も
立
て
ら
れ
る
。

　

午
前
中
開
催
の
体
育
学
習
発
表
会
に
出
掛

け
る
の
は
、
両
親
と
余
裕
の
あ
る
祖
父
母
く

ら
い
だ
。
祭
り
と
し
て
の
運
動
会
だ
か
ら
、

無
理
し
て
で
も
い
く
。
し
か
し
、
午
前
中
開

催
の
発
表
会
で
は
、
教
育
委
員
会
や
地
域
関

係
者
、
教
職
員
Ｏ
Ｂ
、
地
域
関
係
者
、
同
窓

生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｂ
、
近
隣
中
学
校
長
、
同
幼

稚
園
長
等
の
足
は
遠
の
く
。
私
も
、
無
理
に

都
合
を
付
け
て
ま
で
行
こ
う
と
は
思
わ
な
い
。

　

こ
う
し
て
、
学
校
は
年
に
一
回
の
、「
学

校
応
援
団
」
を
受
け
入
れ
る
機
会
を
ひ
弱
に

す
る
。「
学
校
応
援
団
」
の
貧
困
化
は
、
数

年
後
に
ボ
デ
ィ
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
学
校
を
弱

体
化
さ
せ
る
。
し
か
し
、
管
理
職
を
含
め
て

教
職
員
は
そ
の
怖
さ
に
気
付
か
な
い
。

度
。

　

担
任
時
代
の
運
動
会
練
習
。
夏
休
み
末
に
、

三
日
間
の
特
別
練
習
日
。
鼓
笛
隊
と
組
立
て

体
操
の
特
別
練
習
。
汗
を
か
い
た
後
に
プ
ー

ル
。
応
援
団
担
当
の
と
き
は
、
毎
朝
特
別
練

習
。
紅
白
リ
レ
ー
担
当
の
際
は
、
給
食
配
膳

中
に
校
庭
で
特
別
練
習
。
本
番
前
の
一
か
月

間
は
、
学
校
全
体
が
運
動
会
モ
ー
ド
に
な
る
。

　

保
護
者
や
地
域
の
人
も
、
大
変
で
あ
る
。

私
の
孫
の
父
親
は
、
運
動
会
当
日
午
前
四
時

前
か
ら
校
門
前
に
並
び
、
じ
じ
ば
ば
た
ち
と

の
昼
食
場
所
を
確
保
し
て
く
れ
る
。
北
海
道

の
バ
ス
ガ
イ
ド
は
、「
運
動
会
の
お
弁
当
作

り
は
一
世
一
代
で
気
合
い
を
入
れ
て
作
ら
な

い
と
嫁
と
し
て
の
評
価
が
落
ち
る
」
と
言
う
。

東
京
八
丈
島
は
人
口
減
少
で
、
子
供
の
種
目

の
間
に
豚
レ
ー
ス
を
入
れ
た
。
そ
の
豚
は
後

日
焼
い
て
賞
味
し
た
。
隣
の
小
学
校
の
レ
ー

ス
、
ス
ナ
ッ
ク
や
バ
ー
の
従
業
員
が
派
手
な

洋
服
で
出
場
し
た
。
福
岡
県
の
運
動
会
は
、

そ
の
筋
の
親
分
の
子
供
が
出
場
す
る
の
で
、

若
い
衆
が
日
よ
け
テ
ン
ト
を
張
っ
た
。

「
昭
和
の
運
動
会
」
は
こ
う
し
て
、「
平
成

の
時
代
」
ま
で
、
営
々
と
し
て
続
け
ら
れ
て

き
た
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
件

く
だ
ん

必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
二
〇
項
目
未
満

の
方
も
、
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。

　

フ
ル
ス
ペ
ッ
ク
の
運
動
会
の
時
程
は
、
お

よ
そ
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

午
前
六
時
三
〇
分　
　

開
催
の
決
定

午
前
七
時　
　
　
　
　

教
職
員
出
勤　

準
備

午
前
七
時
一
〇
分　
　

保
護
者
用
正
門
開
放

午
前
七
時
三
〇
分　
　

係
児
童
登
校　

準
備

午
前
八
時
二
〇
分　
　

教
職
員
打
合
せ

午
前
八
時
三
〇
分　
　

児
童
校
庭
集
合

午
前
八
時
三
五
分　
　

入
場
開
始

午
前
一
一
時
五
〇
分　

午
前
の
部
終
了

午
後
一
時　
　
　
　
　

午
後
の
部
開
始

午
後
三
時　
　
　
　
　

終
了　

片
付
け
開
始

午
後
三
時
五
〇
分　
　

片
付
け
終
了

午
後
五
時
三
〇
分　
　

懇
親
会
開
始

三
　
昭
和
の
運
動
会
、
コ
ロ
ナ
後
の
運
動
会

　

運
動
会
は
地
域
の
祭
り
で
あ
る
。
子
供
時

代
の
運
動
会
。
数
日
前
か
ら
、雑
貨
屋
で
「
は

だ
し
足
袋
」
や
「
紅
白
は
ち
ま
き
」
の
特
売
、

運
動
会
当
日
は
、
早
朝
に
は
開
催
の
合
図
を

知
ら
せ
る
花
火
。
正
門
付
近
に
は
、
綿
あ
め

や
イ
カ
焼
き
等
の
屋
台
。
親
た
ち
は
、
早
朝

か
ら
海
苔
巻
き
や
稲
荷
、
卵
焼
き
な
ど
の
支



特

別

連

載

―人生には何一つ無駄なことはない

ノボニシノボニシ通信22

70

 
関西外国語大学 
教授

西
にし

阪
さか

 昇
のぼる

nobonisi@kansaigaidai.ac.jp

　

会
議
は
何
と
か
こ
な
し
、
私
の
発
言
も
良

か
っ
た
と
言
わ
れ
、
発
言
原
稿
を
見
せ
て
ほ

し
い
と
事
務
局
か
ら
言
わ
れ
た
。た
だ
、ず
っ

と
英
語
漬
け
で
非
常
に
疲
れ
た
の
と
、
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
で
の
自
由
な
会
話
が
な
か

な
か
で
き
ず
残
念
に
思
っ
た
。
帰
国
し
た
直

後
は
、
や
は
り
英
語
を
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に

な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
、
ラ
ジ
オ
の

英
会
話
番
組
を
聞
い
た
り
勉
強
に
励
ん
だ
り

す
る
こ
と
に
な
る
。
英
語
帝
国
主
義
は
嫌
だ

と
思
う
が
、
し
よ
う
が
な
い
。
し
か
し
、
な

か
な
か
続
か
な
い
。
そ
の
後
も
、
国
際
会
議

に
出
席
す
る
た
び
に
そ
の
繰
り
返
し
で
あ
っ

た
。

　

そ
の
十
数
年
後
、
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
局
の

審
議
官
時
代
に
は
、
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
関

係
で
出
張
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
当
時
、

日
本
は
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
の
本
部
で
あ
る

Ｗ
Ａ
Ｄ
Ａ
（
世
界
ア
ン
チ
ド
ー
ピ
ン
グ
機

構
）
の
ア
ジ
ア
代
表
の
理
事
国
で
、
文
科
省

の
副
大
臣
が
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

政
治
家
で
あ
る
副
大
臣
は
な
か
な
か
出
席
で

き
な
い
の
で
、
審
議
官
が
代
理
出
席
す
る
の

三
　
海
外
の
し
た
た
か
さ

ユ
ネ
ス
コ
関
係
の
会
議
で
あ
っ
た
。
そ
の
時

の
国
際
派
の
課
長
の
「
国
際
会
議
も
経
験
し

て
お
い
た
方
が
い
い
」
と
い
う
配
慮
で
あ
る
。

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
文
化
の
普

及
を
議
題
と
し
た
実
務
者
の
会
議
に
出
席
し

た
。
特
に
何
か
取
り
決
め
を
す
る
と
い
う
も

の
で
は
な
く
、
各
国
の
実
情
の
情
報
交
換
を

す
る
の
が
趣
旨
な
の
で
、
気
楽
に
参
加
し
た

ら
い
い
と
言
わ
れ
た
。

　

私
は
、
海
外
留
学
の
経
験
も
な
く
、
今
も

そ
う
で
あ
る
が
、
片
言
英
語
で
あ
る
。
そ
れ

が
心
配
で
あ
っ
た
が
、
関
係
団
体
の
ベ
テ
ラ

ン
の
職
員
が
同
行
し
、
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ

る
と
い
う
こ
と
と
、
会
議
で
の
発
言
メ
モ
を

何
種
類
か
用
意
し
て
も
ら
う
こ
と
で
参
加
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
何
回
か
ご
紹
介
し
た
が
、

文
部
科
学
省
時
代
、
海
外
出
張
の
機
会
も

け
っ
こ
う
多
く
あ
っ
た
。
教
員
の
海
外
研
修

派
遣
の
団
長
や
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
ト
リ
ノ
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
カ
ン
ヌ
、
ベ
ネ
チ
ア
の
国

際
映
画
祭
へ
の
参
加
な
ど
華
や
か
な
も
の
も

あ
っ
た
が
、
シ
ビ
ア
な
国
際
会
議
へ
の
出
席

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
今
回
は
、
そ
の
よ

う
な
国
際
会
議
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　

文
科
省
に
入
省
し
て
初
め
て
参
加
し
た
国

際
会
議
は
、
入
省
し
て
一
〇
年
目
く
ら
い
の

時
。
文
化
庁
の
課
長
補
佐
時
代
に
出
席
し
た

一
　
国
際
会
議

二
　
ユ
ネ
ス
コ
の
文
化
会
議

文
部
科
学
省
今
昔
物
語
③

国
際
会
議
。
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ベ
ト
ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
ち

ら
も
大
臣
代
理
で
参
加
し
た
。
こ
の
時
は
、

空
港
に
着
き
、
旅
客
機
か
ら
空
港
の
ビ
ル
に

移
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
関
係

者
が
寄
っ
て
き
た
。
歓
迎
の
花
束
を
も
ら
っ

た
上
、
す
ぐ
下
に
待
機
し
て
い
る
車
に
案
内

さ
れ
た
。
自
分
の
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
が
あ
る
の

で
そ
れ
を
取
り
に
行
く
と
い
っ
た
ら
、
大
丈

夫
で
す
と
い
う
の
で
お
任
せ
し
た
。
し
か
し
、

結
局
、
私
の
荷
物
は
誰
も
取
り
に
行
く
者
が

お
ら
ず
空
港
の
預
か
り
所
に
留
め
置
か
れ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
政
府
と
し
て
は
、
ま
さ
か
要
人
が

自
分
で
荷
物
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
は
想

定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
後
日
、

空
港
に
引
き
取
り
に
行
く
羽
目
に
な
っ
た
。

　

国
際
会
議
で
は

い
ろ
ん
な
ハ
プ
ニ

ン
グ
が
あ
る
。
海

外
に
行
っ
た
と
き

は
思
い
も
よ
ら
な

い
こ
と
も
起
こ
る
。

そ
し
て
、
結
局
、

何
と
か
な
る
も
の

で
あ
る
。

か
れ
る
。
そ
の
先
陣
を
切
っ
て
、
春
先
に
観

光
大
臣
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。
例
に
よ
り
私

は
、
大
臣
代
理
と
し
て
出
席
し
た
。
初
め
て

の
南
米
訪
問
で
あ
っ
た
。
ペ
ル
ー
は
、
こ
の

会
議
を
秋
の
首
脳
会
議
の
予
行
演
習
的
な
位

置
付
け
に
し
て
い
た
。
リ
マ
の
空
港
に
着
い

た
ら
、
特
別
な
お
迎
え
の
車
が
待
機
し
て
い

て
パ
ト
カ
ー
先
導
で
ホ
テ
ル
ま
で
直
行
。
予

定
し
て
い
た
日
本
大
使
館
と
の
打
合
せ
も
で

き
な
い
。
私
の
滞
在
す
る
ホ
テ
ル
は
最
高
ク

ラ
ス
で
あ
っ
た
が
、
驚
い
た
こ
と
に
私
に
護

衛
の
Ｓ
Ｐ
が
一
人
付
け
ら
れ
て
い
て
、
目
立

た
な
い
よ
う
に
で
は
あ
る
が
、
ど
こ
に
行
く

の
に
も
付
い
て
く
る
の
で
あ
る
。
と
う
と
う

自
由
行
動
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
ペ
ル
ー
と
い
え
ば
、
観
光
地
と
し

て
は
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
が
有
名
で
あ
る
。
会
合

後
の
視
察
ツ
ア
ー
と
し
て
同
地
の
見
学
が
組

ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ち
ょ
う
ど
そ
れ
に

合
わ
せ
て
、
現
地
の
観
光
業
者
が
ス
ト
を
行

い
、
結
局
、
そ
ち
ら
の
視
察
は
中
止
に
な
っ

た
。
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
翌
年
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
の
観
光
大
臣
会
合
が

が
常
だ
っ
た
。
本
部
が
あ
る
カ
ナ
ダ
の
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
で
年
二
、
三
回
開
催
さ
れ
る
理

事
会
や
、
ア
ジ
ア
地
域
で
の
会
合
に
出
席
し

た
。
こ
の
会
議
は
、
日
本
が
理
事
国
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
日
本
語
の
通
訳
が
入
っ
て
く

れ
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア

メ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
国
の
利
害
、

意
見
が
対
立
す
る
こ
と
も
あ
り
、
国
際
会
議

で
の
駆
け
引
き
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

日
頃
か
ら
横
の
つ
な
が
り
を
も
つ
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
々
の
し
た
た
か
な
外
交
手
腕
に
は
な

か
な
か
及
ば
な
か
っ
た
。

　

国
土
交
通
省
に
出
向
し
て
観
光
庁
の
初
代

審
議
官
時
代
に
は
、
年
四
、
五
回
海
外
出
張

が
あ
っ
た
。
日
本
で
は
、
観
光
担
当
大
臣
は

国
土
交
通
省
の
大
臣
で
あ
る
が
、
観
光
以
外

の
分
野
の
仕
事
も
多
く
、
観
光
関
係
の
国
際

会
議
に
は
な
か
な
か
出
席
で
き
な
い
の
で
、

大
臣
の
代
理
で
審
議
官
が
出
席
し
た
。

　

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
）

会
議
が
二
〇
〇
八
年
に
ペ
ル
ー
で
開
催
さ
れ

た
。
メ
イ
ン
の
首
脳
会
議
は
秋
に
開
催
さ
れ

た
が
、
そ
の
前
に
各
分
野
の
大
臣
会
合
が
開

四
　
大
臣
の
代
理

イラスト：水川　勝利
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向
山
論
文

高
段
の
芸
「
指
名
な
し
討
論
」

向
山
氏
が
つ
く
り
出
し
た
「
討
論
の
授
業
」
は
、
令
和
の
現
在
こ
そ
、
目
標
と
す
べ
き
授

業
だ
。

塩し
お

谷や

直な
お

大ひ
ろ

北
海
道
北
見
市
立
三
輪
小
学
校

授
業
中
の
教
師
の
発
言
は
、
少
な
け

れ
ば
少
な
い
ほ
ど
い
い
。
⑴

　

こ
れ
は
、
文
字
通
り
「
少
な
け
れ
ば
少

な
い
ほ
ど
い
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

極
端
に
言
え
ば
、「
な
い
方
が
い
い
」

と
い
う
こ
と
だ
。

　

授
業
中
に
、
教
師
が
何
か
言
う
と
、
言

う
た
び
に
授
業
が
お
か
し
く
な
る
│
│
と

い
う
こ
と
か
ら
き
て
い
る
。

　

授
業
中
の
教
師
の
発
言
が
、
授
業
を
駄

目
に
す
る
こ
と
は
、
注
意
深
く
観
察
す
れ

ば
、
分
る
こ
と
で
あ
る
。

　

私
の
討
論
の
授
業
は
、
こ
う
し
た
考
え

方
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
⑵

　

そ
し
て
、
多
分
「
子
ど
も
だ
け
で
学
習

す
る
」
と
い
う
実
践
の
多
く
は
、
こ
の
社

会
科
の
初
志
の
会
の
考
え
方
に
、
大
き
な

影
響
を
う
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

二

　

討
論
の
授
業
は
高
段
の
芸
で
あ
る
。

　

駆
け
出
し
の
教
師
が
、
思
い
つ
き
程
度

で
や
っ
て
も
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
⑶

　

討
論
の
授
業
に
あ
こ
が
れ
て
、
真
剣
な

努
力
の
五
年
、
十
年
の
後
に
、
や
っ
と
手

に
入
れ
ら
れ
る
境
地
で
あ
る
。

　

討
論
の
授
業
と
い
っ
て
も
、
見
た
人
は

少
な
い
だ
ろ
う
し
、
誤
解
し
て
い
る
人
も

多
い
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
授
業
を
討
論
の

授
業
と
い
う
の
か
概
略
を
説
明
し
よ
う
。

　

極
端
な
場
合
、
教
師
は
授
業
中
に
二
度

く
ら
い
し
か
発
言
を
し
な
い
。

　

課
題
を
設
定
す
る
と
き
と
途
中
の
整
理

で
あ
る
。

⑴　
「
指
名
な
し
討
論
」
は
向
山
洋
一
氏
の
造

語
で
あ
る
。「
指
名
な
し
討
論
」
は
、
そ
も

そ
も
「
指
名
」
と
い
う
教
師
の
行
為
そ
の
も

の
が
、
討
論
の
流
れ
に
は
邪
魔
で
あ
る
と
い

う
発
想
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。

⑵　

令
和
五
年
十
二
月
に
文
科
省
よ
り
「
義
務

教
育
の
在
り
方
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
中
間

ま
と
め
（
案
）」
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
中

に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
し
つ
つ
、
学

び
の
主
導
権
を
適
切
に
委
ね
る
こ
と
に
よ
り
、

子
供
た
ち
が
自
ら
の
学
び
を
「
自
分
事
」
と

し
て
捉
え
、
自
発
的
に
他
者
と
関
わ
り
、
学

び
を
深
め
て
い
く
学
習
活
動
を
展
開
」
と
い

う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。「
学
び
の
主
導

権
を
適
切
に
委
ね
る
」
と
い
う
方
向
性
は
、

ま
さ
に
向
山
氏
の
「
指
名
な
し
討
論
」
の
授

業
だ
。
令
和
の
現
在
こ
そ
、
研
究
し
て
い
く

べ
き
テ
ー
マ
で
あ
る
。

⑶　

授
業
上
級
者
の
学
級
を
参
観
さ
せ
て
も
ら

い
、「
指
名
な
し
討
論
」
の
授
業
を
見
て
、

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
も
大
切
だ
。
私
は

幸
運
に
も
過
去
二
回
、
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
高
段
者
の
学
級
で
展
開
す
る
圧
倒

的
な
討
論
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
自
分
の

学
級
と
の
違
い
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

向山洋一が教育界に創ってきたもの
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⑷　

討
論
の
授
業
は
、
教
師
が
イ
メ
ー
ジ
で
き

な
け
れ
ば
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
直
接

見
る
こ
と
が
難
し
け
れ
ば
、
映
像
や
音
声
か

ら
学
ぶ
方
法
が
あ
る
。
現
在
は
、
向
山
氏
の

「
指
名
な
し
討
論
」
の
映
像
を
入
手
で
き
る
。

一
番
の
お
す
す
め
は
、『
向
山
洋
一
映
像
全

集
』（
販
売
：
教
育
技
術
研
究
所　

製
作
：

エ
ン
ド
レ
ス
ポ
エ
ト
リ
ー
）
で
あ
る
。

⑸　

上
記
の
向
山
論
文
は
二
六
年
前
に
書
か
れ

た
も
の
だ
。
し
か
し
、
現
在
で
も
「
子
供
が

次
の
子
供
を
指
名
す
る
」
方
法
を
行
っ
て
い

る
授
業
が
あ
る
。
何
度
も
見
た
こ
と
が
あ
る
。

あ
る
子
が
発
表
す
る
と
、
発
表
し
た
い
子
供

た
ち
が
手
を
挙
げ
る
。
発
表
し
た
子
は
、
次

に
発
表
す
る
子
を
指
名
す
る
。「
え
ー
っ
と

ね
、
誰
に
し
よ
う
か
な
…
。
じ
ゃ
あ
、
◯
◯

さ
ん
」
こ
の
よ
う
に
指
名
の
た
び
に
、
授
業

の
テ
ン
ポ
が
崩
れ
る
。

⑹　

子
供
た
ち
が
「
自
然
に
自
ら
立
っ
て
発

言
」
す
る
た
め
に
は
、
学
級
で
「
一
人
一
人

の
人
間
が
対
等
で
あ
る
」
と
い
う
状
況
が
保

障
さ
れ
て
い
な
く
て
は
い
け
な
い
。
優
等
生

だ
け
が
活
躍
す
る
学
級
で
は
、「
指
名
な
し

討
論
」
は
実
現
し
な
い
。
教
師
の
「
総
合
力
」

が
試
さ
れ
る
。

　

教
師
の
発
言
時
間
は
一
回
に
つ
き
三
十

秒
程
度
で
あ
る
。

　

そ
れ
以
外
は
一
切
発
言
し
な
い
。

　

指
名
も
し
な
い
。
つ
ま
り
声
を
出
さ
な

い
。

　

そ
れ
な
の
に
、
い
つ
の
間
に
か
子
ど
も

た
ち
は
討
論
を
始
め
、
そ
の
討
論
が
延
々

と
続
い
て
い
く
。
⑷

（
中
略
）

　

論
点
が
明
確
で
あ
り
、
見
方
・
考
え
方

が
分
れ
て
い
る
。

　

自
分
の
主
張
を
根
拠
を
示
し
て
発
言
す

る
。

　

す
る
と
、
間
違
い
が
修
正
さ
れ
、
水
準

の
高
い
論
理
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。

　

授
業
の
後
の
作
文
に
も
、
そ
れ
が
反
映

さ
れ
て
い
る
。
ど
の
子
も
、
水
準
の
高
い

授
業
に
つ
い
て
の
作
文
を
書
く
。

　

こ
の
よ
う
な
授
業
を
言
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

教
師
が
指
名
を
し
な
い
と
い
う
と
、
子

ど
も
が
次
の
子
ど
も
を
指
名
す
る
こ
と
を

考
え
る
教
師
が
い
る
。
⑸

　

あ
れ
は
、
レ
ベ
ル
が
低
い
。

　

子
ど
も
に
、
次
の
子
ど
も
を
指
名
さ
せ

る
教
師
は
、
授
業
に
つ
い
て
何
も
分
っ

ち
ゃ
い
な
い
。

　

そ
れ
く
ら
い
な
ら
、
教
師
が
指
名
す
れ

ば
い
い
の
だ
。

　

教
師
な
ら
、
も
っ
と
上
手
に
子
ど
も
の

発
言
を
組
織
で
き
る
。

　

教
師
が
発
言
を
組
織
す
る
の
も
立
派
な

討
論
の
授
業
で
あ
る
。

　

子
ど
も
に
指
名
さ
せ
な
い
、
教
師
も
指

名
し
な
い
、
子
ど
も
が
自
然
に
立
っ
て
発

言
す
る
│
│
こ
れ
を
「
指
名
な
し
発
言
」

と
言
お
う
。
⑹

　

こ
れ
は
「
子
ど
も
の
発
言
の
意
志
の
強

さ
」
に
流
れ
を
ま
か
せ
た
方
法
で
あ
る
。

　

は
じ
め
の
頃
は
ギ
ク
シ
ャ
ク
す
る
が
、

慣
れ
て
く
る
と
、
見
て
い
る
大
人
が
圧
倒

さ
れ
る
ほ
ど
の
討
論
を
く
り
広
げ
る
。

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』　

明
治
図
書
、

一
九
九
八
年
一
月
号
）
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向
山
塾
in
京
都

　

車
を
旗
の
台
の
会
社
に
置
き
、

向
山
宅
に
配
車
さ
れ
た
タ
ク
シ
ー

に
向
山
先
生
と
乗
り
込
ん
だ
。

　

京
都
駅
に
は
、
溝
端
先
生
ご
夫

妻
が
迎
え
に
来
て
く
れ
て
い
た
。

　

最
近
の
二
人
（
向
山
先
生
と
師

尾
）
の
行
動
は
、
す
べ
て
周
り
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。
あ
り

が
た
や
。

　

午
前
は
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
の

支
援
で
続
け
て
い
る
「
産
業
セ
ミ

ナ
ー
」
だ
っ
た
。
小
・
中
学
生
に

伝
え
た
い
情
報
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
は
騒
人
社
が
担
当
し
た
。

産
業
・
流
通
・
金
融
、
あ
わ
せ
て

一
九
の
団
体
の
方
々
と
検
討
し
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
配
布
で
き
る
よ
う

に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
と
し
て
作
成
し
た
。

四
枚
の
ス
ラ
イ
ド
な
の
で
、
時
間

調
整
の
自
由
が
き
く
。
是
非
、
子

供
た
ち
に
貴
重
な
情
報
を
伝
え
て

ほ
し
い
。

　

午
後
は
、「
向
山
塾
」。
向
山
先

生
、
谷
先
生
、
小
嶋
先
生
、
長
谷

川
先
生
が
そ
ろ
う
セ
ミ
ナ
ー
は
貴

重
だ
。
向
山
先
生
は
、
三
人
の
先

生
方
の
講
座
を
熱
心
に
聞
か
れ
て
、

一
睡
も
し
な
か
っ
た
。
興
味
深
く
、

面
白
か
っ
た
よ
う
だ
。
昔
、
研
究

授
業
が
つ
ま
ら
な
い
と
瞬
時
に
寝

て
し
ま
う
向
山
先
生
を
何
度
か
目

撃
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
早
朝

か
ら
の
旅
疲
れ
の
中
、
起
き
て
い

た
の
は
、
講
座
の
す
ば
ら
し
さ
を

物
語
っ
て
い
る
。

　

向
山
塾
に
は
、
向
山
先
生
と
師

尾
が
担
当
す
る
講
座
が
あ
る
。
こ

の
と
こ
ろ
は
「
向
山
洋
一
に
な
れ

る
か
問
題
」
を
出
題
し
て
い
る
。

場
面
・
状
況
を
説
明
し
、
向
山
先

生
は
何
と
言
っ
た
か
と
い
う
組
み

立
て
だ
。
向
山
先
生
の
考
え
方
や

捉
え
方
は
奇
想
天
外
、
ウ
ィ
ッ
ト

に
富
み
、
そ
こ
か
ら
学
ぶ
事
は
多

い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
は
、
美
崎
さ
ん
と
の
や
り

取
り
も
交
え
出
題
し
た
。
大
喜
利

の
よ
う
な
講
座
の
内
容
で
少
し
躊

躇
し
な
が
ら
だ
っ
た
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
は
好
評
だ
っ
た
。
と
い
う

よ
り
「
大
笑
い
し
た
」
と
い
う
も

の
が
多
か
っ
た
。
向
山
先
生
は
、

「
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
い
い
ん
だ

よ
」
と
言
わ
れ
る
の
で
、
責
任
は

師
尾
に
は
な
い
（
と
い
う
こ
と
で

…
…
）。

　

向
山
塾
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の

倍
の
数
の
先
生
方
が
会
場
に
参
加

す
る
。

　

そ
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
懇

親
会
に
も
参
加
す
る
。
向
山
学
級

を
味
わ
い
、
翌
週
か
ら
の
仕
事
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
と
い
う
。
向

山
先
生
に
お
会
い
し
て
「
一
か
月

も
ち
ま
す
」「
一
週
間
元
気
で
い

ら
れ
ま
す
」
と
い
う
参
加
者
は
多

い
。
向
山
ド
リ
ン
ク
を
販
売
す
れ

ば
売
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

た
く
さ
ん
の
先
生
方
に
お
会
い

し
、
こ
ち
ら
こ
そ
元
気
を
頂
い
た
。

　
南
禅
寺
・
順
正

　

翌
日
は
南
禅
寺
を
訪
れ
た
。
外

国
人
の
観
光
客
も
少
な
く
、
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
の
団
体
が
一
番
目
立
つ
ほ
ど

だ
っ
た
。

　

松
本
俊
樹
先
生
が
添
乗
員
の
よ

う
に
水
路
閣
、
三
門
、
方
丈
庭
園

を
案
内
し
て
く
れ
た
。
そ
の
後
、

南
禅
寺
順
正
で
湯
豆
腐
。
至
福
の

時
間
。

となりの座席の女発
女 社 長 奮 戦 記

師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ株式会社

騒人社

久々のお出掛けはたくさ
んの方に支えられて
京都でＧＩＧＡ産業環境セミナー 
と向山塾。

※
歩
け
ま
す
が
車
椅
子
。
ご
心
配
な
く
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向山洋一の
日常から学ぶ仕 事 術

美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

１　

Ｂ
Ａ
Ｄ
対
応

　
年
に
一
度
の
健
康
診
断
。

　
検
査
の
最
後
の
問
診
で
、
医
師

か
ら
何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る

か
と
聞
か
れ
た
。

「
最
近
、
代
謝
が
悪
く
て
…
…
」

と
言
っ
た
ら
、
間
髪
入
れ
ず
に

「
そ
れ
だ
け
？
」
と
返
さ
れ
た
。 

　
私
に
と
っ
て
は
ま
あ
ま
あ
気
に

な
っ
て
い
た
こ
と
な
の
に
。 

「
胃
が
痛
い
」
と
か
「
め
ま
い
が

す
る
」
と
か
嘘
で
も
言
え
ば
よ

か
っ
た
の
か
と
思
っ
た
け
れ
ど
、

「
そ
れ
だ
け
」
の
言
葉
に
ム
ッ
と

し
た
。

　
以
前
、
谷
先
生
が
講
座
で
「
教

師
の
言
葉
は
重
い
」
と
言
わ
れ
て

い
た
。
ド
ク
タ
ー
も
同
じ
だ
。

　
そ
れ
以
上
、
何
も
言
う
気
が
失

せ
て
、
私
は
医
者
を
チ
ラ
ッ
と
見

て
緘
黙
。

２　

G
O
O
D
対
応

　
そ
れ
に
引
き
換
え
、
向
山
先
生

の
気
遣
い
や
配
慮
は
学
び
に
な
る
。

①
書
類
に
向
山
先
生
の
自
署
が
必

要
に
な
り
、
自
宅
へ
伺
い
た
い
と

電
話
を
か
け
た
と
き
の
こ
と
。

　
電
話
口
で
「
ペ
ン
は
用
意
す

る
？
」
と
向
山
先
生
が
言
わ
れ
た
。

　
思
い
も
よ
ら
ぬ
発
言
に
私
は

（
え
っ
？
）
と
絶
句
。

　
向
山
先
生
は
、
短
い
会
話
の
中

で
瞬
時
に
ペ
ン
の
心
配
ま
で
し
て

く
れ
た
。
さ
ら
に
、
私
が
自
宅
に

到
着
し
た
際
に
は
、
窓
が
開
い
て

い
て
、
玄
関
の
ド
ア
も
少
し
開
け

て
く
れ
て
い
た
の
だ
。

②
京
都
で
の
セ
ミ
ナ
ー
が
終
わ
り
、

新
幹
線
の
ホ
ー
ム
ま
で
見
送
り
に

来
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
、
向

山
先
生
が
列
車
の
中
か
ら
挨
拶
さ

れ
た
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
す
。

　
向
山
先
生
は
シ
ー
ト
を
リ
ク
ラ

イ
ニ
ン
グ
に
し
て
座
っ
て
い
た
が
、

わ
ざ
わ
ざ
シ
ー
ト
を
起
こ
し
て
、

ホ
ー
ム
に
い
る
先
生
方
に
手
を

振
っ
て
い
た
。

「
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
ま
ま
で
も

問
題
な
い
の
に
」
と
思
っ
た
が
、

そ
こ
が
違
う
の
だ
と
感
じ
、
リ
ク

ラ
イ
ニ
ン
グ
の
ま
ま
の
私
は
猛
省

し
た
…
…
。

　
向
山
先
生
の
細
や
か
な
気
遣
い

や
気
配
り
は
、
ま
さ
に
「
ま
ね
の

で
き
な
い
も
の
」
だ
。
私
も
い
つ

か
向
山
先
生
の
よ
う
な
配
慮
の
行

き
届
い
た
態
度
が
自
然
に
身
に
付

く
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

裏話人気女性ライタートークラインだけの裏話

配慮ができる人、できない人
相手への気配りや思いやりは、良好な関係を
築き、共感力を高める。

【
京
都
向
山
塾
・
産
業
セ
ミ
ナ
ー
】

会場となった京都リサーチパークは、数十年前にもTOSSのセミナー
が開催された懐かしい場所。

南禅寺の「水路閣」にて。
ドラマでおなじみの場所。
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溝
みぞ

端
はた

 久
く

輝
き

子
こ

兵庫県加古川市立平岡小学校

１　

図
工
専
科
の
服
装

　

図
工
室
は
服
が
汚
れ
が
ち
。
気

が
付
い
た
ら
お
気
に
入
り
の
服
に

絵
の
具
や
イ
ン
ク
が
付
い
て
い

る
！　

と
い
う
こ
と
も
。
だ
か
ら

と
い
っ
て
ど
う
で
も
い
い
服
は
着

た
く
な
い
。

と
い
う
わ
け

で
今
は
エ
プ

ロ
ン
が
必
須

の
毎
日
だ
。

明
る
く
元
気

に
な
る
色
や
柄
を
選
ん
で
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
職
員
室

か
ら
教
室
に
荷
物
を
持
っ
て
い
く

と
き
の
バ
ッ
グ
は
何
を
使
わ
れ
て

い
る
だ
ろ
う
か
？　

そ
も
そ
も

バ
ッ
グ
は
持
た
な
い
方
も
お
ら
れ

る
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
、
以
前
は
ス
ー
パ
ー
の
買

い
物
か
ご
の
よ
う
な
も
の
を
使
っ

て
子
供
た
ち
の
ノ
ー
ト
や
プ
リ
ン

ト
な
ど
を
入
れ
て
い
た
。
今
は
大

き
な
か
ご
は
不
要
な
の
で
、
布
製

の
バ
ッ
グ
を
使
っ
て
い
る
。
本
、

ハ
ン
カ
チ
、
水
筒
、
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
に
入
れ
た
プ
リ
ン
ト
な
ど
を

入
れ
て
い
る
。
エ
プ
ロ
ン
に
加
え

て
汚
れ
対
策
と
し
て
、
ア
ー
ム
カ

バ
ー
も
必
須
だ
。
バ
ッ
グ
と
お
そ

ろ
い
の
生
地
の
ア
ー
ム
カ
バ
ー
を

使
っ
て
い
る
。

エ
プ
ロ
ン
と

ア
ー
ム
カ

バ
ー
は
図
工

専
科
な
ら
で

は
の
楽
し
み

か
も
し
れ
な
い
。

２　

ゆ
っ
た
り
ス
ペ
ー
ス

　

教
室
の
一
角
に
「
ゆ
っ
た
り
ス

ペ
ー
ス
」
を
つ
く
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
一
番
癒
や
さ
れ
て
い
る
の
は

私
自
身
だ
ろ
う
。
二
時
間
続
き
の

図
工
で
途
中
休
憩
す
る
と
、
子
供

た
ち
は
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
集

ま
っ
て
く
る
。

ア
マ
ゾ
ン
で

購
入
し
た

「
オ
イ
ル
タ

イ
マ
ー
」
が

人
気
な
の
だ
。

ず
っ
と
眺
め
て
ぼ
ー
っ
と
し
て
い

る
。「
先
生
ど
う
や
っ
て
つ
く
る

の
？
」「
ど
こ
で
買
っ
た
の
？
」

興
味
深
い
の
は
ほ
と
ん
ど
男
の
子

か
ら
の
質
問
と
い
う
こ
と
だ
。
何

度
も
尋
ね
ら
れ
た
。

　

最
近
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
加
わ
っ

た
の
が
、
ミ
ン
ト
の
よ
う
な
香
り

の
す
る
ハ
ー

ブ
の
「
ア
ロ

マ
テ
ィ
カ

ス
」。
水
に

挿
し
て
お
く

と
根
が
出
て

き
て
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
く
。
我

が
家
の
鉢
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た

の
で
教
室
に
持
ち
込
ん
だ
と
こ
ろ
、

ミ
ン
ト
の
香
り
が
好
評
だ
。

　

教
室
の
入
り
口
に
は
お
花
の
定

期
便
で
届
け
て
も
ら
う
花
を
挿
し

て
い
る
。

３　

一
〇
〇
色
の
色
鉛
筆

　

色
鉛
筆
の
一
〇
〇
色
セ
ッ
ト
。

小
嶋
悠
紀
先

生
が
お
す
す

め
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
中

休
み
や
昼
休
み
に
図
工
室
に
遊
び

に
来
た
児
童
に
使
わ
せ
て
い
る
。

　

感
性
を
豊
か
に
し
て
作
品
づ
く

り
に
向
か
わ
せ
た
い
。

女性教師の fabulous school life

五感をくすぐる図工室にする
教師も環境の一部。美しいもの、 
わくわくするもので感性を磨く。

学校生活を彩る文具・通勤スタイル・etc.
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二
○
二
三
年
度
も
「
自
分
の
住
所
、

郵
便
番
号
を
言
え
る
」
子
（
小
六
）

の
割
合
が
減
少
し
た
。
こ
の
割
合
は
、

近
年
減
少
傾
向
で
あ
り
、
今
後
も

減
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

一
方
、「
手
紙
で
し
か
伝
え
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
す
る
子

（
中
三
）
の
数
は
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、「
手
紙
の
価
値
を
伝
え
た
い
」

と
す
る
教
師
の
割
合
も
増
え
て
い
る
。

　

二
○
二
四
年
秋
、
郵
便
料
金
が
約

三
〇
年
ぶ
り
に
値
上
げ
さ
れ
る
。
ほ

と
ん
ど
お
金
が
か
か
ら
な
い
メ
ー
ル

や
チ
ャ
ッ
ト
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
「
価
格
」

と
い
う
面
で
の
差
は
ま
す
ま
す
開
く

だ
ろ
う
。
で
は
、
今
だ
か
ら
求
め
ら

れ
る
「
手
紙
の
価
値
」
と
は
何
だ
ろ

う
か
。
四
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た

　

以
下
は
、
第
１
回
郵
便
教
育
セ
ミ

ナ
ー
の
参
加
者
の
感
想
の
一
部
で
あ
る
。

①
自
分
の
住
所
が
正
し
く
書
け
る
、

手
紙
の
良
さ
を
知
っ
て
い
る
子

供
た
ち
に
育
て
て
い
き
た
い
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
郵
便
テ

キ
ス
ト
が
あ
る
と
学
習
し
や
す

い
で
す
。

②
郵
便
教
育
の
大
切
さ
が
よ
く
分

か
り
ま
し
た
。
学
校
で
も
啓
発

し
た
い
で
す
。

③
今
回
も
テ
キ
ス
ト
活
用
含
め
、

た
く
さ
ん
の
楽
し
い
授
業
を
見

る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
明
石
先
生
が

お
話
し
さ
れ
た
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
郵
便
教
育
を
取
り
入

れ
る
こ
と
も
検
討
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
あ
り
が
た
い
感
想
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
郵
便
教
育
に
ま
つ
わ

る
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、「
明
日
す
ぐ

に
使
え
る
教
育
技
術
」
も
た
く
さ
ん

学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー
で

あ
る
。

郵
便
教
育
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
谷
和
樹

氏
が
ま
さ
に
こ
の
テ
ー
マ
で
授
業
を

さ
れ
た
。
三
つ
の
言
葉
で
三
ｍ
四
方

の
場
所
を
表
せ
る
ツ
ー
ル
は
、
大
変

面
白
く
、
そ
れ
を
使
う
配
達
業
者
は

八
倍
ほ
ど
増
え
た
と
い
う
。
し
か
し
、

「
住
所
」「
郵
便
番
号
」
を
教
え
る
こ

と
を
諦
め
て
い
い
の
か
。
否
で
あ
る
。

「
時
間
へ
の
こ
だ
わ
り
」「
安
全
へ
の

こ
だ
わ
り
」「
価
値
へ
の
こ
だ
わ
り
」

等
、
日
本
の
郵
便
が
大
切
に
し
て
き

た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
ら

こ
そ
、
今
後
の
郵
便
教
育
セ
ミ
ナ
ー

の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
子
供
た
ち
に
教

室
で
教
え
て
い
き
た
い
内
容
で
あ
る
。

向
山
行
雄
氏
は
同
セ
ミ
ナ
ー
で
、「
郵

便
以
外
で
も
意
図
的
に
住
所
を
使
用

す
る
学
習
内
容
を
」と
お
っ
し
ゃ
っ
た
。

『教育コミュニティ』とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、2014年３月にリニューアル創刊し
た、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年４月号より、『教育トークライン』と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　９月号　■CONTENTS■
【連載】
１．TOSS社会貢献活動報告〈産業・環境教育〉……田中直行
２．社会貢献活動Q&A……回答：岡城治　質問：松島博昭
３．子ども観光大使活動報告……堀川文範
４．NPO TOSS予定表（主なセミナーなど）
【特別コンテンツ】
●中学校教師の全国大会！ TOSS中学JAPAN
TOSS中学JAPANについて、概要やお申込み方法、当日新発
売のTOSS中学渾身の書籍をご紹介。

■教育コミュニティ
WEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス
　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、
　コメントを書き込むだけ！
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今
求
め
ら
れ
る
郵
便
教
育
と
は

住
所
が
言
え
な
い
子
た
ち
を
ど
う
す
る
か
。

並な
み

木き

友と
も

寛ひ
ろ

千
葉
県
柏
市
立
高
柳
小
学
校



共に教育を語る仲間がいると、教師修業は何倍も楽しくなります！
授業の腕を上げたい先生、子供が熱中する授業をしたい先生は、ぜひTOSSサークルにご参
加ください。TOSSサークルウェブページから、各地のサークルを検索できます。

「“市長が涙した合唱”を創り出す３年間を通した行事指導」
見に来ていた市長が「涙が出ました」と語った中学３年生の合唱を創り出す学級担任における３年間の段階的なアプローチ。

宮城県白石市立福岡中学校 川
かわ

村
むら

護
まもる

「
こ
の
後
、
◯
◯
公
園
で
練
習
を
し
よ

う
と
思
う
ん
だ
け
ど
、
み
ん
な
来
て
く

れ
ま
せ
ん
か
？
」

　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
二
日
前
、
学
級
の

あ
る
女
子
が
帰
り
の
会
で
語
っ
た
。
二

一
名
中
、
一
八
名
が
河
川
敷
の
公
園
に

集
ま
り
、
合
唱
の
練
習
を
し
た
と
い
う
。

生
徒
自
ら
が
、
何
が
必
要
か
考
え
、
行

動
に
移
す
。
そ
の
実
現
に
は
、
段
階
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
っ
た
。

１　

率
先
垂
範

「
昨
日
、
ア
ル
ト
パ
ー
ト
で
聴
い
て
き

た
人
は
い
ま
せ
ん
」

　

合
唱
曲
の
Ｃ
Ｄ
を
自
宅
で
聴
き
、
そ

の
回
数
を
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
に
報
告
。

リ
ー
ダ
ー
は
帰
り
の
会
で
一
番
多
く
聴

い
て
き
た
人
を
発
表
す
る
。
一
年
生
の

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
一
〇
日
前
に
、
ア
ル

ト
パ
ー
ト
の
リ
ー
ダ
ー
が
前
述
の
よ
う

に
報
告
し
た
。
担
任
は
何
を
す
る
か
。

学
級
通
信
で
次
の
よ
う
に
綴
っ
た
。

「
私
は
毎
日
、
全
パ
ー
ト
を
三
〇
回
ず

つ
聴
い
て
い
ま
す
」

　

ま
ず
は
担
任
が
誰
よ
り
も
動
く
。
そ

こ
か
ら
、
子
供
た
ち
は
気
付
き
始
め
る

の
で
あ
る
。

２　

熱
の
あ
る
子
を
取
り
上
げ
る

「
昨
日
、
一
〇
〇
回
聴
い
て
き
ま
し

た
」
と
い
う
女
子
。
そ
の
熱
を
学
級
通

信
で
取
り
上
げ
る
。
そ
こ
か
ら
、
一
人
、

ま
た
一
人
と
報
告
し
て
く
る
生
徒
が
増

え
て
く
る
。「
す
ご
い
な
」
と
褒
め
つ

つ
、
そ
れ
を
学
級
の
合
唱
の
向
上
的
変

容
と
結
び
付
け
て
語
っ
て
い
く
。

「
合
唱
っ
ぽ
く
な
っ
て
き
た
ね
」「
こ

れ
は
み
ん
な
が
し
っ
か
り
と
聴
い
て
き

た
成
果
だ
な
」
と
価
値
付
け
て
や
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
変
容
が
起
き
た
の
が
二

年
生
の
秋
。

３　

信
頼
と
激
励

「
こ
の
合
唱
で
聴
い
て
い
る
人
の
心
は

動
き
ま
す
か
」

　

三
年
生
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
二
日
前
。

キ
レ
イ
に
合
唱
を
創
ろ
う
と
す
る
生
徒

に
語
っ
た
。

「
み
ん
な
な
ら
も
っ
と
で
き
る
だ
ろ

う
」
と
い
う
激
励
と
信
頼
が
あ
る
か
ら

で
き
る
こ
と
。

　

当
日
は
来
賓
の
市
長
が
涙
を
流
す
合

唱
と
な
っ
た
。

谷編集長の評定

熱のこもった報告で意欲が伝わってくる。 「どんな合唱をつくり
たいのか」ということを全員がどう共有したのか、その最初の
ステップをもう少し書いてくれると更に良いと感じる。

A
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向
山
日
記

六
月
一
日
㈯	

京
都
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
で
向
山
塾
・
環
境
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
。
い
ろ
い
ろ
な
人

に
会
え
た
。
仲
間
が
い
る
の
は

い
い
な
あ
。

六
月
二
日
㈰	
京
都
観
光
。
南
禅

寺
・
順
正
で
十
数
人
で
昼
食
後
、

帰
京
。
楽
し
く
充
実
し
た
京
都

だ
っ
た
。

六
月
六
日
㈭	

京
都
向
山
塾
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
読
む
。

六
月
八
日
㈯	

日
本
教
育
会
館
の

特
別
支
援
セ
ミ
ナ
ー
で
挨
拶
。

六
月
九
日
㈰	

神
田
で
、
危
機
管

理
セ
ミ
ナ
ー
で
挨
拶
。
懇
親
会

は
浅
草
「
飯
田
屋
」
行
雄
と
。

六
月
十
三
日
㈭	

夕
方
か
ら
ア

ネ
ッ
ク
ス
一
階
で
、
中
央
事
務

局
会
議
に
出
席
。
全
国
か
ら
五

〇
名
以
上
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参

加
。
懇
親
会
は
「
木
曽
路
」。

六
月
十
五
日
㈯	

仕
事
を
終
え
て

お
昼
は
品
川
「
五
十
三
次
」。

旗
の
台
小
学
校
、
か
ん
ち
ゃ
ん

一
年
生
。
見
た
か
っ
た
。

六
月
十
八
日
㈫	

谷
先
生
の
「
教

育
新
宝
島
」
読
み
ま
し
た
。
す

ご
く
面
白
か
っ
た
。
懐
か
し

か
っ
た
。
向
山
も
教
材
研
究
ま

じ
め
に
や
っ
て
い
た
ん
だ
な
あ
。

孫
の
あ
お
ち
ゃ
ん
誕
生
日
。

六
月
十
九
日
㈬	

青
年
事
務
局
会

議
。
懇
親
会
は
「
鳥
樹
」。

六
月
二
一
日
㈮	

定
期
健
診
で
、

脳
に
関
し
て
ド
ク
タ
ー
に
「
生

き
生
き
し
て
ま
す
ね
」
と
言
わ

れ
た
。
夕
方
か
ら
、
ア
ネ
ッ
ク

ス
一
階
で
向
山
塾
わ
い
わ
い
に

参
加
。

六
月
二
四
日
㈪	
高
輪
プ
リ
ン
ス

ラ
ウ
ン
ジ
で
「
テ
レ
ビ
で
や
っ

て
た
メ
ニ
ュ
ー
」
を
食
べ
た
。

六
月
二
八
日
㈮	

浅
草
「
み
よ

し
」
で
三
人
会
。
な
ぜ
か
雨
宮

も
一
緒
。

六
月
三
十
日
㈰	

島
村
校
長
の
立

川
第
七
小
学
校
の
体
育
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
。
懇
親
会
で
は
一

人
一
人
の
ス
ピ
ー
チ
に
コ
メ
ン

ト
し
て
、
皆
喜
ん
で
い
た
。

谷
日
記

六
月
一
日
㈯	

G
I
G
A
産
業
セ

ミ
ナ
ー
京
都
。
進
化
し
続
け
る

生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
話
す
。
教

育
界
最
重
要
テ
ー
マ
の
一
つ
。
午

後
は
向
山
塾
。
長
谷
川
、
小
嶋

の
講
座
も
大
好
評
。
向
山
・
師

尾
の
言
い
た
い
放
題
も
大
人
気
。

終
了
後
は
花
見
小
路
の
薬
研
堀

へ
。
翌
日
の
予
定
の
た
め
帰
宅
。

六
月
二
日
㈰	

メ
ル
マ
ガ
執
筆
。

六
月
四
日
㈫	

Ｎ
Ｐ
Ｏ
打
合
せ
。

夜
は
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ジ
タ
ル

チ
ー
ム
。

六
月
六
日
㈭	

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

事
務
局
キ
ッ
ク
オ
フ
会
議
。
青

年
た
ち
が
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

る
。
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
は
今
後

根
本
的
に
再
編
し
た
い
。

六
月
七
日
㈮	

お
台
場N
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へ
。
シ

ア
ト
ル
の
清
水
楡
華
氏
が
講
師
。

新
百
合
に
戻
っ
て
サ
ー
ク
ル
和
。

六
月
九
日
㈰	

危
機
管
理
セ
ミ

ナ
ー
。
向
山
行
雄
氏
、
長
谷
川

氏
。
私
は
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
フ
ェ

向山・谷日記
2024年6月

イ
ク
等
の
危
機
管
理
に
言
及
。

六
月
十
日
㈪	

国
語
教
科
書
の
谷

セ
ミ
ナ
ー
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
。

六
月
十
一
日
㈫	

Ｔ
Ｒ
Ｃ
の
谷
一

会
長
、
明
石
要
一
氏
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
関
係
の
船
津
氏
、
鈴
木

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
銀
座
で
会

食
。
図
書
館
起
点
の
重
要
企
画
。

六
月
十
二
日
㈬	

サ
ー
ク
ル
和
。

六
月
十
六
日
㈰	

音
楽
セ
ミ
ナ
ー
。

翔
和
学
園
に
て
。
音
楽
分
野
の

Ａ
Ｉ
は
驚
愕
の
進
化
を
遂
げ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
音
楽
教
育

の
概
念
が
覆
り
つ
つ
あ
る
。

六
月
十
七
日
㈪	

谷
企
画
会
議
。

六
月
十
八
日
㈫	

光
村
と
打
合
せ
。

六
月
十
九
日
㈬	

青
年
事
務
局
。

六
月
二
一
日
㈮	

向
山
塾
わ
い
わ

い
会
。
予
選
応
募
者
の
レ
ベ
ル

が
毎
回
向
上
し
て
い
る
。

六
月
二
三
日
㈰	

メ
ル
マ
ガ
執
筆
。

六
月
二
四
日
㈪	

英
会
話
サ
ー
ク
ル
。

六
月
二
五
日
㈫	

正
進
社
会
議
。

六
月
二
六
日
㈬	

執
行
部
熊
谷
。

六
月
二
八
日
㈮	

福
岡
へ
。
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サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

向山洋一の
言葉から学ぶ教育実践１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ ３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

高段者が答える
「私が困っていることQ&A」動画版

『教育トークライン』10月号
予告　9月15日発行

国語「新教材」全発問・全指示
─子供熱中！　令和時代の授業プラン─特集

谷　和樹　塩谷直大　岩永将大　
太田政男　林　健広　水本和希　
佐藤智彦　長谷川博之

編
集
後
記

▼
今
月
の
「
向
山
洋
一
が
学
ん
だ
こ
の
一
冊
」

は
『
身
体
感
覚
を
取
り
戻
す
』（
齋
藤
孝
著　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
で
す
。
向
山
氏
が
マ
ー
カ
ー

を
引
い
た
箇
所
に
は
不
調
に
陥
っ
た
時
の
プ

ロ
と
ア
マ
の
違
い
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。淡
々

と
日
常
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
を
こ
な
す
イ
チ

ロ
ー
の
姿
を
思
い
出
し
ま
し
た
。教
師
に
と
っ

て
の
基
本
を
徹
底
的
に
学
ぶ
こ
と
。
そ
れ
が

プ
ロ
に
近
づ
く
第
一
歩
な
の
で
す
。（
手
塚
）

▼
「
自
己
調
整
」
は
探
究
型
授
業
や
自
由
進

度
学
習
な
ど
の
授
業
を
進
め
る
上
で
、
極
め

て
重
要
な
概
念
で
す
。
こ
の
用
語
が
広
ま
る

前
か
ら
、
向
山
実
践
に
は
こ
の
要
素
を
促
し

て
い
る
場
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
や

は
り
私
た
ち
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
向
山
実
践
か
ら「
自

己
調
整
」
の
要
素
を
主
張
で
き
る
よ
う
に
な

る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
小
嶋
）

▼
「
自
己
調
整
学
習
」
の
意
味
が
理
解
不
十

分
の
私
で
し
た
が
、
谷
氏
の
特
集
解
説
の
一

ペ
ー
ジ
を
読
み
、
し
っ
か
り
納
得
で
き
ま
し

た
。
小
森
氏
の
自
己
調
整
論
に
は
試
行
錯
誤

の
必
要
性
、
回
り
道
・
寄
り
道
の
大
切
さ
も

強
調
さ
れ
て
い
た
の
が
心
強
い
で
す
。
湯
泉

氏
、
ふ
じ
た
氏
な
ど
の
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
材
活

用
の
実
践
に
も
感
激
し
ま
し
た
。（
板
倉
）
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株式会社 学芸みらい社9月 新刊・既刊のご案内

新刊・既刊

※定価はすべて税込表示です。

｢自分の意見｣ を選択式とし、｢仮説→交流→書く｣ の３ステッ
プで、選んだ意見をもとに友達と交流。振り返りとして自分の意
見を再形成する授業を提案。コピーして使うことができ、指導
案や板書計画、授業の流れはQRコードからダウンロード可。
大好評 ｢道徳ワークシートシリーズ｣ 第３弾！

道徳の主題 
友達と話し合うワークシート 第１巻

「自分の考え」をしっかり持てる授業《１･２年編》
保坂雅幸･田中悠貴･青野翔･植木和樹（著）
B5横判並製／146ページ／2,860円

探究学習授業を進めるための教師の
基本スキルや授業フォーマットを豊富
な実践例とともに紹介。子供自身が「問
い」をもって自走する授業ができる１冊。

教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
編
集
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
編
）

教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
23
号

特
集
＝
子
供
か
ら「
問
い
」続
出
！
探
究
的
学
習・面
白
テ
ー
マ
100

Ａ
５
判
並
製
／
１
４
６
ペ
ー
ジ
／
１
、７
６
０
円

向山洋一先生のロングセラー教育新書全19巻、「授業の腕が上がる新法則
シリーズ」全13巻をはじめ、すべての新刊・既刊をご購入いただけます。

書籍の詳細情報は弊社オンラインショップでご覧頂けます➡

静かではないが、騒がしくしない。きちんとしてはいないが、乱れてはいない。
いきいきとした、自由にあふれるクラス。そんな《ちょうどいい》（Good Enough）学級を実現し、
新たな教育文化を提案する、教師と子供のための「グッド・イナフ・ティーチャー宣言」。

保護者からのクレーム、働き方改革、対応に困る子供たちの存在。こうした環
境が「やりたいことをやれない」というジレンマを生み、多くの教員が疲弊している。
現場の「制約」をかいくぐり、自分の願う教育を思い切り自在に実践するには──。

１  「一人」と「全員」を両立させる
 《ちょうどいい》指導法
──向山洋一の実践と思想を読み解く32の挑戦！

	 塩谷直大・五十嵐貴弘（編著）　A5判並製／156ページ／2,530円

２ 子供たちの未来を拓く《ちょうどいい》授業
──「学びの本質」に迫る！

	 水野正司・塩谷直大（編著）　A5判並製／188ページ／本体2,750円

３ どの子も伸びる《ちょうどいい》叱り方
──「適切な叱り方」の三原則

	 水野正司（著）　A5判並製／168ページ／2,640円

４ 10代の子供たちに《ちょうどいい》生徒指導
──「自主性」と「価値づけ」が中学生に響く！

	 染谷幸二・櫛引丈志（編著）　A5判並製／156ページ／2,530円

シリーズ監修：水野正司
教師にも子供にも《ちょうどいい》指導法話題沸騰話題沸騰！！ 全全全４巻

既
刊

新刊

既
刊

【４冊セット】割引販売！税込定価：10,450円→9,500円　※送料無料
弊社特設サイト（右下QRコード）からご購入いただけます。8月31日土まで。
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既
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既
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【４冊セット】割引販売！税込定価：10,450円→9,500円　※送料無料
弊社特設サイト（右下QRコード）からご購入いただけます。8月31日土まで。
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